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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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大いなる墓標




　あとがき














　ピーエリエーの峰みねに在ましまし

　謳うたにより誉ほまれを授さずける音ム楽ー神サ達イよ

　いざ、此方こちらに降臨おりましては

　御おん身み等の祖おやなる大神ゼウスついて語り給え

　人が世に知られるも知られぬも大神ゼウスにより

　人々の口に語られぬのも大神ゼウスの御み心こころよ
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零　２月11日（建国記念の日）13：27







　かつて大だい柬とう亞あ戰せん爭そう（太平洋戦争）末期の昭和二〇年三月、日米両軍で二万七千もの戦死者を出す激げき戦せんが繰くり広げられた硫黄いおう島じま。そこから北方に約六浬かいり、北硫黄島とに挟はさまれた海かい域いきに、それは浮うかんでいた。

　全長四キロ、最大全ぜん幅ぷく一・二キロ、敷しき地ち面積二五〇万平方メートルを超こえる畸き形けいの十じゆう字じ架かの形をなした超ちよう大型浮ふ体たい式しき海洋構こう造ぞう物ぶつ、メガフロート。その正式名めい称しようを〈東京国こく際さい洋上ゲート港〉と呼よんだ。

　日本において農家一軒けんあたりの平へい均きん耕こう作さく地ちが一ヘクタールにも満たないことを考えれば、実に農家三百軒分の土地が海上に浮いているに等しい。

　四千メートル級の滑かつ走そう路ろに加えて、ＵＬＣＣ（超大型タンカー）対たい応おうの港こう湾わん設せつ備び、そしてターミナル施し設せつは一つの街まちとして単たん独どくで機き能のうできる。

　これほどの大規き模ぼな人工物を建造したのも、全すべてはゲート港から五百メートル沖おきの太平洋上に穿うがたれたディメンションゲートのためなのだ。

　ディメンションゲートとは、新世界と呼ばれる異世界につながる巨きよ大だいな列れつ柱ちゆう石せき群ぐんのことである。それは九年前に突とつ如じよとしてコンゴ民主共和国（旧ザイール）とウガンダの国境、ルウェンゾリ山さん麓ろくに出現した。

　新世界には地球とは異なった生態系と知的生物、文明が存在し、さらにはいまだ手つかずの広大な土地と豊富な天然資源があった。それらの利権を巡めぐり、出現当初はゲートの帰き属ぞくを巡って両国が紛ふん争そうを繰り返していたが、現在はアレクサンドリア条約によって国連の管かん轄かつとなり、実質的には国連軍という名の米軍の支配下にある。

　それに対たい抗こうするため日本は独自の技術を開発、人工ディメンションゲートの建造に成功した。それがこの太平洋ゲートであり、そのゲートの玄げん関かん口ぐちとしての役やく割わりを担になうのがゲート港である。それにしても最さい先せん端たん技ぎ術じゆつの向こうにあるものが、剣けんと魔ま法ほうの支配する幻想世界フアンタジーワールドとは奇き妙みようなものという他ほかない。

　そして今け朝さが、この『東京国際洋上ゲート港』の開港式だった。

「想そう像ぞうしていたよりずっと大きいな。とても人工の島とは思えん」

　初老の紳しん士しが感かん嘆たんを込こめる。東大法学部からキャリア官かん僚りようコースを一直線に歩んできた男だ。紳士は今、ゲート港のシンボルでもあるインペリアルゲートホテルの最上階のペントハウスから周囲を一いち望ぼうしていた。

　滑走路ではゲート港のイメージキャラクター〈ゲー太郎くん〉をデカデカとマーキングしたジャンボジェットが、車輪に白い煙けむりを立たせながら滑走路に滑すべり込んで行く。

「正まさに日本の威い信しんを賭かけた大事業です。中央アフリカに次いで二番目のゲート、しかも偶ぐう然ぜんに開いたのではなく、初の人工ゲートですから。それもこれも理事長のご尽じん力りよくの賜たま物ものです。きっと初代理事長の名は後こう代だいにも讃たたえられることでしょう」

　紳士の傍かたわらに立つ中年男が追つい従しようする。全身の毛け穴あなから皮ひ脂しと卑ひ屈くつさが滲にじみ出ているような男だった。言葉とは裏うら腹はらなことを考えているタイプでもある。それを紳士はさも満足そうに七三分けのロマンスグレーの頭で頷うなずく。

「環かん太平洋圏けん全域において、日本の経けい済ざい的な立場は揺ゆるぎないものとなるのは確かく実じつです」

「これでようやく誇こ大だい妄もう想そうに過すぎない中ちゆう華か思想に憑つかれた大陸や米国アメリカにも優ゆう位いに立てるというものだな。だが気き掛がかりが幾いくつかある」

「何でしょうか？」

「ゲート技術の漏ろう洩えいは大だい丈じよう夫ぶなのだろうな？」

「このゲート港には機き密みつ保ほ持じのためにゲート港が停止した場合、七二時間後に自じ爆ばくするシステムを備そなえています」

「それともう一つ。ゲート技術を提てい供きようしたあの小こ娘むすめ、新世界の亡ぼう国こくの王女だったか？　その女は本当に信用できるのか？　ネオナチとも関係があると聞いたが。もしや米国にゲート技術を売り渡わたすことはあるまいな」

「少しでも怪あやしい動きを見せたときには、こちらにも考えが……」

「そうか。それならいいが。あとは私の関かん与よしないことだ。万ばん事じ、君に任まかせるよ」

　初老の紳士は何もかも悟さとったように小さく頷いた。予あらかじめ自分に責せき任にん問題が及およばないように回かい避ひしている。高級官僚たる者、そういった腹はら芸げいには秀ひいでていなければならない。でなければここまで出世することはできなかった。

「それよりも、このゲートさえあれば原油も食しよく糧りようも新世界から無む尽じん蔵ぞうに調達できます。いわば完全な自給自足態たい勢せいです。原油輸ゆ送そうも危険なマラッカ海かい峡きようを通航する必要や東南アジアで海かい賊ぞくに襲おそわれることもなくなります。それどころか最も早はやアメリカの経済制せい裁さいすら怖おそれることもなくなるとは、夢ゆめのようではありませんか、理事長」

「しかし名前が東京国際洋上ゲート港とはな。とてもここが東京とは思えんがな」

「硫黄島は東京都小お笠がさ原わら村ですから、れっきとした東京ですよ。成田の新東京国際空港や浦うら安やすの米べい帝てい主義の権ごん化げのような某ぼう外がい資し系けい遊園地の方がよほど地名詐さ称しようというものです」

「フッ、それもそうだな。さて、そろそろ時間かな？」

「それでは式典会場の方へご案内いたします」

　初老の男、国土交通省から天あま下くだりしたての日本ディメンションゲート公団理事長林義武は眼めを細めて笑うと、中年男の先せん導どうで部屋を後にする。その笑えみは日本と日本国民の一層の発展に対する悦よろこびなどではなく、五年後の三億円ほどの理事長職時の退たい職しよく金のことを思い描えがいたからだった。企き業ぎようへの接せつ待たい強要が難むずかしくなった今、官僚の甘あまい汁しるなんて天下りの既き得とく権けん益えきくらいしかない。転々と天下りする際の退職金を計算するのに忙いそがしくて、愚おろかな国民のことなんか考えている暇ひまはないのだろう。




壹　２月11日（旧紀元節）13：51







　明石あかし標準時刻で午後一時五〇分を回っていた。開港式は午後二時から始まる予定だから、そろそろ時間だ。

　佐藤蛍けい太たは式典会場の中を目的もなくぶらつきながら、そろそろ戻もどろうかと思い始めていた。高校生の蛍太には異い界かいも同然だ。すれ違ちがう人の誰だれもが要人といった感じで、蛍太と同どう年ねん輩ぱいなどいるはずもない。それに強きよう烈れつなオーデコロンの匂においに目め眩まいすらしてしまう。

　蛍太の通う都立哲てつ学がく堂どう高等学校のブラスバンド部三三名が式典で演えん奏そうするために招待されたのでなければ、蛍太も決して来ることはなかった。

　蛍太の担たん当とうする楽器はトランペットだ。腕うで前まえもなかなかだと思う。しかし都大会で優勝するような部では補ほ欠けつなので出番はない。それでも制服ブレザーの胸むねには校章と並んで、しっかりとゲストを示すゲー太郎くんバッジと名札が嫌いやみに眩まぶしく光っていた。

　蛍太はトイレのついでに会場の様よう子すを見に来たことを少し後こう悔かいしていた。あまりにも場違いすぎる。

『あれ、うちの控ひかえ室はどっちだっけ？』

　あまりにも混雑している広い会場で蛍太は自分の位置を見失っていた。会場は、招待客が多いために半はん端ぱな広さではない。外国の来らい賓ひんも多く、さしずめ人種の坩堝るつぼか博はく覧らん会かいといった感じだ。中にはオペラのような衣い裳しようの新世界から招まねかれた人もいる。高一の蛍太の身長は一六九センチだ。周囲から較くらべると決して高い方ではないので、息いき継つぎするのさえ大変な作業だ。それでもどうにか見上げれば、一ひと際きわ高いピラミッド形のビルを目印ランドマークに方向だけはわかった。

「準備もあるし、そろそろ本当に戻らないと……」

　蛍太は焦あせり始めていた。いくら補欠でも遅ち刻こくはマズイ。自然と足も速くなる。

「あっ！」

　蛍太はあまりにも急ぐことに気を取られすぎてしまって、誰だれかにぶつかってしまった。

「すっ、すいません……」

　蛍太はよろけながら謝あやまろうとしたが目の前に誰もいない。視し線せんを落とすと、そこには一人の少女が両りよう脚あしを投げ出した格かつ好こうで倒たおれている。

　暗色のブロンドの髪かみ、瞳ひとみの色、全すべてが同級生の女子とは違う。異国の少女だ。

　蛍太は一目見た瞬しゆん間かん、胸がドキッと本当に痛いたみを伴ともなって大きく鼓こ動どうするのを感じた。そんな自分が気き恥はずかしくて一瞬躊躇ためらったが、蛍太は慌あわてて右手を差し出す。

　やや暗い色合いのブロンドの髪をした異国の少女は無言のまま、右手ではなく左手で不自然に蛍太の手首を握にぎって起き上がる。背せ丈たけは蛍太の目線くらいまでしかない。

「ア、アイム・ソーリー……」

　蛍太は英語で謝っていた。外国人には英語で話さなければと思ったのだ。

「構いません。以後、注意なさい」

　凛りんとしていて鈴すずのような響ひびきを持った声だった。

「……はい」

　流りゆう暢ちような日本語にびっくりしながらも、蛍太は伏ふし目がちに、そそくさとその場を立ち去ろうとした。日本語が通じるということが余よ計けいに気恥ずかしさを募つのらせたからだ。相手を意い識しきしてるなんてことを知られたくなかった。

「待ちなさい。ちょうどよい。第三貨物ターミナルまで案内してもらえないか？」

　その口調には威い圧あつ的というよりも高こう貴きさを連想させる響きがあった。

「で、でも僕ぼくは、よくわからないから……」

　蛍太は少しどもってしまった。

「構わない。日本語の案内表ひよう示じが読めるだけでいい。難むずかしい漢字までは読めないのだ」
















「だけど僕も……」

「それとも急がなければならないことでもあるのか？」

　蛍太はどうにか断ことわる理由を探さがした。しかし見つからない。ブラバンは補欠だ。怒おこられはするだろうが、急いで戻ったところでなにもすることはない。

「考え込まなければならないことなら、たいした用ではあるまい。どうなんだ？　案内してくれるのか、くれないのか？」

　異国の少女は蛍太の迷いを見み透すかしていた。

「わかったよ。案内するよ」

　蛍太は頷うなずいた。もう演えん奏そうのことなんかどうでもよかった。

　蛍太は少女と一いつ緒しよに会場を後にする。なぜか彼女は白しろ兎うさぎを追いかけるアリスのように急いでいた。

　歩きながらも蛍太は少女の横顔が気になってしかたなかった。関節人形ビスクドールのように無む機き質しつに完成されすぎた容よう貌ぼう。意志の強さと儚はかなげな弱さが背反律アンビバレンツに混在した不安定さが一段と美しさを引き立てている。三みつ釦ボタンの英国スタイルのダークスーツは宝たから塚づか少女歌劇団を連想させた。よく見ると左の瞳は濃のう厚こうな琥こ珀はく色なのに、右の瞳はサファイアのような深い蒼あおさを湛たたえている。現実感を喪そう失しつさせる神秘的な瞳に蛍太は魅みせられていた。

　そんなとき、目の前の少女とは全く違ちがうタイプのはずなのに、なぜか川村愛あ砂さ美みの横顔が浮うかんだ。蛍太の憧あこがれの先せん輩ぱいだ。それも三〇分前に見た横顔だった。

　蛍太がトイレに行った帰りだった。廊ろう下かの片かた隅すみで川村先輩が部長の野村先輩と親しそうに立ち話をしていた。普ふ段だんなら気にしないで立ち去っていただろう。でも、そのとき、なぜかそうしなかったのは二人の笑え顔がおのせいだったのかもしれない。とりとめのない会話のようだった。

　しかし別れ際ぎわに二人は抱だき合い、そしてキスをした。眼を閉じた川村先輩の睫まつ毛げの一本一本までが今も鮮せん明めいに想おもい浮かぶ。

　その瞬間、ショックや嫉しつ妬とというよりも、蛍太は何かを失ったような感覚に陥おちいっていた。何をなくしたのか、わからない。ただ漠ばくとした喪そう失しつ感かんだけが心の中にわだかまっていた。

　だから蛍太は、どうしても控ひかえ室に戻もどる気がしなくて、目的もなく会場をうろついていたのだ……。

　そうして蛍太と少女が空港ロビーにさしかかった頃ころ、行く手に大きなモニターが見えた。

　ちょうど映し出されていたのはブラスバンド部の仲間達だ。そして楽器を手にした彼等は高らかに国歌『君が代』を吹すい奏そうし始める。二時になったのだ。

　それにしても普段は『君が代』はおろか、入学式や卒業式の国こつ旗き『日の丸』掲けい揚ようさえも生徒会や一部教きよう諭ゆが扇せん動どうして断固反対するような校風なのに、こうして誇ほこらしげに演奏している部員の姿を見ると、急におかしくなった。

「何がおかしい？」

「いや……人間っておかしな生き物だと思ってさ」

「おまえは、おもしろいことを言い出すな」

「だって、そう思うときってない？」

「そうなのかもしれないな。おまえがそう思うのならな……それより先を急ぐぞ」

　そのときだった。床ゆかが縦に大きく揺ゆれ出したのだ。

「地じ震しんっ!?　でもここは海の上……津つ波なみ!?」

　続いて蝸か牛ぎゆう管かんが裂さけんばかりの大だい音おん響きようが轟とどろく。周囲から金切り声の悲鳴が上がる。初めて経験する蛍太であっても、すぐに爆ばく発はつだとわかった。モニターの中の国歌斉せい唱しようも今や阿あ鼻び叫きよう喚かんの黒ゴ人ス聖ペ歌ルに取って代わられている。

　こんなとき、どうしていいのか、まるでわからない。蛍太は唯ただ々ただへなへなと座すわり込んで一歩も動けない。

「予定より早いではないか……」

　少女の口から小さな声が漏もれるのを聞いた。

　しかし蛍太には、そんなことを気に止めるような余よ裕ゆうなどなかった。今度は間近で爆発が起こったのだ。通路を通って衝しよう撃げき波はが襲おそいかかる。眼に見えない何かが内臓の中を搔かき回まわし、耳の奥おくに激げき痛つうが走る。

「立て！　ここは危険だ。死ぬぞ！」

　聴ちよう覚かくを失いかけた鼓こ膜まくに少女の声だけが聞こえた。あとはまるで無音の世界にでもいるように何も聞こえない。

　少女の揺れて乱れる髪かみを見つめながら訳もわからないまま必死に走る自分を蛍太は、まるで他ひ人と事ごとのように感じていた。




貳　２月11日14：08







「まもなく現場上空。十一時方向、メガフロート中央から煙けむりの噴ふん出しゆつを確かく認にん！」

　輸ゆ送そうヘリコプター、Ｖ‐１０７Ａ（しらさぎ）に搭とう載さいされた二基のＣＴ５８‐ＩＨＩ各‐１４０‐１エンジンが奏かなでる一万四〇〇〇馬力の回転翼ローターの回転音に負けじとレシーバー越ごしに叫さけぶ声が辛かろうじて耳に飛び込んでくる。

〈どんどん焼き〉を口に流し込んで、咀そ嚼しやくしながら中田京子二等陸りく尉いは操そう縦じゆう席せきに華きや奢しやな首を突つっ込むようにして黒こく煙えんを見ようとした。京子の肩かた口ぐちまで伸のびた髪かみがさらさらと揺ゆれる。京子の眼がん下かには、よく磨みがかれた風ふう防ぼう越しに十じゆう字じ架か形のメガフロートが威い容ようを誇ほこっていた。だが白い滑かつ走そう路ろから左右に張り出しているターミナル・エリアからは黒々とした煙が三み筋すじ、蒼あお空ぞらを濁にごらせているのを確認した。

「図面だと管かん制せい塔とうか式典会場の辺あたりだな。それでゲート管制塔と連れん絡らくは？」

　ゲートの図面と照らし合わせながら京子がパイロットの田所二尉に訊たずねる。

「駄だ目めです。もう十分以上、連絡が取れません。どの回線も全すべて不通。硫黄いおう島しまの航空管制塔まで沈ちん黙もくしました」

「どうなってんのよっ！」

　京子はあらん限かぎりの声で怒ど鳴なった。そうしなければすぐ隣となりの人間にも聞こえない。

「……サイバー攻こう撃げきを受けたとしか思えません！」

「爆ばく弾だんテロにサイバーテロだっていうの？　ハリウッド映画じゃないってのよっ！　いったい誰だれがこんなことを！」

「知らないですよ、そんなことっ！　でも基き地ちまで沈黙するなんて絶ぜつ対たいおかしいですよ」

　ゲート港からの緊きん急きゆう通つう報ほうを受け、硫黄島航空基地からスクランブルで飛び立ったのが七分前。最大速度の時速二五〇キロオーバーで飛ひ来らいしたＶ‐１０７Ａ四機はゲート港上空に達して、初めて事の深刻さを目まの当たりにした。恐おそれていた最悪の事じ態たいが眼下で起きている。

「中田二尉、一度、帰き投とうした方がよいのでは？」

　操縦桿かんを握にぎる田所が訊きいてきた。

「続行よ、続行っ！　なに寝ねぼけたこと言ってんのよ。当機は現場付近の滑走路に着陸して現げん状じようを確認後、すぐに要救助者の救助、搬はん送そうを行う。後続の三機は、誘ゆう爆ばくや第二撃を警けい戒かいして相そう互ごに三〇〇メートル離はなれた地点に隊員を降下させた後、上空で待たい機き！」

　京子はきびきびした声で命令を伝える。

「諒りよう解かい、これより当機は着陸態勢に移ります」

　ヘリは降下するために煙を避さけて大きく右に旋せん回かいを始める。

　直後、機体と全乗員に衝しよう撃げきが走った。

「どうしたのっ!?」

　京子が手近なものに摑つかまりながら叫さけぶ。

「中田二尉、あれを！」

　パイロットの田所が叫んだ。そこには海上に黒々と口を開あけたゲートの中心からスペクトル分光した虹にじ色いろの光が放たれている。

「緊きん急きゆう待たい避ひっ！」

　京子はその美しいまでにおぞましい光景を見るなり叫んだ。咄とつ嗟さの判断だった。

「えっ？」

　田所は不ふ可か解かいそうな顔を浮うかべる。

「早くっ、何でもいいからこの場を離はなれるのっ！」

「で、でも……」

「ああ、もう、じれったいわねっ！」

　京子は田所の持っている操縦桿を強ごう引いんに奪うばい取ると、思いきり左に倒たおした。急な減速と共に機体は大きく傾かたむいて左旋回して高度が落ちる。機体は海面すれすれを舐なめ、回転翼ローターの翼よく端たんが白い波頭を斬きった。

　その判断が生死を分けた。直上を飛行する二番機がイカやタコなどの軟なん体たい動物の触しよく腕わんのごとき虹の光に絡からめ取られたかと思うと、瞬しゆん時じに跡あと形かたもなく消失したのだ。

　操縦桿を奪われた田所は呆あつ気けにとられている。京子は三番機、四番機の姿を確認した。どうやら最悪の事態は避けられたようだ。

「どうにか三機は無事のようね……」

　ひとまず安あん堵どする京子が再び前方のゲート港に視線を移す。

「…………」

　目の前にあるはずのメガフロートとディメンション・ゲートは、そこになかった。

「消えた……の？」

　太平洋の蒼あおい海原うなばらの波は、きらきらと太陽の光を迷めい路ろのようにただ輝かがやかせているだけだった。京子には、それが無限に広がるサイダー味の青い水みず飴あめに見えた。




　第五の御み使つかいが喇叭らつぱを吹ふいた。

　すると、一つの星ほ辰しが天から地へと墜おちるのが見えた。

　この星辰に、底知れぬ深しん淵えんに通じる洞あなを開く鍵かぎが与あたえられ、

　それが底知れぬ深淵の洞を開あけ放つと、

　巨きよ大だいな竈かまどから出るかのごとき煙けむりが洞から立ち昇のぼり、

　太陽も空も洞からの煙のために闇やみに閉ざされた。

　そして、煙の中から蝗いなごの群むれが地上に這はい上がって来た。

　この蝗には、地に棲すむ蠍さそりに似にた力が与えられた。


ヨハネ黙もく示し録ろく　第九章
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〈新世界〉、それは惑わく星せいヘスペリア上にある異世界。

　惑星の名前はギリシア神話で世界の西の果てにあったという〈黄ヘ昏スのペ乙リ女デ達スの苑その〉に由来して、ＮＡＳＡ（米航空宇宙局）が名付けた。

　神話では黄金の林檎りんごを実らせる樹きがあり、それを大蛇ラドン（後のちに英えい雄ゆうヘラクレスが退たい治じしてりゅう座として星空に昇る）が守しゆ護ごしていたと云いい、また黄ヘ昏スのペ乙リ女デ達スと呼ばれる美しい乙女ニンフ達が楽しく暮らしていたとも云う。

　そんな古代の吟ぎん遊ゆう詩し人じんの謳うたう神話世界の叙じよ事じ詩し的な情景と、サラリーマン鈴木和夫が今現在直面している現実世界とは、まるで無む縁えんの世界だ。ここはヘスペリアでも唯ゆい一いつ最大にして〈竜りゆうの掌て〉を意味するデロナト大陸の中央、西の強国ガナザート帝てい国こくの辺へん境きよう植民市フルト・ガナザーテの更さらに東方のフラム山地の真まっ直ただ中なかだ。

　周囲は雑ざつ多たな植生で密みつ林りん、密林、密林、そして密林ばかり。富士の樹じゆ海かい以上だ。その上、気味悪い嗤わらい声のような奇き妙みような鳥の啼なき声とキチキチという得え体たいの知れない蟲むしの音ねで満たされている。

「お願い。五分でいいから休きゆう憩けいにしようよ……」

　言っている間にも鈴木は地面にしゃがみこんでしまった。途と端たんに十キロに及およぶ背中のバックパックの重みから解放される。新世界での重力は地球上の約九〇％なのは救いなのだが、たとえ九キロ相当でも非ひ力りきな鈴木には堪こたえる重さだ。

「だめですよぉ。十分前にも休んだばかりじゃないですかぁ」

　少し先を行く十九世紀にアメリカで狩しゆ猟りよう服として考案されたサファリスーツに英国陸軍ロイヤルアーミー由来の白い保護帽トーピーを被かぶった典型的な探たん検けんルックの小こ柄がらな女の子がたしなめる。荷物らしいものは一いつ切さい持っていないから気楽なものだ。

「もお～ダメ！　一分でいいから休ませてよ。一いち乗じよう院いんさ～ん」

　鈴木はシダモドキ類の生おい茂しげった地面にへたばったまま音ねを上げた。汗あせが蒸じよう発はつして黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのレンズも白く曇くもっている。中学時代の学校指定ジャージのパンツに土の水分が、じっとりと下着にまで滲にじんでいるのさえ、もうどうでもいい。脚あしが痛い。肩かたが痛い。腰こしが痛い。とにかく全身の筋きん肉にくと骨ほねが疲ひ労ろうでひいひい言っている。

「他の人達はもうだいぶ先に行っちゃいましたよぅ」

「そんなこと言ったって無理だよ。だいたいペガサスを捕ほ獲かくするったって、本当にいるかどうかもわからないのに、なんでこんな苦労をしなくちゃいけないんだよ」

　鈴木はここに来て何十回目となる同じ愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「でもペガサスを捕つかまえるのが、お仕事なんですからぁ。テレビに出てた原住民の人も確たしかに翼つばさの生えた動物を見たっていってたしぃ。もう少し頑がん張ばってみましょうよぉ」

　同どう僚りようのＯＬ、一乗院深み澄すみは鈴木を元気づけた。

「ああ、どうしていつも僕ぼくだけこうなんだ……」

　鈴木は気力を振ふり絞しぼって重い腰を上げた。ふらふらと立ち上がりながら、こんな厄やつ介かいな部ぶ署しよに回されたことを嘆なげいて溜ため息いきをつく。

　現在、鈴木の所しよ属ぞくはタヌキ食品株式会社東京本社広こう報ほう部宣伝企き画かく制せい作さく課。なんだか業界風で聞こえはいい。しかし実状は会社が広告代理店にコマーシャル制作を発注する費用をケチっているだけだ。

　しかも鈴木はこの宣伝企画制作課の特別調達プロジェクトチームのメンバーに選ばれている。この特別調達の仕事というのがペガサス捕獲だ。あの有名な空想上の動物を捕まえよというのだ。

　なんでも今度、新発売になる〈ぺがさすサブレ〉のメインキャラクターらしい。いかにもありきたりで売れそうもないのだが、お菓か子し作りが趣しゆ味みというイタイ社長令れい嬢じようの考案だったから始末が悪い。社長のゴリ押おしで発売が決まったといういわく付きの代しろ物ものだ。

　しかもその社長令嬢、テレビＣＭにまで口出しして、本物のペガサスを出演させろと言い出す始末。流石さすがに社の重役達も説得してみたものの、社長令嬢はＴＶの『川田ヒロシ探検隊、秘境ペガサスの棲すむ山に挑いどむ！』を真まに受けて強ごう引いんにゴネた。というわけで、この仕事は、ペガサスを探しましたという社長令嬢を説得するためだけの単なる形式でしかない。誰だれも最初から期待していないのだ。社長令嬢を除いては。

　鈴木がそんな部署に配属されたそもそもの原げん因いんというのも情けない。どうにかディグリト支社勤務から東京本社勤務に返り咲ざいたのも束つかの間ま、ほんの出来心が悪あく夢むになってしまったのだ。

　その日は給料日前で通帳の残高が三四円しかなかった。しかし、そんなときにトイレットペーパーを切らしてしまったのだ。しかし出物、腫はれ物、ところ嫌きらわずとは、よく言ったもので、生理現象は我が慢まんするわけにもいかない。ついつい魔まが差して会社のトイレットペーパーを家に持ち帰ろうと、三ロールくらい持ってトイレを出たところを、運悪くケチで有名な横田人事部長に見られてしまった。

「三階のトイレの紙がなくなってたんで、補ほ充じゆうしに持って行こうと思って……」

　聞かれもしないのに鈴木は、こう応こたえた。それにしても自分でも苦しい言い訳わけだと思った。そのとき部長は何も言わなかった。それから時季はずれの今回の配属が決まったのは一週間後のことだった。あのときのことが人事に影えい響きようした証しよう拠こはない。しかし、それはわかりすぎるものだった。

「それにしたって、ここは、あの川田ヒロシの探検してたところとは違ちがいすぎるよ」

　全身汗あせまみれの鈴木は辺あたりの景色けしきを見回した。

「え～、でも番組で紹しよう介かいされた地図では確かにここになってましたよぉ」

「スキーのリフトや送電線のある秘境なんてあるわけないだろ。だいたい山さん菜さい採とりの爺じいさんに出くわしただけで『襲しゆう撃げき！　長老エルフ』ってテロップが出るんだから。どうやったらあんな国内ロケがバレバレのインチキ番組を本物だなんて思えるんだか……」

「そんなこと言ってもぉ……確かにこのペルガスス山の麓ふもとにペガサスがいるって噂うわさはありますしぃ」

「それって、ただ名前が似てるからじゃないかな。新世界人はやたら神話の怪かい物ぶつや悪魔に興味津しん々しんで、いつの間にか、さも大昔から自分達の神話にあったかのように取り込んでるし」

「それならわたしも知ってますぅ。新世界の神話だと大昔にネッシーという大だい魔ま神じんが恐おそろしい顔になって大洪こう水ずいを起こしたんですよねぇ」

「どうせ神話に吸きゆう収しゆうするときにネス湖のネッシーとかノアの箱船が混まざったんだろうな。そんなのばっかで、今じゃ元の神話がわからないくらいだからね。だからさ、やっぱりペガサスなんていないと思うよ、僕としてはさ……」

「でもぉ、こんなのはいましたよぉ、ほらぁ！」

　深澄が両手で抱かかえて見せたのは、ちょうど姿も大きさも貯金箱のブタによく似たピンク色の柔にこ毛げの生えた動物だった。そして、その背せ中なかにはぴくぴくと羽ばたく一いつ対ついの小さな翼つばさが……。

「なっ、な、なんなんだ、それは!?」

「ねっ、かわいいでしょぉ！」

「どこで見つけたの？」

「いま、この子から足元にすり寄ってきたんですよぉ」

「羽、羽が生えてるよね……」

「この子みたいに羽の生えてる子がいるんだからぁ、羽の生えたおウマさんだって絶ぜつ対たいいますよぉ！」

「そ、そういうものなのかな……」

　鈴木は自分の眼めを疑うたがわずにはいられなかった。まさか羽の生えた豆ブタ、あるいは生きたブタの貯金箱がいるとは……。

「そうだ。はやくこの子を主しゆ任にんに見せに行きましょうよぉ」

　そう言うが早いか、深澄は率そつ先せんして鈴木の手を引いて歩き出す。

　そのとき、タタタタというリズミカルな音が森の樹き々ぎに木こ霊だましながら轟とどろいた。直後、怪鳥が羽ばたく音とけたたましい啼なき声でそこら中が騒そう然ぜんとなり始める。

「なんだ？」

　続いてまたタタタと音が刻きざまれる。もう森に潜ひそむ動物達は息を殺しているため、さっきよりも明めい瞭りように聞こえる。深澄は怯おびえる羽ブタをサファリジャケットの胸むな元もとへ大事そうに入れてお互たがいの体温を感じ合うことで、自分自身とこの小動物を安心させようとした。

「隊長達のいる方からだ。とにかく行ってみようっ！」

　二人はどちらからともなく自然と足が走り出していた。
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　獣けもの道みちと呼ぶのでさえおこがましい道だった。少しでも気を許ゆるすと大だい蛇じやのように地表を這はう根に足をとられて転ころびそうになる。それでも鈴木達は力の限り急いだ。

　不意に深み澄すみの足が止まった。深澄は不ふ思し議ぎそうな顔でじっと一点に視し線せんを注いでいる。鈴木は訝いぶかしげに深澄の視線の先を追った。

　そこに鈴木が見たのは、同どう僚りようの関口だった。それも朱あけに染そまった生なま首くびだけの──切断面には桃もも色いろの収しゆう縮しゆくした筋肉繊せん維いと白い頸けい椎ついが確かく認にんできた。

　それから深澄の切り裂さくような悲ひ鳴めい。ようやく、深澄にも目の前の現象が理解できたらしい。しかし瞬しゆん間かん的てきに鈴木は、その悲鳴がもたらす最悪の事態を予よ測そくできた。

「逃にげようっ！　ここにいたら危あぶない！」

　鈴木は茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていの深澄の腕うでをしっかりと摑つかむと、来た方へと引き返した。

　だがその足はすぐに歩みを止めざるをえなかった。

「ちっ、こんなところに、まだいたのか」

　鈴木達の前に飛び出して来た馬上の騎き士しは兜かぶとにくぐもる声で呟つぶやいた。壮そう麗れいな白金色に輝かがやく甲かつ冑ちゆうには〈イエトゥー英えい雄ゆう物語〉をあしらったエッチングが施ほどこされている。また艶つややかな毛並みの黒鹿か毛げの馬も見事というほかないサラブレッド種だ。まるで〈アーサー王と円えん卓たくの騎士〉の騎士物語から抜ぬけ出てきたようだ。

「こんな山やま奥おくになんで立りつ派ぱな騎士がいるんだ？」

　鈴木はデロナト語で言った。まさか自分達の他ほかに人がいるとは思ってもみなかったことだ。

「答える気にはなれないな。だが死んでもらう。これも仕事なんでね」

　騎士は鞍あん上じようからひらりと飛び降りる。馬は小さく嘶いななき小刻みに震ふるえた。騎士は構わず細剣レイピアを抜き放つ。絡からみ合う金こん色じきの蛇へびの意い匠しようの鍔つばが剣身の銀色と対照的に金色に煌きらめいた。剣には人を斬きることに迷いがない。剣を持つ手首が微かすかに返った。

「危ないっ！」

　鈴木は横っ飛びに深澄に飛びつこうとした。剣の切っ先は的確に深澄の心臓を狙ねらっていたからだ。

　剣の刺し突とつが早過ぎる。間に合わない。

　刹せつ那な、一発の銃じゆう声せいが轟とどろいた。この銃声に反応したのか、騎士の剣先が蜂はちのような航こう跡せきを描えがいて、空を切った。

「ヤメロ、コロス、ダメ！」

　訛なまりの酷ひどいデロナト語が飛ぶ。声のする方に騎士と鈴木が振ふり向くと、藪やぶの中に髭ひげ面づらの男がいた。男はアラブ系で、ＰＬＯ（パレスチナ解放機構）のアラファト議長がいつもしているような頭巾カフイーヤを被かぶり、手にはオレンジ色のバナナ型弾倉マガジンが特とく徴ちよう的なＣＣＣＰエスエスエスアール（旧ソ連）のベストセラー、[image: А][image: К]アーカー‐47カラシニコフ突撃銃アサルトライフルを持っている。流石さすがに少年時代からサマーキャンプで兵器全ぜん般ぱんの扱あつかいから要人誘ゆう拐かいの方法まで当然のごとく教え込まれているような国の男だ。銃じゆうは見事なまでに手に馴な染じんでいる。同じサマーキャンプでもセックスばかり覚えて帰る米ヤ国ン少キ年ーとは大おお違ちがいだ。

「どういうことだ。皆みな殺ごろしにするはずだろうがっ！」

　騎士がアラブ人に怒ど鳴なりつけた。兜の面頰ヴアイザーが声圧で細こまかく震ふるえる。

「ミロ、オンナ！」

　アラブ人は鋭するどい目つきで騎士を睨にらみながら片かた言ことのデロナト語で返す。騎士が手甲ガントレツトの指で面頰ヴアイザーを弾はじき上げると、それさえも華か麗れいな甲冑の装そう飾しよくの一部のような蒼あおく澄すんだ二つの瞳ひとみが現れ、深澄を見み据すえる。

　と、そのときタイミングよく羽ブタが小さな顔を出してブヒッと鼻を鳴らした。

「ちっ、ペガサスか！」

　騎士が舌した打うちする。

「ペ、ペガサス……このブタが!?」

　鈴木がまじまじと羽ブタを見つめると、キューッと返事をするように鳴いた。この豆ブタが英雄ペルセウスに斬ざん首しゆされし蛇髪妖メドゥーサの溢あふれる血ち潮しおから黄金剣クリユサオルと共に生じた、海神ポセイドンとの胤たねとも伝えられる天馬ペガサスなのだろうか……？

「そうか、Dragonの密みつ猟りようだとばかり思っていたが、Pegasusの密猟までやっていたとは、たいしたものだな」

「僕達は、そんな密猟者なんかじゃ……」

「黙だまれっ、密猟者っ！」

　奥おくから別の声がした。ほぼネイティブの日本語だ。しかし外来語の発音が妙みようにいい。

「ＹＯＵたちのような自然破は壊かいを平気でやるような人がいるから、ぼくらの〈宇う宙ちゆう船地球号〉は取り返しのつかないところまで汚けがされてしまったんだぞ。今度はこの新世界まで欲よく望ぼうのために汚すつもりか！」

　現われたのは、日本語を話す一九〇センチ近い長身の青年で、日本人のようだった。しかも端たん整せいな顔立ちをしている。彼もまた迷めい彩さい服ふくにオートマチック・ライフル銃、米特殊部隊グリーンベレー用のコルト・コマンドＸＭ１７７Ｅ２を肩かたに掛かけていた。

「わたしたちはそんな……密猟なんて」

　今までのデロナト語のやりとりを聞きとれずに、当とう惑わくしていた深澄が口を開いた。

「そうして動かぬ証しよう拠こを押おさえられても、まだシラを切り通す気か！　過あやまちは素す直なおに認めろ。この自然破壊の諸しよ悪あくの根元が！」

　眉み間けんに皺しわを寄せて怒ど鳴なると青年は、深澄の胸むな元もとから覗のぞく仔こブタを指差す。

　そのとき、鈴木はある物に気付いた。騎き士しやアラブ人、そしてこの日本人青年の腕うでにも同じ腕わん章しようがあることを。その腕章に描えがかれた黄色いアヒルのマークこそ、あの過激派国こく際さい環かん境きよう保ほ護ご団だん体たい〈ネイチャーエンジェルス〉の証あかしだった。

　核かく兵へい器き反対という理由で美み浜はま原発の高速増ぞう殖しよく炉ろ〈もんじゅ〉用のＭＯＸ（プルトニウム・ウラン混合酸化物）燃料をフランスから日本に運ぶ貨物船を〈曙の狂戦士号オーロラバーサーカー〉で襲しゆう撃げきした「オラシオン号撃げき沈ちん事件」、捕ほ鯨げい反対という理由から「優やさしく賢かしこい動物」のクジラを食べた「残ざん虐ぎやく非ひ道どう」なアラスカの原住民イヌイツトを女子供の容よう赦しやなく凄せい惨さんな拷ごう問もんの果てに二〇三人を虐ぎやく殺さつした「ロストリヴァーの惨さん劇げき」など、彼等の語るところの輝かがやかしい環境保護活動が、鈴木の脳のう裏りに次々と浮うかんでくるのだった。




伍　閏龍眼星月38日Ⅴ区刻（日本時間２月11日18：01）







　夕ゆう闇やみ迫せまる黒い樹き々ぎの合間から白い煙けむりが天に昇のぼる。焚たき火の炎ほのおは火蜥蜴サラマンダーの赤い舌となって瞬またたいていた。

　鈴木は薪たきぎのはぜる音を聞きながら、焚き火の炎を見ていた。鈴木の両手は樹じゆ脂し製せいの簡かん易い手て錠じようがはめられている。隣となりにはやはり虜りよ囚しゆうの身となった深み澄すみがいる。

「お手ったら、お手よ。お手はこうやって、前足をのせるのよぉ」

　さっきから深澄はその羽ブタに一生懸けん命めいお手を教えていた。しかし当の羽ブタことペガサスは黒い円つぶらな瞳ひとみで深澄を不ふ思し議ぎそうに見つめ、ただ深澄の手の匂においを嗅かぐように鼻をひくひくさせるだけだ。芸を仕込めるだけ賢かしこい動物なのだろうか。

「ダメねぇ、イセンちゃんはぁ。お手ぐらいできないとぉ」

　そう言いながら深澄はピンクの柔にこ毛げの生はえた頭を撫なでている。

「イセンちゃん？　そいつの名前？」

「そうですよぉ。かわいい名前でしょっ！」

「なんか名前らしくないね」

「それはですねぇ、私の好きなお店の名前ですぅ」

「お店？」

「湯島にあるトンカツ屋さんですぅ。すごく美お味いしいんですよぉっ！」

　深澄はイセンを抱だき寄せると、自分からひっくり返ったイセンの丸いお腹なかを撫なでながら笑え顔がおで応こたえた。

「トンカツ屋さんね……」

　鈴木はそれ以上、なんとも応こたえようもなくなってしまい、羽ブタから視線を移す。

「これからぁ、どうなるんでしょうねぇ？」

　深澄が小声で訊たずねた。あまり緊きん迫ぱく感かんがない。お嬢じよう様さま育そだちなのだろうか。それに長い髪かみをロリコン好みに左右に束たばねていたりするので実際の年ねん齢れいよりも幼おさなく見える。貌かおはまるで似にていないのに鈴木はどうしてもシファーの面おも影かげを感じないわけにはいかなかった。もしかしたら世せ間けん知らずなところが似ているのかも。なにしろ仔こ豚ぶたにしか見えないペガサスにトンカツ屋の屋号を付けるくらいのセンスの持ち主だ。少しどころかかなりずれている。

「わからないよ。でもすぐには殺すつもりはないみたいだけど」

「だけど見張りも付かないなんて変ですねぇ」

「逃にげ出せば結局、飢うえ死ぬか野生の竜りゆうの餌え食じきになるのがわかってるんだよ」

「すご～いぃ！　ネイチャーさんって頭いいんですねぇ」

　深澄はテロリストと大差ないネイチャーエンジェルスなんかに感心している。

「一いち乗じよう院いんさんって、本当に変わってるね。あいつらの前歴から考えると、僕等も遅おそかれ早かれ殺されるかもしれないんだよ」

「それじゃあぁ、逃げ出す方法を考えないといけませんねぇ」

「だから、いつでも逃げられるんだけど、助からないんだって！」

　今一つ要領を飲み込めていない深澄に鈴木は少しイライラした。この子は、ちゃんと人の話を聞いているのかと、ときどき疑問に思うことがある。

「逃とう亡ぼうの相談か？」

　声をかけてきたのはネイチャーエンジェルスが雇やとっている新世界人の現地雇やといの傭よう兵へいだ。声をかけてきた傭兵にしては小こ柄がらな男はシスマと呼ばれ、もう一人の太った男はメルルサと呼ばれていた。

「どうした？　元気がないな。何か食うか？　そんなんじゃ、逃亡計画も失敗するぞ」

　小柄な方のシスマが鈴木達の顔を覗のぞき込んだ。歴戦の証あかしなのか、その顔がん貌ぼうには無数の刀傷の痕あとが刻まれ、鼻や唇くちびるの一部さえも欠けた異い形ぎようの容貌はおぞましさを催もよおさせる。深澄はシスマを見るなり硬こう直ちよくしてしまうほどだった。

「やめとけよ。あんまり情なさけをかけるもんじゃない。三み鬼きの奴やつにばれたら、またイヤミを言われちまうのがオチだぜ。下へ手たするとまた給金を値ね切ぎられるぞ」

　ハワイ・オワフ島出身の相撲すもう取りのようなメルルサはくちゃくちゃと鶏にわとりの軟なん骨こつをガムみたいに嚙かみながらシスマに文句を言う。

「だがこれから先も長いんだ。少しでも体力をつけておいてもらわないと荷物運びにするにしても途と中ちゆうでぶっ倒たおれられたら俺おれ達が困る。どうせレフリームのことだ。こいつらがくたばったら、荷物運びはまた俺達におしつけられるぞ」
















　シスマは地球人のことをレフリームという新世界独どく特とくの呼び名で呼んだ。古代デロナト語では〈不完全な天使〉という意味だった。今では長年の横おう暴ぼうな環かん境きよう破は壊かいと傲ごう慢まんな植民地的支配の結果、地球人を天使なんて思ってるデロナト人は一人だっているはずもないが。

「だけどよ、こいつらは剣けん闘とう士しとして俺らを殺し合わせて喜んでた奴やつ等らの仲間だ。情けをかけるなんて糞くそ喰くらえだ。それにこいつらを連れて行くとは限らんだろう。ここで始末するって言いかねないからな」

「なおさらメシぐらいはいいだろう。別に食しよく糧りようには不自由してないんだからよ」

「勝手にしろ！　全くおまえはいつも情けをかけすぎるんだからよ。だが俺は関係ないからなっ！」

　メルルサは憤ふん然ぜんとして愚ぐ痴ちりながら去っていく。

「わかってるさ」

　シスマはメルルサの巨きよ大だいな背中を目線で見送ると、それからシスマは腰こしの皮かわ袋ぶくろから豚ス肉パ缶ムとフランスパン一切れを鈴木に渡わたす。

「少ないが二人で食べな。手を縛しばられていても食えるだろ」

　恐おそろしげな顔の男とは思えない優やさしい言葉だった。それにしてもシスマの傷きず痕あとは過去に拷ごう問もんか何かで肉を削そぎ落とされたのかもしれないと思うほどだった。

「ありがとうございますぅ！」

　デロナト語ができない深澄も、シスマの行こう為いを雰ふん囲い気きで察して元気よく礼を言った。

「いいってことよ。気にすることじゃない」

　シスマは恥はずかしそうにその礼を遮さえぎるように手を振ふると、そそくさと去っていった。

　鈴木は手て錠じようで手が不自由ながらも深澄にパンを半分をちぎって渡し、缶かん詰づめのプルトップを開あける。

「思ったよりやさしい人達なんですねぇ」

「でも、みんなを殺したのもネイチャーエンジェルスだよ」

　鈴木は、少しくらい優しくされても、彼等を信じる気にはなれそうもなかった。彼等は殺人者だ。どんな理由があろうと殺人を肯こう定ていする人間を信じられるはずがない。

「だけど誤ご解かいだったんじゃないですかぁ。きっと、話せばわかってくれると思いますよぉ」

「そうあってほしいよ。でもまあ、せっかくだから食べようか？」

　鈴木の不信感も食欲にはとうてい勝てなかった。

「はいっ！　そうだこの子にもごはんをあげないと」

　深澄がパンをイセンに与あたえようとしたとき、銃じゆう声せいと共にパンが微み塵じんに吹ふき飛んだ。ペガサスもキューと鳴きながら、大おお慌あわてで深澄の胸むな元もとへと逃にげ込んだ。すっかり深澄に懐なついてしまっている。

「あ～あ、もったいないですねぇ」

　深澄よりも驚おどろいたのは鈴木の方だった。驚いて銃声のした方を振り向く。

「誰だれだ？　密みつ猟りよう者しや共どもにfoodを与えたのは！　こんな環かん境きよう破壊のHIV virusに食事など必要ないぞ！」

　リーダー格の青年は激げき怒どしてデロナト語で叫さけぶなり、凄すごい形ぎよう相そうで走り寄った。手の中のコルト・ダブル・ダイヤモンド・ウルティメート・ステンレス・スティール・パイソン拳けん銃じゆうからはゆらゆらと硝しよう煙えんが立ちこめている。名前の長さに比例して一六〇〇ＵＳドルと高価なコルト社創立一五〇周年記念一〇〇〇挺ちよう限定モデルだ。

　硝煙の消えないうちに缶詰とパンも鈴木の手ごと鉄板入りのジャングルブーツで蹴けり上げる。鈴木の手に悲ひ鳴めいにもならないほどの激痛が走った。

「誰が食べてもいいなんて言った、えっ！」

「なにも蹴らなくても……大だい丈じよう夫ぶですかぁ、鈴木先せん輩ぱいぃ」

　深澄が手をおさえて苦しむ鈴木を介かい抱ほうする。

「黙だまれっ、このDragon密みつ猟りよう者しやが！　おまえら二人の生命だけは助けてやったんだ。有あり難がたく思えっ！　だいたい僕ぼくは日本人が嫌きらいなんだよ」

「でもぉ、あなただって日本人じゃないんですかぁ？」

「失敬な。僕は確かに民族的には日系だが、Heartも国こく籍せきも正真正しよう銘めいの米国の市民だ！　ＹＯＵたちみたいな象ぞう牙げや鼈べつ甲こうの細工が文化だとかぬかし、クジラまで食べる野や蛮ばん人じんのくせして先進国面づらするようなＪＡＰと一いつ緒しよにするな！　だいたいＪＡＰは今の自然破壊をどう思っているんだ。ふざけやがって！　ＹＯＵたちと共通のＤＮＡが僕の中にあると思うだけで虫むし酸ずが走る。僕は地球を、そして正義を守っているのに、どうしてＹＯＵたちは理解できないんだ！　まあ、いい、明日からみっちり矯きよう正せいしてやるからな。覚かく悟ごしておけ！」

　青年は一方的に感情のまま一いつ気き呵か成せいにまくし立てると、その場を後にした。

「なんなんだよ、あいつは……？」

　鈴木は蹴られた痛いたみよりも自分と同年代であろう青年の環境保護への妄もう執しゆうとも狂気とも思える異い常じようさに圧あつ倒とうされてしまった。

　その夜、毛布もなしに夜よ露つゆに濡ぬれて鈴木と深澄そしてイセンの二人と一匹ぴきは、お互たがいに寄り添そうようにして、まんじりともしない夜を過ごした。




　ソドムの海は魚を吐はき出し、

　夜には得え体たいの知れぬものが声を発し、全すべての人がその声を耳にする。

　方々で深しん淵えんが口を開き、そこから繰くり返し焰ほのおが吹ふき上がる。


エズラ記　第五章









六　天尾星月ルブラ１日Ⅰ区刻（日本時間２月14日07：44）







　瞼まぶたの重い帳とばりが再び開いたとき、蛍けい太たが最初に見たのは薄うす暗ぐらい灰色の世界でしかなかった。崩くずれかけたコンクリートとひしゃげた鋼材が広がっている。

『どこ？　確か自分は演奏のためにゲート港に来ているはずじゃ……』

　混乱している蛍太の頭の中に低く唸うなる獣けものじみた声が響ひびく。

『なんだっ!?』

　蛍太は跳はね起きた。耳を澄すます。しかしもう声はしない。

　時間感覚のない蛍太は腕うで時計を見た。日付は一四日になっている。時計が正しければ、三日間も気を失っていたことになる。とても信じられなかった。

　そして蛍太は、ようやく暗がりの中の人の気配に驚おどろいてびくっとした。しかし眼を凝こらして見れば、あの異い邦ほうの少女だ。

「ようやく気が付いたか」

　少女は蛍太を気に止める様子もなく一いち瞥べつしただけだった。

「ここは？」

「忘れたのか？　ゲート港だ」

「でも……」

　蛍太にとってのゲート港のイメージとは、まるで違ちがうことに躊躇ためらった。

　周囲は墓場のようだ。コンクリートの下した敷じきになって轢れき死ししたヒキガエルのように半はん乾かわきの内臓を曝さらけ出す者。隙すき間まなく硝子ガラス片へんを全身に突つき立てて赤黒く染まった者。そして青銅ブロンズのトルソみたいに黒く変色した肉片が、闇やみに馴なれてきた蛍太の網もう膜まくに映る。腐ふ敗はい臭しゆうとコンクリートの微び粒りゆう子しに濁にごった空気が肺に盈みたされる。その不快感に蛍太は嘔おう吐と感さえ催もよおしていた。

「そうか……あの爆ばく発はつで……それで、君が僕を助けてくれたんだね」

　蛍太は、なるべく空気を吸い込まないように話した。

「そういうことになるな」

「ありがとう……そうだ、まだ名前も言ってなかったね。僕は佐藤蛍太。君は？」

「ラースター」

　少女はぽつりと言う。

「ラースターか。いい名前だね」

「別に世せ辞じを言う必要はない」

　ラースターの厳しい口調に蛍太は萎い縮しゆくしてしまう。

「それで助けは？　救助はまだなの？」

　気まずい雰ふん囲い気きに蛍太は話題を変えた。

「ない。三日経たっても気配すらないところを見ると、期待できそうもないな」

　ラースターが言う。剃刀かみそりを差し込む隙間さえないインカの城じよう壁へきのように、一いつ切さいの感情が差し挟はさまれない。

　蛍太は自分の置かれた状じよう況きようが信じられなかったし、理解したくもなかった。現実を受け止めたら、絶望感に押おし潰つぶされそうな気がしたからだ。

　しかし、そんな甘あまい考えを吹ふき飛ばすような獣けもののごとき咆ほう哮こうに、蛍太は身を竦すくませた。

「かなり近いな。ここも、そろそろ危険だ」

　ラースターは口くち惜おしそうに言った。

「危険って……あの声は何なの？」

　蛍太は声を震ふるわせて尋たずねた。

「あれか？　あれは……バケモノだ」

「バケモノ？　バケモノって何のこと？」

　蛍太は困こん惑わくと恐きよう怖ふの入り混じった表情を浮うかべた。

「バケモノでなければ、バケモノのなりそこないだろうな。少なくとも人ではない」

　再び不気味な声が蛍太の鼓こ膜まくを震わせる。距きよ離りは一段と近くなっている。

「信じられないよ。そんなものがいるなんて。そんなものがいたとして何でゲート港にいるの？」

「そんなことはどうでもいい。知っておくべきことは、奴やつ等らが敵だということだけだ」

「僕達を狙ねらってるっていうの？」

　蛍太は半信半疑に聞き返す。しかしラースターは黙だまって頷うなずいた。

　バケモノなんて荒こう唐とう無む稽けいな話が信じられない気持ちがあるにも拘かかわらず、着実に近付きつつある声に、蛍太の恐怖感は指数関数的に上じよう昇しようしている。

「だったら、早く逃にげないと」

「どこへ逃げるというのだ？」

　ラースターは冷静に聞き返す。

「それは……」

　蛍太ははっとした。自分の愚おろかさに気付いたのだ。ここはゲート港。周りは海に囲まれている。ここから自力で脱だつ出しゆつするなんて不可能だと。

「どうしよう……？」

　蛍太が悩なやんでいるうちにも声はどんどんと近付きつつある。

「自分で決めることだな。もう一人で、どこにでも行けるはずだ」

「だけど君はどうするんだよ？　一いつ緒しよに逃げようよ。ここを脱出する方法は必ずあるよ。もしかしたら救命ボートがあるかもしれない」

　蛍太は恐怖と不安に駆かられていた。一刻も早く、こんな非現実的な空間から逃とう避ひしたかった。

「おまえと一緒に行くことはできない」

「どうして？」

　蛍太は意外なラースターの言葉に驚おどろいた。

「私には、やらなければならないことがある。逃げるなら独りで行け」

「だけど、君一人を残して行くわけにはいかないよ！」

　蛍太はラースターの端たん正せいな貌かおを正面に捉とらえながら言った。

「違ちがうな。独りでは逃げ切る自信がないのだろ、違うか？」

「そういうわけじゃ……」

　蛍太はたじろいだ。ラースターは蛍太の心を完全に見み透すかしていた。

　少女の虹彩アイリスが左右異なる色しき彩さいの光を反射する。その輝かがやきに初めて蛍太は理り屈くつではなく本能として、この狂気と異常に満ちた世界を現実として実感できた。

「いったい君は何をしようとしているんだ？」

「最初に言った通りだ。第三貨物ターミナルに行く」

　強い意志を含ふくんだ声だった。

「なら、僕も行くよ。一人より二人の方がいいに決まってるし」

「逃げるのではなかったのか？」

「わからないよ……今はあてもないし。それより女の子が独りじゃ危険だからね」

「足手まといにだけはなるなよ」

「わかってる」

　蛍太は自分の中のスイッチが切り替かわるのを感じた。人は生きる目的がわからなくても、死が迫せまれば本能的に避さけるだけなのだ。死を甘かん受じゆするなんて、今の蛍太にはよほど怖おそろしく、勇気がいることだった。とにかくこの屍し臭しゆうに満ちた場所に生き残ろう。蛍太には強い決意が生じていた。




　そこは三日前までは一流ブランドがテナントに入っていたショッピングモールだった。床ゆかにはブランド品が乱雑にぶちまけられている。今やプラダ、グッチ、シャネル、エルメス、ルイヴィトンも邪じや魔まな障しよう害がい物ぶつに過ぎない。蛍太とラースターは、そんな廃はい墟きよを歩いていた。

　足あし下もとに注意して歩く蛍太は人の気配に、ふと目線を上げる。

　一五メートルくらい先に佇たたずむ二つの人ひと影かげがある。見覚えのあるブレザー、蛍太と同じ制服だ。自分達以外にも生存者がいる。それもブラバンの仲間達だ。

　思わず蛍太の顔が綻ほころんだ。二人のうちの一人が野村先せん輩ぱいだとわかったのだ。

「野村先輩！」

　蛍太は呼びかけた。色白で背が高くて成績優ゆう秀しゆう、人望もあるブラスバンド部の部長の野村先輩。そして川村先輩とキスしていた……。しかし今はそんなことは関係ない。心強い仲間になってくれるはずだ。これで助かる確率が高くなるのは間ま違ちがいない。

　二人は蛍太に気が付いたようだった。野村先輩は、ゆっくりと顔を上げると、じっと蛍太を見つめる。蛍太は、つい嬉うれしくなって駆かけ寄る。

「無事だったんですね？　野村先輩、それと岸谷先輩も。よかったあ」

　しかし二人は幽ゆう鬼きのように立ったまま何も言わない。野村先輩の顔は蠟ろう人にん形ぎようのように蒼あお白じろく、血走った眼球だけが生き物のように動く。

「先輩……？」

　蛍太は野村先輩のあまりの別人ぶりに当とう惑わくする。

　しかし次の瞬しゆん間かん、野村先輩が片手を振ふり上げた。白い光が閃ひらめく。それは尖とがった硝子ガラス片へんだった。

「あっ……」

　短い声を上げたときには、野村先輩は無表情のまま硝子片を振り下ろしていた。蛍太は慌あわてて避よけたが、それでも左袖そでが斬きり裂さかれていた。生なま暖あたたかい、とろっとした感かん触しよくの血が袖口から指先に流れてくる。

　状じよう況きようを飲み込めずに呆あつ気けに取られる蛍太に、もう一人、岸谷先輩の持つ斧おののような形の鋭えい利りな金属片が目の前に迫せまる。

『……やられる』

　そう感じたときには、噴ふん水すいのように吹ふき出す赤い鮮せん血けつの飛沫しぶきが蛍太の顔や服を深しん紅くの斑まだらに染めていた。

　蛍太に心臓を摑つかまれたような痛みが走る。これで終わりなのか。しかし思ったよりも痛みを感じないのが不思議だった。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす蛍太の視界に過よぎったのは、ざっくりと熟うれた石榴ざくろのように喉のどを耳から耳まで抉えぐられた切り口を見せる岸谷先せん輩ぱいだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　その声はラースターだった。彼女の右手の中のナイフの白い刃はには、赤い液体がべっとり付着している。

　ラースター自身も全身に岸谷の返り血を斑に浴びていた。鮮血はラースターの顎あご先さきから滴したたり落ちると、床ゆかに小さな赤い華はなを咲さかせる。

「どうして……どうなってるんだ……」

　叫さけびたいのに思うように声が出ない。蛍太には何が起こっているのか理解できないでいた。茫然自失のまま、岸谷が呼吸する度たびに切断された気管がヒューヒューと鳴る音だけが聞こえていた。

「後ろ！」

　ラースターの叫ぶ声に反応して蛍太が振ふり向く。襲おそいかかる野村先輩の姿がある。硝子片の先せん端たんがコマ送りに、ゆっくりと着実に突つき出されてくるように見えた。

　だが野村先輩は一時停止ボタンでも押おされたかのように唐とう突とつに動きを止める。岸谷先輩の持っていた金属片が野村先輩の脳天に深々と突き立つ。金属片はラースターが投げた物だった。

　即そく死しだった。先輩はゆっくりと蛍太にもたれ掛かかるように倒たおれる。

　蛍太は無意識のまま後ずさりして避よける。野村先輩はごとんと物のように床に転がった。

　大量の返り血を浴びた蛍太は、その場に蹲うずくまって動かなくなった。

「この二人とは知り合いだったのか？」

　ナイフの刃ブレードに付着した血をスラックスで拭ぬぐい、手品のようにナイフを折おり畳たたんでから、ラースターは話しかける。

「部活の先輩だったんだ……先輩は、先輩は、先輩は……」

　蹲ったままの蛍太は、すっかり頭の中が混乱して、同じ言葉を繰くり返す。その声は涙なみだ声ごえだった。間近には野村先輩と岸谷が転がっている。血ち腥なまぐさい匂においが鼻び腔こうを刺し激げきした。それが更さらに冷静さを失わせてしまう。

「君がやったんだ……君は人を……野村先せん輩ぱいを……どうしてなんだ？」

「愚ぐ問もんだ。殺さなければ、殺されていた。それだけのこと」

　ラースターは氷の仮面のような表情で蛍太を諭さとす。

「だからって……せっかく逢あえたのに……」

「これはもう人間ではない。さっきも言っただろう。これがバケモノだよ」

「違ちがうっ。僕の先輩だっ！」

　蛍太の感情が一気に昂たかぶる。

「確かに、おまえの先輩だったかもしれない。しかし、今はもう違う。そうでなかったら、おまえを殺そうとする理由があるか？　姿形だけがバケモノを定義するわけではない。獣けものの姿をして獣の心を持ったものは獣に過ぎない。人の姿をしながら人ではない心を持つからこそバケモノではないのか」

「それなら君だってバケモノってことじゃないかっ！　君は平然と人を殺した。それでも君には人の心があるって言えるのかよっ！」

　蛍太は思わず感情のまま叫さけんでいた。

「もういいよっ。君にはもうついていけそうもない。僕は独りでもここから脱だつ出しゆつするよ」

「そうか、それなら仕方あるまい……うぅっ……」

　突とつ然ぜん、ラースターが両手で口を抑おさえたまま、うずくまった。激しく咳せき込むと、指と指の間から糸のように細い血筋がつうっと流れた。

「おっ、おい……どうしたんだよ？」

　これに気付いた蛍太が起きあがって駆かけ寄る。

「……心配ない。いつものことだ……」

　ラースターは蛍太を手で振ふり払はらった。

「だって血が……」

「気にするな……いつものことだ。しばらく、このままにしていれば……それに、まだ死ぬわけにはいかないのだから……」

　そこまで言いかけて激しく咳き込むと、ラースターの華きや奢しやな身体からだは意識が虚こ空くうに吸い込まれるように蛍太の腕うでの中で昏こん倒とうした。




漆　天尾星月１日Ⅱ区刻（日本時間２月14日10：25）







　連日、朝から鈴木は矯きよう正せいという名目でネイチャーエンジェルスの重い荷を担かつがされていた。荷に駄だのロバと同等に扱あつかわれて、今日きようで三日目。軽く三〇キロを超こえる荷物は肩かたに喰くい込み、一歩一歩が地じ獄ごくの行進だった。目的地がわからないのも絶望感を煽あおる。先が見えないことほど苦しいことはない。

　ところが深み澄すみも十五キロはある荷物を担がされているのに、ペガサスのイセンを保護帽トーピーの上にのせて楽そうにしている。

「だって大学時代は体育会系でピクニック部だったんですよぉ！」

　深澄はあっけらかんと鈴木の疑問に応こたえていたが、登山部やワンゲル部ならともかく体育会系のピクニック部というのが今一つ納なつ得とくできない。果たしてどんな連中がいたのだろうか？　筋肉マッチョな爽さわやか好青年がバスケットに手作りのサンドイッチなんかを持って、花の咲さき乱れる野原で戯たわむれて……なんだか想そう像ぞうするのがちょっと怖こわい気がしたので鈴木は想像するのをやめた。

　それよりも今は直面している現実について考えるべきだ。だんだんとネイチャーエンジェルスの全ぜん貌ぼうも摑つかめて来た。ネイチャーエンジェルスのリーダーは昨夜のアブナイ青年で、ロバート・Ｒ・三み鬼きという名前だ。オレゴン州地区青年部長なんだと訊ききもしないのに自じ慢まんしていた。しかし鈴木にはその青年部長がどの程てい度ど、偉えらいのかはよくわからない。

　そして彼の部下として、八人のテロリストのような武装アラブ人が従っていた。アラブ人達は三鬼と話すときは片かた言ことの英語で、仲間内ではアラビア語で会話するので親近感がまるで感じられない。

「なんでアラブの人達が多いんですかぁ？　もしかして中東は今、ＮＧＯがブームなんですかねぇ？」

　深澄もやはり疑問に思ったようで、鈴木に質問をしてきた。ＮＧＯ（非政府組織）──国連憲章71条にある還境や難なん民みん支し援えん等を行う市民団体を表す言葉である。だが、危険国での選挙支援から、難民に古着を送る主婦の会までと、その意味は幅広い。そのために有う象ぞう無む象ぞうの自称ＮＧＯが急増している。ネイチャーエンジェルスもその一つだ。

「違ちがうと思うよ。多分、新世界で原油をタダ同然で採さい掘くつしているから、原油価格が大暴ぼう落らくしちゃって、中東は経済危機で大変らしいから。それで出で稼かせぎと逆さか恨うらみも兼かねて、こんなことやってるんじゃない？」

「へぇ～、そうなんですかぁ。どこも大変なんですねぇ」

　深澄はいつものようにわかっているようで、わかっていないような返事をする。

　それに較くらべれば新世界人の傭よう兵へい達の方がまだ接しやすい。鈴木はデロナト語検定準一級を持っているので、一応コミュニケーションは成立するし、厳しいが三鬼のような病的なまでのヒステリックな苛か烈れつさがない。これは環かん境きよう保護という一種のカルト宗教的な信条ではなく、金きん銭せんで働いているからなのだろう。

　しかしネイチャーエンジェルスが何のためにこんなところにいたのか？　そしてどこに向かっているのか？　単に密みつ猟りよう者しやの摘てき発はつが目的ではないだろうということ以外には、何もわからないまま、フラム山系の山越ごえは鈴木に辛しん酸さんを味わわせた。

　だが鈴木はようやく辿たどり着いた山頂から眼がん下かに彼かれ等らの真の目的を見ることになった。

「あれは!?」

　鈴木は先まずその大きさに眼めを円まるくした。アラブ人達もしきりに指を差し騒さわいでいる。四方を山に囲まれた濃こ緑みどりの山間一面を埋うめ尽つくすかのように沈しずむ灰色の巨きよ大だいな岩がん塊かい──いや、岩塊なんて自然物ではない。幾き何か学がく的なシルエットは人工物以外のなにものでもない。その巨大な十じゆう字じ架かの形はまるで神々の墓ぼ標ひようのようだった。

「いい眺ながめだ。知っているか？　あれがTokyo International gate-portだ」

　三鬼は得意満面の笑えみで語る。山の斜しや面めんに沿って弓なりになっているのは滑かつ走そう路ろだ。確かな証しよう拠ことして片かた翼よくがもげてトの字になったジャンボ機も谷間に転ころがり、山の斜面には大型貨物船まで突つき刺ささって聳そびえていた。あの中には少なからずの人達がいたはずだ。しかし、おそらく生せい存ぞん者しやはいないであろう……。

「お待ちしておりました」

　現れたのは更さらにもう一人の傭兵らしき人物だった。声からして女だった。体格のよい葦あし毛げのサラブレッドに跨またがる華きや奢しやな身体からだつきの騎き士し姿。仮面風のサレット型兜かぶとからは艶つやのある小さな口唇くちびるしか露ろ出しゆつしていない。その口元がどこか陰かげを引きずっているような雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「ノレスか。ご苦労だったな。それでgateの中ちゆう枢すう機関部の損そん傷しようはどのくらいだった？」

　三鬼は馬ば上じようから女騎士に声をかけた。

「申し訳わけありません。まだ確かく認にんできておりません」

　ノレスは頭を下げたまま言う。

「なぜだ？」

　三鬼は途と端たんに不ふ機き嫌げんそうになる。どうも気き性しようにムラが多すぎる。

「それが厄やつ介かいなことになっていまして……」

「厄介なこと？」

「ゲート港内にて不ふ穏おんな動きがあるのです」

「人の密集していた箇か所しよは全すべて爆ばく破はしている。しかもirregularの異空間転送に巻まき込まれてもなお、ゴキブリ並みに人間がいるとでも？」

　三鬼は驚おどろいたように言う。どうやらネイチャーエンジェルスがゲート港がここにあることに関係していることは確からしい。

　どうやら大変なことに巻き込まれてしまったようだ、と鈴木は思った。

「生存者といってよいものかどうか……」

「まあ、いい。念のために携けい行こうできる限かぎりの武器を用意して、傭兵共まで雇やとったんだからな。早さつ速そく、案内してもらおう」

　そう言うなり、三鬼は遠足に行く小学生のように馬を急せかせて山を下り始めた。




　一行が軽けい速はや歩あしで馬を走らせていたときだった。

「いるのは、わかっている。出て来い！」

　ゲート港も目前というところで、いきなり馬上から叫さけんだのは傭よう兵へい隊たい長ちようのヴァン・ジーベルだった。長ちよう髪はつ金髪でギリシア彫ちよう刻こくと見み紛まがうような美び貌ぼうの貴き公こう子しだ。

「どうした、ジーベル？」

　手た綱づなを締しめて馬を止めると、三鬼はきつい視線をジーベルに向ける。

「そこの樹きの上の奴やつに言ってるんですよ」

　ジーベルは爽さわやかな笑え顔がおで応こたえる。しかし目線は樹上の一点から決して離はなさない。

「降りてこないようですね。こっちから仕し掛かけてやりますか？」

　巨きよ軀くのメルルサが言う。

「止やめとけ。無用な争いだ」

　黒いローブに全身を包んだアルファロッズが珍めずらしく口を開いた。ローブの作る影かげで貌かおの表情は窺うかがい知れないところがある傭兵だ。

「そうだな。たかが二人だ。いつでも始末できる」

　シスマも同意した。

「どういうことだ？　説明しろ、ジーベル」

　三鬼は傭兵達の会話がわからずに苛いら立だちを見せている。

「おや、珍しい。向こうからお出ましだ」

　ジーベルは目線で示すと、その先から誰だれかが樹の上から降りて来た。二人の若い（といっても数百歳さいなのだろうが）エルフの戦士だった。短弓に矢を構え、裏地に革かわ甲よろいを張って表地には鮮あざやかなビーズを織り込んだ綿めん襖おう甲こうを着込んでいる。

　アラブ人達は一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けた。

「おまえ達、こんなところで何をしている？　ここは森の奥おく深く、人間ごときの立ち入るべき地ではない」

　エルフの戦士の一人が言う。

「文字も持たない野や蛮ばんなエルフごときが、利きいた風な口を。生意気な！」

　メルルサはあからさまにエルフを侮ぶ蔑べつした。

「なんだとっ！」

　興奮気味にエルフも怒ど鳴なり返す。

「貴様っ、やる気かっ！」

　短気なメルルサは戦鉞トマホークで威い嚇かくする。

「待て、手を出すな！」

　三鬼がメルルサを制止した。

「どうして止める？」

「いいから黙だまっていろ」

　三鬼はメルルサに命令すると、弓を構えるエルフ達に向き直った。

「なぜこんなところにいる？　ここは、おまえ達エルフの住む森とは離はなれているはずだ」

「魔ま物もののせいだ」

　エルフの一人が応えた。

「魔物っ？」

　鈴木は眼を円まるくして驚いた。傭よう兵へい達も少なからず動どう揺ようしているはずだが態度には決して表さない。

「数日前に巨きよ大だいな城が空から墜おちてきてからというもの、魔物が森の中を跋ばつ扈こするようになったのだ。既すでに部族の者の多くが襲おそわれて生命を落としている。我々はそれを調べるために、ここまでやって来たのだ」

　エルフの一人が憎にく々にくしげに言う。エルフのいう城とはゲート港のことだろうと鈴木は思った。

「そうか、既にゲートの影えい響きようが出ていたか。──ノレス、さっきの異変とはこのことか？」

「はい、そうだと思います」

　ノレスが返答する。

「おまえ達、この魔物が出た原因を知ってるのか？　まさか、おまえ達人間共が関かかわっているんじゃ……」

　その時、エルフの言葉を遮さえぎるように、森の奥おくから男の野太い悲鳴が上がった。

「アジフ達が見張りをしている辺りからだ」

　エルフは明らかに動どう揺ようを露あらわにする。

「行くぞ！」

　最初に行動に移ったのは三鬼だった。馬腹に鋭するどい拍はく車しやを入れると、一気に襲しゆう歩ほで樹き々ぎの合間を突つっ切る。エルフも走る。アラブ人と傭兵も渋しぶ々しぶと三鬼に続く。アラブ人の馬に縄なわで繫つながれている鈴木と深澄もついてゆくしかない。

　鈴木が引きずられるようにして藪やぶの中を走らされ、ようやく止まったときに見たのは、血ち達磨だるまのエルフだった。このエルフが悲鳴を上げたのだろう。しかし既に絶命していた。

「よくも、アジフをっ！」

　さっきのエルフが木立の奥に向かって矢を引き絞しぼった。エルフの射法は、デロナト人のような弓ゆん手での拇おやゆび側がわに矢を番つがえる蒙古式モンゴリアンではなく、洋弓アーチエリーと同じ人差指側に番える欧州式ヨーロピアンだった。

　どっと弓ゆ弦づるを震ふるわせて矢が放たれる。

　甲かん高だかい奇き声せいが上がり、がさがさと草を搔かき分わける音がした。

「こっ、この……バケモノが……」

　エルフの戦士の顔がみるみる硬こう直ちよくするのが手に取るようにわかった。エルフは慌あわてて腰こしの矢立クイーバーを弄まさぐって、矢を抜ぬき出して番えようとする。

　しかし欧州式の射法は速そく射しや性せいに劣おとる。しかもエルフの弓の張りは通常で六〇ポンド以上の強こわ弓ゆみ。慌てれば慌てるほど、なかなか巧うまく矢を番えられないでいる。

　その刹せつ那な、黒い人ひと影かげが跳とぶようにしてエルフに肉にく迫はくすると、鑓やりのようなもので獣けものの腱けんと人毛で作った剛ごう健けんな弓ゆ弦づるを断ち切った。

「ギャッ!!」

　弾はじけた弓弦は鞭むちのように撓しなってエルフの眼を打つ。眼球内の液体がとろっと流れ出すのをエルフは無意識に手で必死に受け止めようとした。

　鈴木の目の前にいきなり飛び出して来た人影は少年──しかもファーストフードの店員だ。

「なんで、こんなところにいるんだよ……」

　こんな僻へき地ちにハンバーガーショップがあるとは思えない。しかし彼等が単にポテトを勧すすめるために現れたのでないことは明らかだった。そのストライプの制服も帽ぼう子しも、どす黒く血に染まっていた。手にしているのはモップの柄えに包ほう丁ちようを括くくり付つけた手製の鑓だ。右肩かた口ぐちには矢が突つき刺ささって鏃やじりが背中に顔を出していた。

　少年は肩の傷を気にも止めずに、鈴木の目の前のエルフに鑓で襲おそいかかる。

　金属音が鳴り渡わたった。少年の凶きよう刃じんは、割って入った傭よう兵へいのシスマの鎌刀ハルペーによって遮さえぎられたのだ。シスマは、そのまま力任せに包丁を振ふり払はらう、バランスを失ってよろめく少年に向かって、返す刀で喉のど元もとを斬きりつけた。鎌刀ハルペーは気管を斬り裂き、頸けい動どう脈みやくを断って硬かたい頸けい椎ついに食い込んだ。シスマが鎌刀ハルペーを引き抜ぬくと、鮮あざやかな血ち飛沫しぶきが噴ふき出す。シスマは血を避よけるためにくるりと背を向ける。

「シスマ、後ろっ！」

　ココルが叫さけぶ。傭兵でも十四、五歳さいの朱しゆ髪はつの美少女だ。

　ココルの声に身構えたシスマが背後に見たのは、首のもげかかった少年が包丁を構える姿だった。

　ココルが指に挟はさんだ四本の投矢ダーツを腕うでを撓しならせて投げた。

　鈍にぶい音が響ひびき渡る。投矢ダーツは四本とも確実に顔面に刺さっていた。しかし、少年はのろのろと包丁を振ふり翳かざす。シスマは容よう赦しやなく鎌刀ハルペーで少年の右腕うで、そして右脚あしを斬り落とす。ひっくり返った少年は、それでもぴくぴくと動いている。

「やったあっ！」

　ココルが歓喜の声を上げる。

「何なんだ、こいつらは!?」

　シスマが返り血を拭ぬぐいながら叫んだ。

「こいつらがバケモノだ。見た目は人間でも矢が刺さったくらいじゃ物ともしない」

　エルフが応こたえる。

「何で、こんなのがここに？」

　鈴木は酷ひどく怯おびえている。

　しかし、これだけでは終わるはずもなかった。更さらに三人の少年少女が現れた。各おの々おの、原始的な武器を手にしているが、中の一人は人間の脚を棍こん棒ぼうのように持っている。

　一いつ瞬しゆんにして騒そう然ぜんとなり、アラビア語の罵ば声せいが飛び交かう。

「ひぃっ、助けて～っ！」

　無様な悲鳴を上げるも、鈴木は馬に繫つながれているので逃にげることもできない。その場に蹲うずくまることしかできなかった。

　三鬼の命令を待たずに銃じゆう撃げきが開始された。しかし蛙かえるのように跳はねる不規則な少年達の動きに加えて、何発もの銃じゆう弾だんを受けようとも、ホラー映画の活ゾ屍ン人ビのように動じることがない。驚きよう愕がくするアラブ人は、その場から逃げようとした。しかしアラブ人達が背を向けた瞬間、少年達が一いつ斉せいに襲おそいかかると首筋を豪ごう快かいに咬かみ千切る。あっという間の出来事だった。これで残るアラブ人はハッサンだけになった。

「なかなか面おも白しろい余よ興きようだ。ノレス、我等の実力を、レフリームに見せてやれ」

　ノレスは鞘さやから剣を鞘走らせる。刹せつ那な、居い合あいに抜いた長剣は細い二本の鋼線に繫つながれた小さな刃は片へんとなって分かれ、まるで鉄の蛇へびか鞭むちのように空中にうねり狂う。鞭剣ウイツプソードの一振りで二つの首が宙に飛ぶ。しかし首なしの少年は、それでも数秒間は平然と動き続けていた。

「火精よ、我わが誘さそいに応えよ。火か焰えん球きゆう弾だん！」

　そして、すかさずジーベルも呪じゆ文もん詠えい唱しようした。瞬時に魔ま導どうが発動。一気に無から光こう芒ぼうが生じ、光からは火焰が生じる。逆巻く焰柱は最終的には五メートルはあろうかという半はん裸らの美しい乙女おとめの姿となる。その振り乱した紅ぐ蓮れんの髪かみは残る少年達を焼き払はらう。火に灼やかれながら踊おどり狂う少年達は、最さい期ごだけは人間らしい苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを残した。

　そして跡あとに残ったのは、荒こう涼りようたる死と火の空間だけだった。鈴木と深澄は何もできずに茂しげみの蔭かげに隠かくれているしかなかった。

「七人もやられたのか？　この程度でやられるとはヒズボラの英えい雄ゆうという触ふれ込みも怪あやしいものだな」

　ジーベルは死んだアラブ人を横目に三鬼に言う。

「所しよ詮せん、寄せ集めの連中だ。心構えができてなかったんだよ。ここから先は甘あまく考えていると生命を落とすぞ。おまえ達も、よく覚えておくんだな」

　三鬼は東京大だい空くう襲しゆうの写真のように、カリントウのような炭素の塊かたまりに過ぎない少年を眺ながめながら人じん脂しの燃える異い臭しゆうに眉まゆ一つ動かさない。
















「ジーベル隊長、あそこにもう一人！」

　ノレスの声にジーベルは鎧よろいの草摺タセツトを鳴らして、逃にげる少女の姿を追うが魔ま導どうは間に合わない。

　そこに罵ば声せいを発しながらハッサンが[image: Ρ][image: Π][image: К]アールペーカーカラシニコフ機き関かん銃じゆうで狙ねらいを定める。

「Don't Shoot!」

　英語で叫んだのは三鬼だった。

「Why?」

　それをハッサンが片言の英語で抗こう議ぎする。

「Look up!　上にいるのに早々と嗅かぎつけられるだろ、このマヌケがっ！　Sit!　気付かれたかもしれないな……」

　三鬼は天を睨にらんだ。ハッサンも見上げると納なつ得とくしたかのように銃を納めた。

　しかし鈴木が顔を上げてみても鬱うつ蒼そうと茂しげった緑の葉以外なにも見えない。しかし数秒後、ようやく鈴木はヘリコプター特有の低く威い圧あつ的な回転翼ローター音を聞いた。
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　破は裂れつした水道管から濁にごった水みず溜たまりに落ちる一いつ滴てきは、水すい琴きん窟くつのような澄すんだ音ね色いろを奏かなでる。静せい寂じやくをより静寂たらしめ、今け朝さから頻ひん発ぱつしている微び震しんがアクセントを添そえていた。

　蛍けい太たはじっと肘ひじ掛かけ椅い子すに座すわっていた。身じろぎするだけで椅子はキーキーと悲鳴を上げる。ここは防犯カメラのモニターが並ぶ警備室だった。ラースターが倒たおれたために、とっさに入ったのだ。

『生き残っていたのは、自分達を含ふくめて五人だけだったのかもしれない』

　蛍太は、もう何度も同じことを思い巡めぐらせていた。今いま更さらしかたないことだとわかっているのに。

　野村先せん輩ぱいに川村先輩のことを訊ききたかった。もしかしたら、近くで野村先輩が殺されるのを見てしまったのでは。それとも川村先輩は既すでにこの世にいないのだろうか。どちらにしても川村先輩のことが気がかりでしかたなかった。

　視線を落とすと、いつの間にかスラックスには鉤かぎ裂ざきができている。ワイシャツも赤黒い血けつ痕こんが乾かわいてごわごわしていた。いくら拭ぬぐおうとも血痕が消えないのと一いつ緒しよで、蛍太もこの現実から逃のがれられない。

　蛍太はラースターを見た。彼女はブレザーを毛布代わりにして床ゆかに寝ねかせている。グリム童話の中の眠ねむり姫ひめのような深い眠りだ。やすらいだ寝顔は、整然と殺人をやってのけた少女とは思えない。蛍太はいつまでもラースターの安らかな寝顔を見つめていた。

　自分の記き憶おくのない最初の三日は、こうやってラースターに見守られていたのだろうか。

　そのとき、ラースターが小さな呻うめきを漏もらした。長い睫まつ毛げが微かすかに震ふるえた。

「起きた？」

　数秒間の沈ちん黙もくの後、ラースターが小さく頷うなずく。

「もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ええ」

「だけど、もう少し寝てた方がいいよ、だいぶ疲つかれてたみたいだから」

　しかしラースターは上体を起こそうとした。

「うっ……」

　苦く悶もんの縦たて皺じわがラースターの眉み間けんに深く刻まれる。

「あっ、もう。だから言ったじゃないか。安静にしてないと……」

「私に構うな。己おのれの身体からだは己が一番よく知っている」

「だけど病気なんじゃ……少なくとも普ふ通つうじゃないよ」

「病気？　病気といえば病気なのだろうな……」

　ラースターは仰あお向むけに寝たまま右腕うでを蛍太の顔の前に突つき出した。そして左手で右手の黒く乾いた血に染まった手て袋ぶくろをゆっくり外す。

「それは……」

　蛍太は驚きよう嘆たんの声を漏らした。

　冷たいチタンフレームの義ぎ手しゆだ。腱けんの代わりに動力伝達用チューブが何本も走る。筋肉に相当する油圧シリンダーがカシャカシャと虫が蠢うごめくような音を立てた。

　中指だけを折り曲げると、人差指と中指の間から小さなヴィクトリノクス社製の刃ブレードがジャックナイフのように飛び出す。あれこそ野村先せん輩ぱいの喉のどを搔かっ斬きったナイフだ。

「驚おどろいたか？」

　ラースターは血に汚よごれた手袋を投げ捨てた。

「…………」

　蛍太は何も言えなかった。

「この手など、まだましだ。私の身体の殆ほとんどは私のものではない。右眼の色が違ちがうのもそのせいだ。それだけではない。臓ぞう器きの殆どが移植されたものだ」

　ラースターの右の瞳ひとみが青みを深める。

「あの発作は……」

「免めん疫えき拒きよ否ひ反はん応のうのせいだ。移植された臓器を受け入れまいとする私の身体が悲鳴を上げているんだよ。なんなら、ここで服を脱ぬいで、全すべてを見せようか？」

　ラースターはシャツのボタンに手をかけながら、自じ嘲ちようぎみに歪ゆがんだ微び笑しようを見せる。

「……い、いいよ」

　蛍太は慌あわてて首を振ふる。ラースターはボタンから手を離はなした。

「ラースター、君はいったい誰だれなんだ？」

　蛍太は恐おそる恐る尋たずねた。目線は不気味に動く義手に釘くぎ付づけになっている。

「知ってどうなる？　知ったところで変わらないどころか、悪くなることの方が多い。真実は常に残ざん酷こくだ。知らないことこそが賢けん明めいだとは思わないのか？」

　蛍太とは裏腹にラースターは平然と金属の指でダークブロンドの髪かみを梳とかす。

「それでも知りたいんだ。僕と歳としの変わらない君が、こんな状じよう況きようで、どうしてそんなに強くいられるんだ。どうして顔色一つ変えずに人を殺せるんだよっ！」

　感情の赴おもむくままに蛍太は、心のわだかまりを吐はき出していた。

「少しは落ち着け。おまえは動どう揺ようしている。私は決して強くなどない。弱くなっているのは、おまえの心の中だ。その憤いきどおりは、おまえ自身の内なるものに向ければいい。私には関係ないことだ」

　ラースターは言い切った。

「ああ、確かに僕は弱い人間だよ。でも君だってそうさ。どこか孤こ独どくで淋さみしそうに僕には見えるよ……」

　蛍太は、相手の心に立ち入りすぎるようで最後には少し躊躇ためらいを見せた。

「だから言っただろう、私は強くなどないと。私が感情もないままに人を殺あやめているとでも思ったのか……」

　そう言って、ラースターは深く溜ため息いきをついた。

「しかし私には、どんな罪を犯おかそうと、やらなければいけないことがある」

　ラースターの貌かおつきが変わるのが、蛍太にもわかった。

「きっと、おまえには一生理解できないことだろう。もう一いつ緒しよに来る必要はない。やはり、ここからは分かれた方がお互たがいのためだ。私は独りで私の歩むべき道を歩んでゆくだけだ」

　ラースターの真しん剣けんな眼まな差ざしに、蛍太は言葉に詰つまってしまった。

　そのままラースターは、ゆっくりとドアノブに右手をかけた。静かなモーター音が唸うなると手首の回転に従ってノブが回る。

　開いてゆくドアの隙すき間まから闇やみが広がってゆく。

　そのとき、ラースターが振ふり向いて蛍太を見た。

「それで私はどの道を行けばいいんだ？」

　蛍太は、真顔のラースターから出た間ま抜ぬけな言葉に、思わず吹ふき出してしまった。

「もお、なんだよ。私の道なんて言って、その道がわからないんじゃしょうがないじゃないか」

　ラースターは、なぜ蛍太が笑っているのか、わからずにキョトンとした顔をしている。

「ほら、これ。そこの棚たなの中にあったんだ」

　蛍太は緑の厚紙製のバインダーを差し出した。

　ラースターは受け取ったバインダーを開く。それは電気ガスなどの設備関係の青図面だった。地図ではないが、充じゆう分ぶん役立ちそうな物だ。

　しばらくラースターは図面を食い入るように眺ながめていた。

「この状じよう況きようじゃ、図面にある通路が全部通れるとは限らないよ」

「それでも行くしかあるまい」

　ラースターはもうふらつくこともない。バインダーから図面だけを破り取ると、折おり畳たたんでポケットにしまった。

「わかったよ。僕も一緒に行くよ。君という人間を理解するためにも、僕は最後まで君に付き合う。それに僕がいないと、また発ほつ作さが起きたときに大変だろ？」

「勝手にしろ」

　ラースターは投げやりに言う。

「ああ、そうするよ」

　蛍太はきっぱりと言い切った。

「それから、さっきはありがとう……」

　ラースターは消え入りそうな声で言う。

「別に。図面は偶ぐう然ぜん、見つけただけさ」

「いや、私が発作で倒たおれたときに介かい抱ほうしてくれて……」

「えっ!?」

　蛍太は聞き返した。

「いや……なんでもない。行くぞ」

　柄がらにもない言葉を隠かくすかのようにラースターは同時にドアを大きく開け放った。
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「もう少し高度を下げて！」

　京子が大声でヘリのパイロットに叫さけぶ。普ふ通つうに話しても騒そう音おんで全まつたく聞き取れない。

　直下にはメガフロートが横たわっていた。一週間前に見たときと変わらぬ偉い容ようだった。違ちがうのは、弓なりに撓たわんだり、全面に格こう子し状の亀き裂れつが生じているところや、煤すすけて黒く焦こげた火か災さい跡あとが見られること。何よりも、あるべき紺こん碧ぺきの海原うなばらでなく、黒々とした山さん岳がく地帯に浮うかんでいるということだった。

　ヘリは高度を更さらに落として行く。既すでに高度三〇〇フィート（約九一メートル）を切っている。最も早はや、メガフロートの全ぜん貌ぼうを一いち望ぼうすることはできないほどに降下していた。

「あそこ！　メガフロートの西側の森林地帯をちょっと回ってみて！」

　そのとき唐とう突とつに京子が指示を変へん更こうした。

「どうしたんですか急に？」

「今、煙けむりが上がるのが見えなかった？　火も見えたような……ほら、あそこよ！」

　京子は少し黙だまって耳を澄すましてみる。

「さあ？　見えないけどな」

　パイロットの山崎二尉いはぞんざいに首を振ふった。

「いいから、行ってみてよ！」

「でも、燃料がギリギリなんだ。そんな余よ裕ゆうはない」

「どうしてよ？　まだそんなに飛んでないじゃない？」

「仕方ないだろ。限界ギリギリの八トンもある六〇式自走無反動砲ほうを吊つり下げてるんだ。重量が重ければ燃料も食うんだよ」

「使えないわね。なら、いいわ！　とっとと降ろして」

「なんかやばそうだけどいいのか。この有あり様さまじゃあ人命救助っていったって生存者もいないぞ。もし誰だれかいたらヘリの音を聞いたら外に出てくるだろうからな」

「何のためにここまで来たと思ってるの？　私達には救助以外にも大切な任務があるのよ」

「これは同期の桜のよしみで言ってやってるんだぜ」

「あんたは、いいから上からの命令通りにやればいいのよ」

「へえ、へえ、諒りよう解かいしましたよ！」

　迷めい彩さい塗と装そうを施ほどこされたＣＨ‐４７Ｊ大型輸送ヘリは降下姿勢に移った。先まずは機体下に三重のスリングベルトで吊り下げられた小型戦車のような自走無反動砲を着地させなければならない。山崎二尉と副操そう縦じゆう士しは眼めを皿のようにして着地に適した平地を探さがす。しかしメガフロートの滑かつ走そう路ろは四千メートル級といっても、繫つなぎ目の亀き裂れつや傾けい斜しやで着陸は至し難なんの技わざだ。

　しかも自走砲は離り陸りく直前に京子が無理矢理持っていくと言い出したので、降下台プラツトホームは装備されていない。気休めにミカン箱のような木箱が履帯キヤタピラの下にくくりつけてあるが、ちょっとでも激しく着地すれば、自走砲はオシャカになってしまう。

　バリバリバリ、ドッスン。自走砲の着地の瞬しゆん間かん、ミカン箱は八トンの車体の下した敷じきとなり、見事に木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

「今の大だい丈じよう夫ぶなの？　戦せん闘とう車しや輛りようは自家用車よりもデリケートなのよ。壊こわれなかったでしょうね？」

「大丈夫だと思うけど、多分」

「多分って、確信はないわけ？　そんなことでいいの、それでもプロなわけ？」

「まだ経験が少ないんだ。少しは大おお目めに見ろよ」

「それで、よく胸にパイロットウイングなんか偉えらそうに付けてるわね」

「大丈夫だ。完かん璧ぺきもいいとこ。保証するって。これならいいのかっ！」

　そう言いながら、今度は機体自体の着地に入っている。

「壊れたら、ただじゃおかないからね！」

「ええ、構いませんよ。煮にるなり焼くなり、お好きなように！」

「ちゃんと覚えておくからね！」

　京子は凄すごみをきかせる。同時にヘリが大きく揺ゆれた。

「はいはい、もう着きましたよ。さっさと降りて下さいな。タイムリミットは明日の一ひと四よん〇まる〇まる時だ。こっちは現地時間でⅢ区刻、日本時間でいうと翌十五日、一ひと三さん〇まる〇まる時に回収に来る。ここで待たい機きできるのはタイムリミットの十分前までだ。一分でも過ぎたら帰き投とうするからな。俺おれまで爆ばく発はつに巻き込まれるのは願い下げなんでね。忘れるなよ！」

「わかってるわよ」

　山崎に軽く受け流されてしまって、もう少し皮肉の一つでも言いたかったが、京子は渋しぶ々しぶと部下七名に続いてヘリを降りた。

　十五分後、積み荷を全すべて降ろして、再びヘリは飛び立った。回転翼ローターによって巻き起こる風によってＣＨ‐４７Ｊを見上げる京子の髪かみが荒あれ狂う。ヘリはそのまま山の陰かげに入ってしまってすぐに視界から消えた。

「二尉、やってくれましたよ、あのパイロット。履帯キヤタピラが外はずれました。着地のショックで転輪の嚙かみ合わせが狂ったみたいです」

　三百メートルほど離はなれた地点に降ろした自走砲の点検をしていた隊員が報告する。

「山崎の奴やつ、防衛大学校出だからって容よう赦しやしないんだからね。戻もどったらチロルチョコを三年分は買わせてやるっ！」

　京子はぶつぶつと悪あく態たいをつきながらＰＫＯ（国連平和維い持じ活動）仕し様ように白く塗ぬられた自走砲のところまで歩いて行く。

　メガフロートはポンツーンという縦たて一〇〇、横二〇、厚さ二メートルの鋼鉄製箱ユニットをレゴブロックのように組み合わせて作られているため、滑かつ走そう路ろの亀き裂れつは碁ご盤ばんの目のように走っている。京子はクレバスのような深い亀裂に気を付けなければならなかった。

「それで、すぐに直るんでしょうね？」

「たいした問題じゃないですよ。外れただけなんで時間さえあれば直ります」

　整備担たん当とうでもある操そう縦じゆう手しゆの林二曹そうは気にしている様よう子すもなかった。根気のいる戦車整備兵というのは暢のん気きな性格の奴やつが多い。

「じゃあ、修理と並へい行こうして野や営えいの設営もしておいて。どこが崩くずれるかわからないから場所選びは慎しん重ちようにね。その上で生存者の探たん索さくと救出、それと例のコアの回収作業を開始する」
















　早さつ速そく、野戦テントの設営が始まる。交戦の可か能のう性せいはまずないので、倒とう壊かいや崩ほう落らくの危険性の少ない滑走路の中央がベースに選ばれ、作業は迅じん速そくに行われていった。

「全く、こんなにダム建設なんかを白紙にしてまで公共事業予算をつぎ込んだメガフロートも、こうなるとただの鉄てつ屑くずね。巨きよ額がくの赤字国こく債さいで国家財政が厳しいっていうのにどうすんのよね」

　かつての新世界での活かつ躍やくを買われたというよりも、スケープゴートにされて責任を押おし付けられたといえなくもない理由から、今回の任務を一任された中田京子二等陸尉は、汗あせ水みず流して働く部下達をよそに暇ひまを持て余していた。

　京子はだだっ広い滑走路をターミナルに向かってぶらついてみた。ゲート港で最も高い建物はホテルだ。この十三階建てのビルは、下が海のメガフロートのため基き礎その支柱が打ち込めず、ピラミッド形にして安定を保たもたせている。京子はホテルを眺ながめながら、確かあれもピラミッド形だったなと、學習院大学の学園祭に行ったときに見た百周年記念会館のことを思い出した。そんな巨きよ大だいな四角錐すいの一面も大きく崩くずれている。明らかに爆ばく弾だんによる破損だ。

「予想以上に被ひ害がいが甚じん大だいね。やっぱり生存者救出は無理そうね」

　独ひとり言ごとを呟つぶやきながらも、京子は現状の把は握あくのために、先まずは一番近くにあった空港作業員詰つめ所しよのプレハブへ入ってみようと思い立った。割りと大きめの簡素な平屋造りのプレハブは入り口から窺うかがう限り内部の損害は小さい。起き震しん車しやで震度六強くらいで軽くシェークしたくらいだ。

「なにっ、この臭におい!?」

　しかし足を一歩踏ふみ込んだ途と端たん、鼻び腔こうを突つく強きよう烈れつな異い臭しゆうに京子は顔を背そむけた。反射的に腰こしのホルスターの留とめ具を外し、目線を注意深く左右に走らせる。

　人ひと気けはなかった。鼻で異臭の発せられる方向を探さぐろうとした。どうやら事務所の奥おくからのようだ。

　嫌いやだともいってられない。京子は摺すり足で奥へと進む。書類や備品などが床ゆかに散乱していて、音を立てずに進むのは難むずかしい。

　奥にはミニキッチンとトイレが隣りん接せつしてあった。キッチンは見通しがよく、すぐに安全が確かく認にんできた。それにしても生ゴミが腐くさったにしては度がすぎる。

　残るはトイレだ。男女の別はなく、当然ながら外から中を見ることはできない。

「入るしかないようね……」

　京子はシグサワーＰ２２０制式拳けん銃じゆうを抜ぬいた。手て際ぎわよくスライドを後退させて、九ミリ弾だんを薬室チヤンバーに送り込み、安全装置セーフテイを外す。

　顔の前で両手で握にぎった銃を構える。慣れ親しんだガンオイルの匂においが幾いく分ぶん異臭を和やわらげてくれた。

　深呼吸を一回、そして突とつ入にゆう。銃を身体からだの正面に突き出して飛び込み、素す早ばやく銃口を左右に振ふる。

　異常なし。だが異臭は強烈になる。新にい島じま名物クサヤに似ているが較くらべものにならない。

「誰だれかいるの？　いたら出て来て。自衛隊のお姉さんが助けに来ましたよー」

　蠅はえの音だけが狭せまいトイレにやけに響ひびく。キンバエの数が異常に多い。

「トイレにしたって臭くさすぎるわっ！」

　京子は口の中で呟つぶやいた。次に個室の確認に移る。個室は男性小用の便器の向かいに全部で三つ。それと一番奥に掃そう除じ用具入れがある。手前の個室から調べることにした。

　最初のドアを足で勢いよく蹴けり開あける。白い和式便器が眼めに飛び込んできた。何もない。

　次の扉とびらも、銃星フロントサイトの先には、またも便器の白さだけが網もう膜まくを刺し激げきしただけだった。

　三つめ。最後だ。ここ以外にはありえない。京子は緊きん張ちよう感かんを漲みなぎらせた。生なま唾つばを飲み込む。

　渾こん身しんの力でドアの施せ錠じよう部分めがけて蹴り上げる。合ごう板はんのドアがメキメキと割れた。

　そこに京子が見たのは──

「なっ、なによ、これ……っ!?」

　死体だ。男性、推定年ねん齢れい二十歳代後半。水色の作業服からここの作業員と推測。死因は──頸けい部ぶ圧あつ迫ぱくによる窒ちつ息そく死し。

「自殺？」

　上にある水すい槽そうから伸のびたニッケルメッキのパイプに結ばれたネクタイ。首くび吊つりの特とく徴ちようとして、両の眼球は漫まん画がのダメオヤジのように飛び出し、失しつ禁きんと脱だつ糞ぷんでズボンはこんもり盛り上がってシミを付けていた。これが異い臭しゆうの根元だ。

　だが京子が本当に驚おどろいたのは、これだけのことではなかった。なぜなら遺体の腹が引き裂さかれ、腸が殆ほとんど引きずり出されて和式便器の中にぶちまけられていたからだ。出血の少なさは死後に遺体が損そん壊かいされたことを示していた。

「誰がわざわざこんな惨むごいことをする必要が……？」

　そしてもう一つ、京子の注意を惹ひいた。乾かわききって黒々と変色した血文字。トイレの仕し切きりの壁かべに書き殴なぐられていた。

「や　つ　ら　ガ　く　る　タ　ス　ケ　て」

　それが、既すでに物言わなくなったこの青年の最さい期ごの言葉だったのだろう。

「ここで何が起こってるっていうの？」

　京子はまだ見えぬ恐きよう怖ふの影かげに戦せん慄りつした。
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　死に覆おおい尽つくされた廃はい墟きよのメガフロートは一いつ旦たん、中へ入れば薄うす闇やみに包まれてしまう。時とき折おり、僅わずかな光の残ざん滓しが射さし込んでは、大気中に漂ただよう無数の塵ちりを雲うん母ものように光らせるくらいだ。

「全く酷ひどい有あり様さまだな」

　傭よう兵へい隊長ジーベルは、自みずから魔ま導どうで召しよう還かんした燈とう光こうで周囲を翳かざしながら感かん嘆たんした。鏡のように磨みがかれた甲かつ冑ちゆうは破は壊かいし尽くされた光景を歪ゆがめて映し出し、乱反射した光が破壊の陰いん影えいに彩いろどりを添そえる。

　燈光も単なる光球ではない。ジーベルの趣しゆ味みで、五倍以上の精神力を使うというのにピーターパンに登場するティンカーベルのような翅はねのある小妖よう精せいの姿を形成させていた。

　傭兵達は、この最さい先せん端たん技術の残ざん骸がいの殆ほとんど全すべてが初めて見る物であるため浮うき足立っている。それに反してハッサンは終しゆう始し無言で周囲の警けい戒かいに当たっていた。

　先の戦せん闘とうで、部下の大半を失った三み鬼きは日暮れ前にメガフロート内へと入っていたのだった。

「ここは日本初の公営カジノということになっているな」

　三鬼も事前に手に入れていた図面で現在位置を確かく認にんしていた。まだ新品のスロットマシーンが整然と並んでいる。他にもバカラやポーカー、そしてルーレット台が何台も大きな場所を占しめていた。しかし、その半分は半はん壊かいしている。豪ごう勢せいなシャンデリアは落下してクリスタルガラスが散乱し、悪趣味にさえ思えるほどに金きん鍍金メツキを施ほどこされた豪ごう華かな調度品が、栄華の名残なごりを彷ほう彿ふつとさせていた。

　鈴木と深み澄すみもここに連行されていた。

「ここって〈ＴトＯーＫキＹヨＯー　ＷＡＬＫＥＲウオーカー〉で紹しよう介かいされてましたよぉ」

　深澄は相変わらずお気楽なことを話している。

「そうなんだ……」

　鈴木も生なま返事を返すしかない。

「とっても面おも白しろいって前評判だったのに残念ですねぇ。──あれぇ？」

　深澄が何かを見つけたようだ。

「どうしたの？」

「あそこに誰だれかいますよぉ」

　そう言って深澄の指さし示す方向、ちょうどスロットマシーンの間に人ひと影かげらしきものがよぎった。

　即そく座ざにハッサンが反応して、АКのやたら大きい安全装置セーフテイを外はずす。カチッという音がやけに大きく響ひびいた。

「待て。銃じゆうは使うな！」

　三鬼がハッサンを制す。するとジーベルは指をちょっと動かして、光の小妖精を人影の見えた辺あたりに確認のために飛ばした。妖精はキラキラと小さな翅はねから光の鱗りん粉ぷんをまき散らして飛んでゆく。芸が細こまかい。

　その後を慎しん重ちような足取りで進むのはアルファロッズとシスマだった。妖精が人影の見えたスロットマシーンを照らし出す。

　誰もいない。ジーベルは光量を強めて、より広こう範はん囲いを照らした。

　しかし見つからなかった。くまなく照らし出すには障害物が多すぎた。どうやっても半分が陰かげになってしまう。しかし、どこかに何かが潜ひそんでいる。そんな気け配はいがひしひしと伝わってくる。そんな中、ひとしきり沈ちん黙もくが流れる。

「もおっ、どこにいるのよっ！」

　ココルは若さゆえに逸はやる気持ちに負けて、短剣ダガーの柄つかに手をかけて先走りそうになる。

「待て、おまえは下がってな」

「ここは、あたしがやるよ！」

「いいから俺おれに任まかせろ。おまえに接近戦は不利だ」

　焦あせるココルを制してシスマが剣を構えつつ、摺すり足で一か所ずつ何かが潜んでいそうな陰の確かく認にんをする。シスマの持つ剣の波なみ刃はは、微び妙みような角度の変化できらきらと輝かがやいて見えた。

　鈴木もどこから現あらわれるかわからない闇やみに潜む者を警けい戒かいしていた。

「あれっ！」

　最初に見つけたのは、深澄だった。影は隠かくれることなく、深澄に向かって来る。

「またかよ！」

　ジーベルが顔を歪ゆがめて金きん髪ぱつを振ふり乱して抜ばつ刀とうする。深澄の見つけた影とほぼ同時に五人、六人と現れたのだ。

　影には明らかに獣けものじみた敵意が漲みなぎっていた。尋じん常じようではない。

　ジーベルの灯ともす光が照らし出す。それは少年少女だ。今度は普ふ通つうの高校生だ。だが制服はやはり凝ぎよう固こした血で汚よごれている。各おの々おの、手には鋭えい利りに裂さけた建築鋼材や、棍こん棒ぼうのようなものを武器として持っている。中にはトロンボーンらしき管楽器で作った真しん鍮ちゆうの槍やりを持つ者もいた。

　高校生は野や獣じゆうのように咆ほう哮こうしたかと思うと、一いつ斉せいに襲おそいかかって来た。

　アルファロッズは短たん剣けんながら剣圧で蹴け散ちらし、血ち飛沫しぶきが舞まう。歴戦の猛も者さであり卓たく越えつした異い能のうの傭よう兵へい達の敵ではない。あまりにも容よう易いに、そして無む惨ざんに翻ほん弄ろうされる少年達は哀あわれにさえ思えるほどだった。

　縁ふちなし眼鏡めがねの優等生風の少年はシスマの剣によって額ひたいから腹はらに垂すい直ちよくに裂かれて、家か畜ちくの解体作業よろしくポーカー台の上にどろどろと流れる内臓をぶちまける。大腸、小腸、肝かん臓ぞう、膵すい臓ぞう、腎じん臓ぞうの血ち塗まみれのストレートフラッシュ。

　また一方で、額にニキビのある美少女もメルルサの振ふり回す大斧おのの水平に薙なぐ一いつ閃せんで、頭の上半分が吹ふき飛ばされる。転ころがり落ちた右の白い眼球は、滑こつ稽けいにも大きなルーレットの中に転がり落ち、赤ルージユの３番に入った。これで彼女は二度とニキビに悩なやむこともないだろう。額ごとニキビは消えたし、なにより悩もうにも、もう脳のうがないのだ。

　三鬼は専もつぱら少年達の相手は傭兵部隊に任まかせた。今しがたのヘリコプターの件もある。どうしても銃じゆう声せいを立てて自分達の存在を知られたくはなかった。

　少年達は光と闇との境界から現れた。その姿すがた形かたちは人間と変わるところがない。だが、とても尋じん常じようではなかった。思考能力に欠けるのか、しばしば緩かん慢まんに動くこともある。しかし動く物を前にすれば本能的と思えるほどに襲いかかってきた。

「人間？　それともバケモノ？　先せん輩ぱいは前にバケモノを倒たおしたことがあるって言ってましたよね？」

　深澄は鈴木に話しかける。いつもは脳天気の深澄でさえも怯おびえている。イセンさえ、さっきから深澄の服の中に潜もぐり込んで顔さえ出さないでいた。

　鈴木と深澄は、どこから現れるかわからない少年達に恐きよう怖ふして、闇やみ雲くもに右往左往と逃にげ回る。しかし縄なわで繫つながれているため、まるで猿さる回しの猿のようでしかなかった。

「前に地下遺い跡せきで見た〈冥エきヴもイのルどワもン〉とも違ちがう……これはどう見ても普ふ通つうの人間にしか……」

　そこに影かげが飛び出して来た。

「あわわわわっっ！」

　間まの抜ぬけた鈴木の悲ひ鳴めいが木こ霊だまする。

　少年だった。気の弱そうなまるまると太った肥ひ満まん少年。だが虚うつろな眼をして鈴木を見み据すえたまま、手を伸のばして来る。鈴木は為なす術すべもなかった。

「ぐはふうっ！」

　両手が鈴木の首をふにふにした太い指で締しめ上げる。とても人間の力ではない。鈴木の靴くつが地面から浮うき上がった。そして鈴木の顔を前歯で引きちぎろうと歯を剝むき出して迫せまる。

「先輩っ！」

　深澄は必死に少年の腕うでに取り付いて、鈴木から手を放させようとした。しかし異常なまでの力を発はつ揮きしている少年は動じない。深澄は無む我が夢む中ちゆうで鈴木を助けようとするが、片手で弾はじき飛ばされてしまう。

　そのとき、破は裂れつ音おんと同時に少年の頭に大きな曼まん珠じゆ沙しや華げが見事に咲さいた。少年の頭は下顎あごの一部を残すのみになった。蝸牛かたつむりのように丸まった赤い舌と白い歯や銀歯がよく見える。そして一いつ瞬しゆんの痙けい攣れんの後、だらんと力が抜ぬけて頽くずおれた。

「こんな変異体ごときを相手に手て間まかけさせやがって！」

　三鬼の手の銀色に輝かがやくコルト・パイソンの六条左回りの旋条ライフリングが刻まれた銃じゆう口こうからは、強力な殺さつ傷しよう力りよくを持つ三五七マグナム・フルメタルジャケット弾だんを発射し終えた夥おびただしい硝しよう煙えんが立ち昇のぼっていた。




拾壹　天尾星月１日Ⅴ区刻（日本時間２月14日20：15）







　第三貨物ターミナルは港こう湾わんＤ４地区エリアに隣りん接せつしていた。断だん崖がいとなった埠ふ頭とうからは今、白波のさざめく海原うなばらが見えるはずもなく、薙なぎ倒たおされた樹き々ぎの白い幹だけが広がっている。微かすかな潮しおの香かおりが残るものの全すべては大森林の清すが々すがしい香りに包まれていた。

　区画整理されたターミナル内は倉庫群が整然と列をなしていた。どれも一いち様ように酷ひどい有あり様さまだ。柱の少ない倉庫は構造的に脆もろい。鉄てつ骨こつはひしゃげ、折れ、ドーム天てん井じようは半なかば崩くずれていた。ラースターと蛍けい太たはいつ天井が落ちてくるかもわからない場所へとくぐるようにして入らざるをえなかった。

　崩ほう壊かいした第一三倉庫には一筋の光こう明みようも届かなかった。闇やみの中には鋭えい利りに切断された金属製構造材もあり、不安定な危険に満ちている。

「警備室から懐かい中ちゆう電でん灯とうを持って来てよかった」

　蛍太は不安を打ち消すように話しかけた。暗くら闇やみを照らしているのは二本のマグライトだけだ。米国製の警棒にもなる大型の物でクリプトン球は眩まぶしいくらいに明るい。しかし照らせる範はん囲いは限られている。心細さは否いなめはしない。

「あのコンテナね」

　二人は一歩一歩足場を確かめるように歩く。突とつ然ぜん、ラースターがはっとして、錆さび止めに赤く塗と装そうされたコンテナに駆かけ寄った。鉄骨が折り重なるように倒れかかっていたが、奇き跡せき的にもそのコンテナはたいした被ひ害がいを蒙こうむらずに済すんでいるようだった。

「なんて書いてあるの？」

　蛍太はライトに照らし出されたコンテナに大きく書かれた見知らぬ文字に不ふ思し議ぎと興味を抱いだいたのだ。蛍太の知っている会社のロゴではない。白いペインティングの三文字で、少し掠かすれていた。

「[image: ]──エメス。日本語で『真理』という意味だ」

「デロナト語？」

「古代ヘブライ語だ。特に意味はない」

　ラースターは淡たん々たんと応こたえながらも、ライトを照らしながらコンテナの破は損そん状じよう況きようを調べ始めた。

「外部の損そん傷しようは問題なさそうだな」

　そう呟つぶやきながら、ラースターは手にした鍵かぎを使ってコンテナの重い錠じようを開あける。金属の軋きしむ重じゆう厚こうな音が響ひびくと、人がすり抜ぬけられる程てい度どの隙すき間まが生じた。

　ラースターが内部を照らすのを蛍太が覗のぞき込む。コンテナの中には何か大きな物がシートをかけられて固定されていた。シートには〈ＨＯＮＢＡ　Ｐ‐06〉と書かれている。

　ホンバ……自動車メーカーの本羽技研のことなのだろうか。でもなぜ、こんなところに？　自動車なのだろうか？　蛍太はふと疑問に感じた。

　他にも各種の機械が所ところ狭せましと並べられ、床ゆかには至るところ蟒蛇アナコンダのようなケーブルが這はっている。蛍太には、ただ事ではない気がした。

　ラースターが手て探さぐりで電源スイッチを入れた。しかし何も起こらない。闇のままだ。

「非常用自家発電装置が故障しているのか。そうすると維い持じ装置も無理か……」

　ラースターは暗闇を無視して内部を確かめるように中へ入り、シートをめくり上げた。中は軽自動車ほどの大きさの物体だ。アリのような昆こん虫ちゆうの紋章マーキングが描えがかれていた。しかし蛍太にはそれがなんであるかはわからない。ラースターは無言のままボンネットのようなパネルを開ける。その中には虚うつろな闇が口を開いていた。

　ムッとする腐ふ敗はい臭しゆうが立ちこめた。思わず蛍太は鼻を摘つまむ。

「やはり腐くさっているのか」

　口く惜やしそうにラースターが言う。腐ふ臭しゆうが強く漂ただよう。

「何なの、これ？」

　蛍太は中を覗のぞき込んだ。

「うっ………」

　その途と端たん、蛍太はそのおぞましさに嘔おう吐としてしまった。口を押おさえる手から、胃液混じりの吐と瀉しや物ぶつがぼとぼとと床ゆかに垂れ落ちる。

　しかし、ラースターは蛍太に見向きもしないで、一心に見つめていた。

「腐り始めているのに、まだ動いているというのか。なんという生命力。あとは血だ、新しん鮮せんな血液さえあれば……」

　ピンク色をしてドクドクと脈打つ八つに連結された人間のものと思われる心臓を見つめるラースター。その貌かおにはクリプトン球の反射光による仄ほのかな明かりによって、微笑ほほえみが陰いん影えい深く刻きざまれていた。




拾貳　天尾星月１日Ⅵ区刻（日本時間２月14日23：51）







　ネイチャーエンジェルスはそのままメガフロート内で夜を迎むかえていた。ネイチャーエンジェルスの一隊は今日の夜や営えい場所をホテルのワンフロアに定めていた。傭よう兵へい部隊の副官であるノレスも非常階段で警けい戒かいにあたっている。まだ、あの狂気じみた少年達がいるかもしれない。あのカジノで七人、そしてその先でも三人に遭そう遇ぐうしている。これを悉ことごとく斬きり伏ふせているが、まだ施し設せつ内に相当数いると予想される。

　ノレスは小さな裂さけ目から差し込む月明かりを頼たよりに、階段の踊おどり場から階下を見張っていた。

「見張り役、ご苦労。異常はないか？」

　突とつ然ぜんのかけ声に多少驚おどろきながらも、振ふり向くとそこには黄金の髪かみをしたジーベルの姿があった。

「はい、異常はありません。もう交こう替たいの時間ですか？」

「いや、まだⅥ区刻だ」

　ジーベルはゆったりとした口調で話した。

「では、もう少しお休みになっていて下さい」

　兜サレツトの緒おを確かめながら、ノレスは言う。

「ちょっと、話があってね」

「話？　私にですか？」

「訳わけはない。ちょっとした確かく認にんだ」

「確認……？」

「そう。なぜ君のような人間が俺おれのような者の部下として、傭兵などになっているのかということだ」

「何を今いま更さらそんなことを私に確認する必要が……」

　ノレスは少し戸と惑まどい気ぎ味みに言う。しかしその口調には焦しよう燥そう感かんが感じられた。

「そのサーバスト訛なまりだ。微び妙みようなイントネーションだがな。俺が気付かなかったとでも思っていたか？」

「サーバスト生まれなど珍めずらしくもないことです」

「まだある。銀色の髪、そして額ひたいの傷だ」

　ジーベルはノレスの顎あごに手をかけると、片手で兜サレツトの留とめ具を外はずし、強ごう引いんに兜を脱ぬがす。

「やめて下さいっ！」

　人前では決して兜を脱がないノレスであったが、抵てい抗こうはしたものの、とうとう脱がされてしまい、銀ぎん髪ぱつと美しい貌かおが現あらわれる。額には三み日か月づき形の無む惨ざんな火傷やけど痕あとがある。

「銀色の髪に額の傷を持つサーバスト女おんな神しん衛えい騎き士しは身分を隠かくすには有名すぎる。そうだろ、シェリア・ク・ヴィース閣かつ下か？」

「……気付いていたのか」

　ノレスの語調が豹ひよう変へんした。そして、じっとジーベルを睨にらむ。

「俺おれはこれでもガナザート帝てい国こくの植民地総そう督とくの家いえ柄がらだ。その辺の学のない傭兵共とは違ちがう。サーバストの政情にも多少は詳くわしい。それ以上に、あんたほどの有名人を知らないという者もいないだろうがな。しかし先のディグリト遠えん征せいで死んだと噂うわさされていたが、生きていたとはね」

「前置きはいい。私がヴィースと知ってどうするつもりだ？」

「別に」

「何か企たくらんでいるはずだっ！」

「それは、あんただろ？」

「…………」

　ノレスことヴィースは悔くやしそうに唇くちびるを強く嚙かみしめた。

「明日にでもフルト総督である父の手て勢ぜい、三〇〇の精せい兵へいがここに到とう着ちやくすることになっている」

「三み鬼きを裏切るのか？」

　ヴィースには意外なジーベルの言葉に驚おどろいた。

「それはあんたも同じだ。狙ねらいはコアとかいうお宝。図ず星ぼしだろ？」

　反対にジーベルは至し極ごく冷静に話を進める。

「おまえもコアを狙っていたのか？　コアを奪うばってどうするつもりだ？」

「さてね。俺にとってはどうでもいい物さ。だいたいコアなんてものが何なのかもよくわからないんだからな」

「ならば、なぜコアを？」

「金になりそうだからさ。レフリームが金に糸目をつけずに傭よう兵へいを探さがしているって聞いてね。どうやら凄すごいお宝を探すつもりらしいって情報も手に入れた。そいつが三鬼だったわけだ。でなければ、貴族の子し弟ていである俺が、わざわざ高い金を払はらってまでして、剣けん闘とう士し共を買い受けて傭兵隊を結成するなんて酔すい狂きような真ま似ねをすると思うか？」

「そのことを他の傭兵達には、まだ話していないようだが？　傭兵とはいえ、金という眼めに見える関係で結ばれているからこそ、主人に忠ちゆう節せつを尽つくす者も多いぞ」

　ヴィースもようやく落ち着いて話ができるまでになっていた。そしてジーベルに対する警けい戒かい心しんを一いつ層そう強めた。

「役目が終われば傭兵共も始し末まつするだけだ。いくら奴やつ等らでも三〇〇の兵には敵かなうまいて」

「それでコアを私に売り込もうというわけか」

「まあ、そんなところだ。俺は辺へん境きようのフルト総督なんて陰気な役職は、親父おやじを見るだけでうんざりでね。中央の要職に就ついてこそ貴族だ。それには元げん老ろう院いんに取り入るにも、市民の人気取りに剣闘士競技会を開かい催さいするにも賄わい賂ろやらで、なにかと金が要いる。少なくとも米ドルで五〇〇万ドルだ。そして、あんたの背はい後ごには資金力があるし、コアを欲ほしがっている。需じゆ要ようと供きよう給きゆうは満たしているだろ？」
















「悪くはない」

「商談成立だな」

　ジーベルはにやりと綺き麗れいな白い歯を覗のぞかせると、ヴィースの首筋を舐なめた。

「しかし私が寝ね首くびを搔かくかもしれぬぞ……」

　ヴィースは吐と息いき混じりに言う。

「せいぜい裏切れないようにするまでさ」

　ジーベルはヴィースが言い終えぬうちに唇くちびるでヴィースの口を塞ふさいでいた。

　互たがいの舌が口の中で絡からみ、そのまま鎧よろいを脱ぬぎ捨すててゆく二人。白い二つの肢し体たいが蒼あお白じろく輝かがやくサリアムと赤せき褐かつ色しよくの歪いびつなアキスの月明かりが差し込む空間で、艶なまめかしく欲望を貪むさぼりあった。




拾參　天尾星月１日Ⅶ区刻（日本時間２月15日00：28）







　鈴木が〈ご利用案内〉で確かく認にんしたところでは、ここはインペリアルゲートホテルという高級ホテルの十階にあるスイートルームらしい。

　鈴木と深み澄すみは、このスイートルームの寝しん室しつの一つに監かん禁きんされている。普ふ通つうならこんな高い部屋に泊とまれないよなと、豪ごう華かなキングサイズのベッドの上で少し感かん慨がい深いものがある。だが、もちろんスイートだろうと、こんな状じよう況きようじゃ遠えん慮りよ願いたいが……。

　それにホテルが元がん祖そネズミ講団体〈天下一家〉の本部ビルみたいなピラミッド形というのもなんだか胡う散さん臭くさい。未いまだにマルチ商法で作った借金を返へん済さいし続けている鈴木なだけに、その思いは複ふく雑ざつだ。

　イセンと寄より添そうようにして深澄が横で静かに寝ね息いきを立てている。かなり疲つかれが溜たまっているのだ。無理もない。しかし反対に鈴木は、疲ひ労ろうよりも極度の不安感と緊きん張ちよう感かんから、どうしても寝付けないでいた。

　そんなとき、不意にドアの隙すき間まからジッポーの小さな炎ほのおが室内を放ほう射しや状じように照らす。三み鬼きだった。

　三鬼は幽ゆう鬼きのように長く揺ゆれる影かげを曳ひき、その貌かおにも深い影を落として部屋に入って来た。そして鈴木と深澄の寝ているベッドに腰こし掛かける。ネイチャーエンジェルスのオリジナルのジッポーの蓋ふたを閉じると、室内は再び月明かりだけの闇やみに戻もどる。

「もうアレが襲おそってくることはないんですか？」

　鈴木はあの少年達をバケモノとも人とも呼ぶのに抵てい抗こうがあって、敢あえてアレと言った。今現在、鈴木にはネイチャーエンジェルスよりも、少年達の方が身に差し迫せまった脅きよう威いなのだ。

「One floorを完全に制圧している。各所に見張りもいる。水も漏もらさぬ完かん璧ぺきさだよ。残念ながら、おまえ達も逃にげられないってことにもなるわけだ」

　杖つえにした銃じゆうの銃床ストツクに顎あごを置いて俯うつむいたまま三鬼が口の端はしだけで嗤わらってみせる。やはり彼もかなり疲労しているようだ。

「いったいアレは何だったんです？　確かアレを変異体って呼んでましたよね……」

「ああ、変異体といっても生物学的にはちゃんとした人間だよ。ただＤＮＡの中のpromoterが作さ動どうしただけでね」

　三鬼は平然とわかりきったような口ぶりで話した。

「やっぱり人間だったんですね。でもプロモーターって？」

　鈴木は耳に聞き慣れない難むずかしい専門用語に困こん惑わくした。

「なんだ、ＹＯＵは新世界に来ているくせに、そんなことも知らないのか。なら、ＤＮＡの中で人間を人間たらしめている情報、つまり顔の形から毛穴の位置まで決められた詳しよう細さいな設計図が含ふくまれているのは全体の数十％以下であって、残りの殆ほとんどは無関係なものだっていうのは知ってるか？」

「聞いたことがあるような、ないような……」

　三鬼は出来の悪い生徒に諭さとすように語り始めた。

「まあ、いい。その無関係なＤＮＡ情報の中には、かつて人類の進化過か程ていで太たい古こに失った遺伝情報が隠かくされていると言われている。しかし普ふ段だんは休きゆう眠みん状態にある。ところが、特定のＤＮＡ情報を目覚めさせるprpmoterという役割を担になうＤＮＡというものも存そん在ざいしている。これを応用したのが遺伝子組み換かえ技術だ」

「じゃあ、そのプロモーターが作動して……太古の遺伝子が……」

「そうだ。それにＤＮＡの中には太古の記き憶おくだけでなく、かつて人類の祖先が感かん染せんしたvirusの遺伝子が入り込んで、いつの間まにかヒトのＤＮＡと同化してしまっているものもあるんだよ。たとえば人体の中で同化したように潜ひそんでいて、身体からだが弱るのをきっかけに活性化する〈ヘルペス・ウィルス〉というのがある。もし、そんなvirusそれがpromoter遺伝子の作用をしたら、ＹＯＵは面おも白しろいと思わないか？」

「きっかけ？　どんな？」

　鈴木は、いつの間にか話に入り込んで身を乗り出していた。

「さあね。今のところ、魔ま導どうによって発生する電でん磁じ波はの影えい響きようってのが有力な学説だな」

「なら、どうして、ここに？　あなただって危険なんじゃ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。危険性が高いのは細さい胞ぼう分ぶん裂れつ速度が早い成長過程にあるchildrenだ。それに我々だって間ま抜ぬけではない。絶たえず磁場の変化を計測している」

　三鬼は自信満々に応こたえる。

「そこまでしてネイチャーエンジェルスは、どうしてこんな危険な所に来たんですか？　そもそもこんな山やま奥おくに東京ゲート港があるのだって変ですよ」

「ネイチャーエンジェルスの啓けい蒙もう活動さ。言ってもわからない無む知ち蒙もう昧まいな輩やからには実力行使しかないからな。地球は一刻の予断も許さない瀕ひん死しの状態だ。平行線の話し合いをする暇ひまはもうないんだよ」

「……あなた達はいったい何をしたんだ？」

「簡かん単たんなことだ。gateのcomputer systemを麻ま痺ひさせて、時じ限げん装そう置ち付きのplastic-TNT混合爆ばく弾だんを二〇個ばかり使っただけさ。それでgateが無防備になったところにcomputer virusを送り込む。すると、virusに仕込んでいたprogramが働いて、ここまでgate-portが跳とんで来たというわけだ」

「でも、このことで罪つみのない人達が何人も……」

「正義を貫つらぬくには多少の犠ぎ牲せいは付き物。それに死んだのは生きる価か値ちのない人間ばかりだ。これは僕の自分探さがしでもあるんだ。環かん境きようにやさしい新時代は僕達自身が切り開かなければ意味がないんだ！」

　三鬼はさも当然そうに言ってのけた。自分の行こう為いにまるで非を感じていない。

「自分探しって……大勢の人を殺しておいて、どんな正義があるんですか！」

「それなら訊きくが、ＹＯＵはgate-portが開通したら日本は、先まず何をしようとしていたか知っているのか、えっ？」

　鈴木は当とう惑わくした顔つきをしたまま黙だまって首を振ふった。

「日本政府は悪あく魔まの計画を立てていたんだぞ。ＹＯＵは知らないだろうがな。いいか、gateを通してミンククジラ、コククジラを新世界の海に放流しようとしていたんだ。それだけじゃない。クロマグロやキハダマグロ、ビンチョウマグロもな！」

「でも……それは別に悪いことじゃないじゃないですか？」

　鈴木には、三鬼の主張することが大量殺人を肯こう定ていする理論とは到とう底てい思えなかった。

「悪くないだとっ！　ＹＯＵはなんにもわかっちゃいないんだよ。そんなだから環境破は壊かいはなくならないんだよ。草の根活動は一人一人の心がけしだいだぞ」

「でもクジラやマグロを放流したっていいじゃないですか。クジラだって、また食べられるようになるし……」

「それが危険思想なんだ！　遠洋マグロ漁業がワシントン条約で禁止になりかけたからって、急きゆう遽きよ、新世界の海で繁はん殖しよくさせればいいなんていうのは、日本政府の卑いやしい魂こん胆たんだ！　もしクジラやマグロが新世界の海に入れば、どうなると思う？　生態系は一いつ気きに崩くずれて新世界の何種類もの魚が絶ぜつ滅めつするんだぞ。ＹＯＵは絶滅動物の気持ちを考えたことはあるのか！　たかが趣しゆ味みのためにブラックバスを放流して在来種の魚を絶滅に追いやって喜んでいる最低国民にはわからないかもしれないがな」

「別にそんなことは……日本だって環境保護に取り組んでいるし……」

「いいや、他にもある。多くの魚達の産さん卵らん場所として貴重な諌いさ早はや湾わんの干ひ潟がたを、使えもしない田圃たんぼを作るために埋うめ立てた結果、東シナ海での漁ぎよ獲かく量を三割も激減させたのはどこの国の役人だ？　しかも赤字財政で干かん拓たく事業は中断、その結果、堰せきの中の水を腐くさらせて環境破壊を促そく進しんする始末じゃないか！　だから僕はそういう環境保護を無む視しした自じ己こ中心的な人達に真の正義の鉄てつ槌ついを加えるべく神に選ばれたんだ。こうして愚おろかな日本を目覚めさせるために、僕は青春の全すべてを投げ出してでも、この美しい地球とヘスペリアという二つの星の環境を守るため、献けん身しん的な活動を続けているんだよ」

　自みずからの理論に陶とう酔すいするかのように三鬼はＮＧＯのリーダーらしく能のう弁べんに熱く語った。そんな半なかば討論デイベートのプロに鈴木のような議論を好まない事なかれ主義の典型的日本人が反はん論ろんできるはずもない。鈴木は押おし黙だまるしか術すべはなかった。

「ところで、日本のarmyが来ているのを知ってるか？」

　ひとしきり持論を披ひ露ろうしたところで三鬼は別の話題を切り出してきた。

「アーミー？……自衛隊のこと？」

「ＹＯＵも聞いたろ、あのヘリの音を？　どうせゲート事故の生存者を救助するために来たんじゃないだろうけどな。僕の睨にらんだところでは目的は我々と同じでＣＯＲＥの回収だろうけどね」

「コアの回かい収しゆう？　なんですかそれ？」

「こっちの話だよ。キミは知らなくていいことさ」

「はあ、そうなんですか……」

「しかしこんなこともあろうかと、ＹＯＵたちを生かしておいたのは正解だった。人ひと質じちは奴やつ等らとの取引材料にもなるからな。僕には先見の明めいがあると思わないかい？」

「自衛隊が来るってわかってたんですか？」

「十中八九な。最初はＹＯＵたちの団体がＣＯＲＥの回収に来たarmyかと思ったけどな」

　三鬼は殊こと更さら、自衛隊（Self Defence Force）のことをネイティブの発音で軍隊（army）と呼んだ。彼は自衛隊が軍隊ではないという日本政府の見解にも懐かい疑ぎ的らしい。

「じゃあ、もしかしてみんなを殺したのはそのために？」

「別にそういうわけではないさ。密みつ猟りよう者しやにはオシオキしないとね。これはNature Angelsの鉄の掟おきてさ。ちなみにオシオキは、銃じゆう殺さつか拷ごう問もんの上殺すかのどっちかだ。たまたま我々の行動を知られるのも拙まずいから、てっとり早く皆みな殺ごろししにしちゃったけどね」

「そんな……」

　あまりのことに鈴木は絶ぜつ句くした。

「ＹＯＵに少し喋しやべりすぎたな。さて、外の様よう子すでも見てみるか。マヌケなarmyには、一連のでき事がNature Angelsのしわざとはわかっていないだろうが、他に誰かがここにいることはバレているだろうからな」

　三鬼は小銃を杖つえにして立ち上がると、目張りして光が漏もれないようにした窓まど際ぎわまで歩いて行く。

　目張りのテープの一部を爪つめで剝はがし、硝子ガラス窓から外を覗のぞいた瞬しゆん間かん、ヒューと音が鳴って強きよう烈れつな閃せん光こうが走る。分厚いカーテンさえ眩まぶしいくらいの光を透とう過かした。次いで衝しよう撃げき波はが一面の硝子窓を破は砕さいする。

「なっ、な、な、な、なんだっ!?」

　なにがなんだかわからないうちに鈴木は深澄と一いつ緒しよにベッドから転げ落ちてしまう。鋭えい利りな硝子片の嵐あらしに襲おそわれたが、毛布にくるまりながら落ちたので怪け我がをすることはなかった。

「敵てき襲しゆうーっ！」

　廊ろう下かから張り裂さけんばかりの声が聞こえて来る。鈴木は眩暈めまいを感じながらふらふらと起き上がった。周囲にはガラスが散乱し、夜風が吹ふき込んでいる。

「一いち乗じよう院いんさんっ！」

　鈴木は横に倒たおれている深澄の肩かたを激しく揺ゆすった。

「ふあぁ～、どうしたんですぅ？」

　深澄は大きく欠伸あくびをする。ついでにイセンも起きたようだ。

「どうしたもなにもないよ！」

「あら～ぁ、どうしたんですぅ。こんなにお部屋を汚よごしちゃってぇ」

　深澄が寝ねぼけ眼まなこできょろきょろする。まるでコピーのようにイセンも同じ仕し草ぐさをしている。

「そんな暢のん気きなこと言ってる暇ひまはないよ。一緒に逃にげようっ！」

「で、でも……外にはあの恐おそろしい人達が……」

　深澄は躊躇ためらいを見せた。

「そんなこと言ってる場合じゃないよ！　このまま捕つかまっていたら、いつかネイチャーエンジェルスに殺されるんだよ。だったら逃げる方に賭かけてみようよ。それに自衛隊が来てるんだ！」

「ジエータイさんが来てるんですかぁ？」

「そうさ。そこまで辿たどり着ければ助かるんだよ」

　鈴木は深澄を急せかした。

「くっ……やりやがったな……」

　俯うつぶせに倒れていた三鬼が意識を取り戻もどしつつあった。窓まど際ぎわにいた三鬼も咄とつ嗟さに窓の横の壁かべの陰かげに隠かくれて命拾いしていたのだ。

「さあ早くっ！　今しかない！」

　鈴木は立ち上がって、硝子ガラス片へんの突つき刺ささった絨じゆう毯たんに転がる三鬼のコルト・コマンド・ライフルを手て錠じようをされたままの両手で器用に拾い上げる。

　深澄も覚かく悟ごを決めて立ち上がった。

「おいで、イセンちゃん」

　深澄は羽ブタを呼んだ。するとイセンは深澄の胸の中へと飛び込んで来る。

「こっちだ！」

　鈴木は部屋のドアを示して走り出す。深澄の鈴木も後を追う。

「逃にげるな……うっ！」

　半ば意識を取り戻した三鬼だったが、二人と一匹ぴきの逃とう走そうを止めようとしても身体からだが思うように動かないでいた。やはりどこか負ふ傷しようしたらしい。

　鈴木は構わず部屋を出た。真っ暗な廊ろう下かに人の動く息いき遣づかいが聞こえる。しかしそう近くない。深澄の手を取ると、鈴木は来たときの記き憶おくを頼たよりに、極きよく力りよく気け配はいを消して非常階段のある方へと向かう。

「捕ほ虜りよが逃げたぞっ！　追えーっ！」

　三鬼の絞しぼるような声が聞こえてきた。それに呼こ応おうしてざわめきが起きた。マグライトの四条の光が走る。

　ほんの僅わずかな差で鈴木と深澄が分厚い鉄製の防ぼう火か壁へきを開あけて中へ入る。ここまでは成功だった。非常階段にも誰もいない。爆ばく発はつに慌あわてて持ち場を離はなれたのだ。階段を降り始めた瞬間、二発目の爆発音が背はい後ごの防火壁を激しく振しん動どうさせた。




拾肆　天尾星月１日Ⅶ区刻（日本時間２月15日00：45）







「着ちやく弾だん確かく認にん。全弾命中っ！」

　一〇六ミリ無反動砲ほうの排はい煙えんの中から自走砲の砲手、師もろ岡おか三曹そうの報告が飛び込んできた。

「見ればわかるわよ」

　京子は双そう眼がん鏡きようで、炎えん上じようするピラミッド形のビルの焰ほのおを見ている。

「でも、本当にいいんですか？　ＰＫＯ協力法の参加五原則は、隊員の身体生命を守るための最小限の範はん囲いに限られてるんですよ。それをろくに確かめもしないで撃うってしまって……あとで問題になりませんかね？」

　精せい悍かんな顔付きにも拘かかわらず師岡は心しん配ぱい性しようなところがある。

「いいんじゃない。バレなければ」

「でもディグリトのときの件けんはおもいっきりバレたじゃないですか。そのせいで国会で問題になっちゃって。まあ、野党のパチンコ業界絡がらみの贈ぞう賄わいに関して、米国の言う隣となりのテロ支し援えん国家との内通疑ぎ惑わくも浮ふ上じようしてウヤムヤになったからいいものの……」

「それはそうと、本当にあそこで明かりが点ついたのを確認できたのね」

「はい、ホテル一階のロビーからも、真新しいジャングルブーツ等、複数の足あし跡あとを確認したので、何かしらの目的を持った侵しん入にゆう者しやがいることは確かです。それにこの辺に棲すみ付いてるならエルフやドワーフはジャングルブーツなんて履はいてませんから」

「それにしても、あのトイレの死体といい、ここはどうかしてるわ」

　京子の鼻には、まだ腐ふ敗はい臭しゆうがこびり付いている。

「最初の野や営えい地ちを撤てつ収しゆうして正解でした。他にもそこら中から腕うでだけだの脚あしだけの遺体が見つかってますし」

「野犬の類たぐいの仕し業わざじゃないのよね？」

「確かに死体の損そん壊かいは獣けものの爪つめや牙きばのようなもので引き裂さいたものと似にてはいますが、デロナト大陸には野犬サイズの大型獣はいません。帰化動物になったイヌが入り込んでいる可能性もないわけじゃないですが、こんな僻へき地ちでは考えられませんよ」

「それじゃあ竜りゆうの可能性は？」

　京子は、新世界に棲せい息そくする大型爬は虫ちゆう類るいについて訊きいた。

「可能性はあります。でも侵入者の存在が確認できた以上、侵入者の線が濃こいと思います」

「カルト教団の信者が夜宴サバトでもやらかす気かしら？」

「さあ、最近の若いのなんか何を考えてるかわからないですからね。それで、砲ほう撃げきはまだ続行しますか？　自分達に与あたえられた時間は明日の一四時までですし」

「もう、いいわ。どうせこれ以上やったって、たいした成果は望めないでしょ。それにこれは敵にこっちを夜や襲しゆうさせないためにやったんだから。十中八九、相手はゲート港を爆ばく破はした犯人に違ちがいないわ。明らかに組織だったプロの手口よ。特とく殊しゆ工作員かプロのテロリストってとこね。近ちか頃ごろは魔ま導どうテロも多くなってるし」

「いったい誰だれなんです？」

　師岡は不安げに眉まゆを八の字に寄せた。

「ゲートを手に入れたことで日本が再び軍国化することを懸け念ねんした大陸の特殊工作員ってのはどう？　自分達の国が日本にとって、もう侵しん略りやくする価値すらないことに未いまだに気付いてないから」

「特殊工作員ですか、まさか今の時期に……？」

　師岡の声が微び妙みようにうわずっていた。

「それとも自国の主導権と国益を優先するＣＩＡ。こっちの方が確率高いか。アメリカさんは先にゲートを作られて、かなり頭にきてるみたいだし。どっちにしろ、そんなのに夜襲されたら、自衛隊の実力じゃ全ぜん滅めつよ。先せん手て必ひつ勝しよう。やられる前にやらないとね」

「自衛隊うちは専守防衛じゃ……」

「そうよ。だから、これは威い嚇かく射しや撃げき。北朝鮮の偽ぎ装そう工作船の領りよう海かい侵しん犯ぱんのときと、お・ん・な・じ」

「でも、威嚇で一〇六ミリ無反動砲を使うのは、やり過ぎではないかと……」

　師岡は及および腰ごしだ。

「いいっ、明日の朝からが本当の勝負よ！　なんとしても爆破時間前にコアの回収任務を遂すい行こうするからね」

　京子は強ごう引いんに話題を逸そらすと、チョコバットを取り出すと一いつ気きに半分を囓かじりながら、包装の裏のクジを確かく認にんする。

「ラッキー！　ヒットよ。これでやっと四枚揃そろったわ。東京に帰ったら速そつ攻こうで交こう換かんしに行かないと！」

　京子は満面の笑えみでチョコの包装ビニールを大事そうに胸のポケットにしまった。




拾伍　天尾星月２日Ⅰ区刻（日本時間２月15日07：08）







　朝日なんて未み来らい永えい劫ごうに訪おとずれない、と鈴木には思えた。

　爆ぼく発はつに乗じようじてネイチャーエンジェルスから逃にげ出し、どうにかホテルの隣となりにあったレストランのスタッフルームに潜もぐり込んで朝を待っている。あまり無む闇やみに動き回るのは危き険けんだと判断したからだ。まるでモグラの気分だ。既すでに樹じゆ脂し製の手て錠じようはホールに散乱していたステーキナイフで苦労して切断していた。

「これからぁ、どうするんですかぁ？」

　深み澄すみはイセンと一いつ緒しよにドライクリーニングしたての白い調理服にくるまって、夜や気きを凌しのいでいた。本人なりに心配なのかもしれないが、傍はた目めには臨りん場じよう感かんに欠ける話し方だった。

「とにかく救助に来ている自衛隊に合ごう流りゆうできればいいんだけど……」

「でもぉ、昨日きのうの子供達に襲おそわれるかもしれないですよぉ」

　深澄の言葉で鈴木の脳のう裏りに人肉を喰くい漁あさる少年少女の姿が思い浮うかんだ。三み鬼きが変異体と呼んでいた、あの者達だ。

「あの三鬼のことだから、絶対に追っ手を差し向けてるだろうな……」

　鈴木は今いま更さらながら酷ひどく後こう悔かいし始めていた。逃げ出しさえしなければ、とりあえずは身の危険性はなかったはず。それをわざわざ逃げ出そうなんて考えた自分は何と愚おろかなのだろうと。

「それでぇ、自衛隊のみなさんはどこにいるんですぅ？」

　深澄の質問に鈴木は答えに窮きゆうしてしまった。縦たて長ながの十じゆう字じ架かの形をした東京国際ゲート港は、四〇〇〇メートルの滑かつ走そう路ろを支柱とすると、横木の片側部分に当たるＡターミナルが、鈴木達がいる場所だ。しかし、この区域だけで最大長二〇〇〇×五〇〇メートルの広大な敷しき地ちだ。新宿御ぎよ苑えんとたいして変わらない。しかも反対側には設せつ備び関連の施し設せつが集中するＢターミナルもある。

「どうにかなるよ。きっと、たぶん……」

　鈴木は希望的観測でしか応こたえられなかった。今、鈴木を守ってくれるのは、逃げるときに三鬼から盗ぬすんできたコルト・コマンドＸＭ１１７Ｅ２が一挺ちようだけ。Ｍ16ライフルを特とく殊しゆ部隊用に短縮した銃じゆうでＳＭＧサブマシンガンにもなる。Ｓ１０９弾だん三〇発は弾倉マガジンにフル装そう塡てんされていた。

　しかし、もし少年達──変異体に襲われたときに銃を使えば、ネイチャーエンジェルスの奴やつ等らに気付かれるのは必ひつ至しだ。やたらに使うわけにはいかない。それでも鈴木は銃を一いつ瞬しゆんたりとも手放すことができない。いつしか銃は武器ではなく、お守まもりのような存在になっていた。

　鈴木は腕うで時計の液えき晶しよう画面を見た。バックライトに7:12の表示が浮かぶ。一日が約二五時間ある新世界での時差や、日ひの出でと日につ没ぼつを区切りに昼夜それぞれ四等分する新世界独どく自じの時間区分を考えると、ちょうどⅠ区刻になったばかり。ここには窓まどがないのでわからないが朝日は昇のぼっているはずだ。

「このまま、ここに隠かくれていても仕方ないから、ここを出て自衛隊を探さがそう」

　鈴木は意を決して深澄に切り出した。

「それなら、ちょっと待ってくださいねぇ」

「んっ!?」

「汗あせでベトベトしちゃって気持ち悪いんで、着き替がえたいんですぅ」

「でも、着替えなんて……。荷物は全部置いてきちゃったんだからさ」

「それなら大だい丈じよう夫ぶですぅ、ほらっ！」

「それって……」

　鈴木は深澄を見る眼めが点になった。

「はいっ。マンミラの制せい服ふくですよぉ。かわいいですよねぇ」

　深澄が自分に当てて見せたのは、淡あわい紫むらさきを基調としたウエイトレスの制服だった。この店はマンタ・ミラーズだったのだ。そういえば鬼おに糸いと巻まき鱏えいことマンタをあしらったデザインのものが、やけに多かったのに初めて気付いた。

「それを着るつもり……？」

　鈴木はちょっとヤな顔をした。きっと誰だれでもそうするだろう。深澄の神経を疑うたがわずにはいられない。

「でもでも、この服を着るのが夢だったんですぅ。学生時代、お父様に内ない緒しよでマンミラのバイトの面めん接せつを受けたんですけどぉ、ダメだったんですよぉ。だからぁ、いつか着てみたいってぇ、ずっと思ってたんですぅ！」

「そうだったの……でも今はちょっと……」

「すぐに着替えちゃいますから待ってて下さいぃ」

　いきなり深澄がサファリジャケットを脱ぬぎ出してしまった。今はもうタンクトップまで脱ぎ出している。もう、止めるに止められない。

「えっ、あっ、ちょっ、ちょっと、こんなところでいきなり……」

　鈴木が顔面を真まっ赤かにして焦あせりまくる。

「あっ、ちょっと、向こうを向いてて下さいねぇ」

　鈴木は慌あわてて背中を向ける。しかし深澄のペールブルーのブラが眼に焼き付いたあとだった。意外と大きいんだな……。そんなことが思い浮うかんだが、間ま違ちがっても口にはできない。

　しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音をさせながら、深澄はウエイトレスの制服に着替える。

「もぉ、いいですよぉ！」

　鈴木の前にはウエイトレス姿すがたの深澄がいた。マグライトの光の輪の中で、くるくると回って見せる。スカートの裾すそがひらひらと舞まう。驚おどろくほどのミニだ。深澄はスカートを指で摘つまんだりして、はしゃいでいる。

「さあっ、行きましょうかぁ、先せん輩ぱいっ！」

　深澄は両手を腰こしに当てて唐とう突とつに言った。

「へっ!?」

　鈴木は前後の脈みやく絡らくのない深澄の言動に戸と惑まどってしまう。

「だからぁ、ジエータイさんのところに行くんですよねぇ？　わたしはもう準備万ばん端たんですっ！」

「そお、それはよかったね……」

　すっかり観念していた鈴木はコルト・コマンドのスリングを肩かたにかけて、身の回りの点検を始めた。忘れ物はないかと一つ一つ指を差して確かく認にんする。

「じゃあ、行こうか」

　不安に苛さいなまれ続けながらも、鈴木は勇気を振ふり絞しぼった。スタッフルームの鍵かぎを開あけて、レバー式のドアノブに手を伸のばす。ガチャ。ドアノブを回す音がした。

「えっ!?」

　鈴木は身体からだをビクッとさせて手を引っ込めた。

「どうかしましたかぁ？」

「ガチャって……まだ触さわってないのに……」

　背せ筋すじが瞬時に氷結して、全身の毛が逆さか立だってゆく。

　ギギギギッ。静かにドアは開き出した。ドアの向こう側の闇やみが広がる。前方を照らすマグライトの光輪の縁ふちがその闇にかかった。

　誰だれかいる。そう感じてドアを閉しめようとしたときには遅おそかった。

　黄色い光を反射する牛刀がドアの隙すき間まに差し込まれ、肉厚の刃はを立ててドアをこじ開けようと動く。マグライトを放ほうり出して、鈴木は必死にドアが開かないように全身の力で押おさえたが、圧あつ倒とう的な力で、今にも押し返されそうだ。

「外に誰かいるっ！」

　鈴木は叫さけんだ。狭せまいスタッフルームに入られたら一ひと溜たまりもない。肩の小しよう銃じゆうを取ろうにも、ドアを押さえるのが精せい一いつ杯ぱいで肩に手を回す余よ裕ゆうがない。

「アオオアオーッ」

　声帯を震ふるわせるだけの呻うめきが不ぶ気き味みに響ひびく。このままだと遅かれ早かれ侵しん入にゆうを許してしまうだろう。どうすればいいのか……。

　しかし迷まよう間もなく、ドアはこじ開けられてしまう。鈴木はドアの前から吹ふっ飛ばされてよろけると、背中にスチール製ロッカーがシンバルのように騒そう々ぞうしく音を立てた。肩に電気が走る。

　ドアの向こうは暗くて何も見えない。床ゆかに落ちたマグライトは見当違ちがいに天てん井じようを照らしている。

　慌あわてて鈴木は肩の小銃を構えようと、肩にかけたコルト・コマンドを握にぎろうとした。が、銃を構える前に何者かが鈴木の両肩を鷲わし摑づかみにして、もう一度、ロッカーに強く叩たたき付けたのだ。後頭部に衝しよう撃げきを受ける。

「キャーッ！」

　女の悲ひ鳴めいは銃口焰マズルフアイアーが瞬またたくのと同時だった。銃が何かに引っかかったか衝撃で暴ぼう発はつしたのだ。

　狭いスタッフルームがパパパッとストロボのように連続して閃せん光こうを発する。メイド服のようなマンミラの制服が銃じゆう弾だんを浴びる度たびに舞まうように仰のけ反ぞる姿が浮うかび上がった。

「一いち乗じよう院いんさんっ！」

　気が動転していた。鈴木は深澄の名前を叫んでいた。急いで鈴木はマグライトを手て探さぐりで拾い当て点灯させる。

「なんで、なんでこんなことに……」

　嗚お咽えつする鈴木が見たのはドアに寄りかかるように座すわったマンミラの制服だった。鎖さ骨こつの下に横五つの銃じゆう創そうが並ぶ。銃創から溢あふれ出す暖かい血は両の乳ち房ぶさの谷間に沿そう小川となって流れている。

　イセンは、しきりに倒たおれている少女を心配するかのように少女の顔の前で鼻をひくつかせる。鈴木はしばらく口もきけずに血の流れをひたすら見つめているしかなかった。

「かわいそ……」

　ややあって、ぽつりと呟つぶやく声がした。

　びくっとした鈴木はマグライトを振ふる。そこにはメイド服の深澄がいた。

「えっ!?」

　もう一度、死体に光を当てる。やはり同じ制服だ。しかしその胸には〈あおき〉と書かれたネームプレートがある。深澄とは髪かみ型がたも違うし、年ねん齢れいも高校生か大学生くらいだ。別人──それも鈴木を襲おそった張本人だったのだ。そういえば銃声があった後に、鈴木への攻こう撃げきがなくなっていたということに、平静を取り戻もどし始めて鈴木はようやく気付く。

「一乗院さん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはなかった？」

「大丈夫ですぅ。でも、その人は……？」

「事じ故こだったんだ。それに彼女は変異体だったんだよ。仕方ないんだ。殺やらなければ僕達も殺られてたんだ……」

　しかし深澄は言葉を返さなかった。ザラザラした不快な沈ちん黙もくが流れる。銃の暴発といえども自分達が殺したようなものだ。しかも歳としの近い女の子を殺してしまったという事実は、やはり鈴木に限らず、深澄にもショックだった。

　鈴木は無言のまま深澄の手を取った。一秒たりともここにいることも、沈黙も耐たえ難がたかったのだ。鈴木は深澄の手を引いてスタッフルームを飛び出し、レストランの出口へと走り出た。




拾六　天尾星月２日Ⅰ区刻（日本時間２月15日07：21）







　お洒落しやれなオープンカフェにもなっている店内は、新しん鮮せんな朝日が昇のぼっていることを教えてくれていた。

「見～っけ！」

　レストラン中に響ひびき渡わたる少女の声に、鈴木は立ち止まっていた。逆光となったオープンカフェの客席に三つの影かげが浮うかび上がったのだ。それは巨きよ漢かんのメルルサ、頭から黒いローブを被かぶったアルファロッズ、そして布を纏まとっただけのココルだ。その姿は後こう背はいの朝日を受けて後ご光こうに包まれた異い形ぎようの天使の降こう臨りんをイメージさせる。

「ダメだよ。そんな大きな音のする武器なんて使っちゃ。筒つつ抜ぬけだって」

　ココルはニコッと微笑ほほえみを浮かべる。だが、その緋ひ色いろの眼めは決して嗤わらっていない。

「俺おれが日ひ頃ごろ、情けをかけてやったってのに逃にげるなんて莫ば迦かな奴やつ等らだ」

　メルルサは恩おん着せがましく言ったが、おまえには情けをかけてもらった覚えは一度もないよと、鈴木は喉のどの奥おくまで出かかった。

「僕達を連れ戻もどしにきたんだな」

　鈴木は心の動どう揺ようを隠かくして落ち着いているかのように見せた。

「ううん。三み鬼きのお兄ちゃんが言うには人ひと質じちは一人でいいんだって。だから連れて帰るのは一人だけ」

　ココルは、そこらの女子高生と変わることのない口調で言う。

「えっ!?」

　鈴木にはココルの言うことが理り解かいできなかった。

「どっちかは、ここに残りなってことだよ、間ま抜ぬけ野や郎ろう。ほら、そこにおまえが殺やったお仲間も転ころがってるし、淋さびしくないだろうよ？」

　メルルサは、あおきの遺体を睥へい睨げいする。明らかにメルルサは窮きゆう地ちに追い込まれている人間を面おも白しろがっていた。

「僕か一いち乗じよう院いんさんを殺すつもりなのか？」

「そういうこと。悪いけど諦あきらめてね。で、どっちにする？」

　まるでお菓か子しでも選ばせるような口調でココルは陽気そうに話す。

「僕を……僕を殺せ！　それで一乗院さんを人質にすればいい！」

　躊躇ためらいもなく鈴木は叫さけんでいた。鈴木本人さえもびっくりするような発言だった。もう二度と身近な人を失いたくないという気持ちが無意識のうちに反応したのかもしれない。

「先せん輩ぱいぃ……」

　深み澄すみは眼めを潤うるませながら鈴木の顔を見つめる。

「漢おとこだねえ。でも、はいそうですかで、おまえを殺すのも面白くない。ここは献けん身しん的な勇気を評ひようして人質は鈴木に決定だっ！」

　メルルサは腹の脂し肪ぼうを揺ゆらせてえげつなく哄こう笑しようした。

「待てよっ！　僕は人質なんか御ご免めんだ。僕を殺せっ！」

「や～だよ！」

　メルルサは歯し垢こうの溜たまった黄色い歯し列れつを見せつけた。

「女の方を殺すの？」

　ココルの眼つきが、瞬しゆん時じに獲え物ものを狙ねらう鷹たかの眼となった。

「そういうことだ。おまえが殺るか？」

「いやよ。男ならともかく、かわいい女の子を殺すのは趣しゆ味みじゃないのよ」

　ココルはあっさり断ことわる。

「ならアルファロッズはどうだ？」

　アルファロッズは無言どころか微び動どうだにすらしなかった。

「だったら、俺が殺ってもいいんだな」

　メルルサは嬉き々きとして戦鉞トマホークを振ふり回しながら前に進み出た。最初からそのつもりだったのだろう。

　どうにかしなければ。鈴木は深澄を救う方法を巡めぐらせる。

　鈴木が選んだ行動は──銃爪トリガーを引き絞しぼる。銃じゆう弾だんが勢いよく吐はき出される。五メートルと離はなれていない距きよ離りから高速小口径弾が使い古された革かわ鎧よろいのメルルサに襲おそいかかる。少なくともメルルサは殪たおせる。運が良ければ、もう一人くらい。そして自分はアルファロッズかココルに殺されるだろう。そうなれば必然的に深澄を人質にしなければならなくなる。それが鈴木の下くだした決断だった。

　鋭するどい金属音が響ひびく。変則的な跳ちよう弾だんが火花を散らして飛び交かった。

「うぐふっ！」

　メルルサの呻うめき声。メルルサは手にしていた二本の戦鉞トマホークを身体からだの前に構えて、致ち命めい傷しようを与あたえるはずの銃弾を弾はじいたのだ。そのため二発の弾丸がメルルサの脇わき腹ばらと上じよう腕わん部ぶの脂し肪ぼうをこそげ取ったにすぎない。致命傷どころかダイエットにもならなかった。

「この野や郎ろうがっ、よくもやりやがったな！」

　メルルサが激げつ昂こうして向かってくるのと、弾たまが尽つきるのは同時だった。

　失敗だ。鈴木は身をすくめる。しかしここで自分が死ねば深澄は助かる。そう思うと少しは気が楽だった。

　視界にはメルルサの振り降ろす巨きよ大だいな戦鉞トマホークが映ったのを最後に眼めをつぶってしまう。

「メルルサーッ！」

　ココルの声は悲ひ鳴めいとなってメルルサを呼ぶ。

　二秒、三秒……鈴木は死へと導かれることもなかった。

　代わりにバリバリと骨を砕くだくような鈍にぶい音、メルルサの想像を絶する苦く悶もんに呻く悲ひ鳴めいが轟とどろき渡わたった。

　恐おそる恐る開いた鈴木の眼に映ったもの──それは見たこともない巨大な生物だった。

　姿すがた形かたちは人のようであり、頭部は竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつを彷ほう彿ふつとさせる。灰かい白はく色しよくの体表はまるで甲かぶと虫むしのようでもあった。驚おどろくべきことに一五〇キロを優ゆうに越こえるメルルサを巨大な両腕うでで高々と持ち上げている。その四メートルを優に越える巨大生物は、昆こん虫ちゆうのような複ふく雑ざつに何重にも咬かみ合わさった鋭い顎あごを開く。鋭い大顎の牙きばをメルルサの腹に突つき立てると、そこから滴したたり落ちる真っ赤な血を全身に浴びながら、緩かん慢まんに脂肪を搔かき分けて臓ぞう腑ふを喰くい散らし血を啜すすり始める。

「このバケモノがっ！」

　ココルはひらりと床ゆかを蹴けって舞まい上がると巨大生物の首に取りつき、すかさず手にした短たん剣けんで生物の眼を狙ねらって剣先を渾こん身しんの力で突き立てる。八つ以上ある眼の一つが潰つぶれた。しかし血が流れることもなく、巨大生物もまるでダメージがない。

「な、なんで……なんで効きかないの!?」

　ココルが当とう惑わくしながら、短剣を引き抜ぬき、再度攻こう撃げきを加えようとしたとき、肩かたに密着していたもう一いつ対ついの凶きよう悪あくなほど大きな腕が伸のび、蠅はえでも払はらうかのようにココルを鬱うつ陶とうしそうに払い落とす。

「キャッ！」

　ココルは思わず短い悲鳴を上げた。だが床ゆかに激げき突とつする寸前にアルファロッズがココルを両手で受け止める。

「撤てつ退たいする！」

　滅めつ多たに口を開かないアルファロッズがココルに言った。

「まだよっ！　あたしはまだやれるわっ！　あんなバケモノになんかに負けないんだからっ！」

　ココルは未いまだ戦意旺おう盛せいだった。しかしココルが太た刀ち打うちできる相手ではないことくらい、鈴木にだってわかる。それほどに圧あつ倒とう的な力の差が厳げん然ぜんとあるのだ。

　それを百も承知のアルファロッズは、だだっ子のように暴あばれる一五〇センチにも満たない小さなココルの身体からだを強く抱だきかかえたまま放さない。

　そのときだった。黒いローブで覆おおわれて隠かくれている、普ふ段だんは見せることのない素す顔がおが一瞬だけ見える。よくは見えなかった。しかし、それを見た瞬間、鈴木は漠ばく然ぜんと自分の記き憶おくの中に何か引っかかるものがあった。
















　しかし鈴木がそれをもう一度確かめる暇ひまなく、アルファロッズは、あっという間まに闇やみの中に溶とけ込むように消えてしまった。

　あとにはメルルサの無む惨ざんな亡なき骸がら、鈴木と深澄だけが残った。銃じゆうは弾たま切ぎれだ。残っていたとしても、銃が通用するとは思えない。

　鈴木は巨大生物と対たい峙じした。人の姿のようでいて二対の腕と二対の脚あしのある異形の姿。メルルサの血糊で朱あけに染そまり、白と赤の絶ぜつ妙みようなコントラストを醸かもし出していた。

　距きよ離りにして四メートル余り。百ア眼ル巨ゴ人スのごとき無数の眼が鈴木を見み据すえる。節足動物に近い複眼や単眼のような眼もあれば、人間のそれと全く同じ蒼あおい瞳ひとみの眼もあるのが不ぶ気き味みさを弥いや増しにする。

　鈴木は生物から眼を逸そらさず、深澄の位置を確かく認にんした。自分が犠ぎ牲せいになっているうちに逃にがせられるだろうか。メルルサのときでも失敗したのに、この巨大生物相手にどこまでできるだろうか。この場で助かったとして、まだこの辺をうろついている変異体の少年達やネイチャーエンジェルスも健在だ。それなら、いっそダメモトでも二人で逃げるべきか。

『どうする？　どうすればいい？』

　鈴木は自じ問もん自じ答とうする。答えはどうどう巡めぐりとなって空から回まわりしていた。

　そのとき突とつ然ぜん、生物が背を向けた。二本の前脚と、副脚ともいうべき後脚で歩き出した。規則的な歩行は蠍さそりや蜘く蛛もにも似ている。

『攻こう撃げきして……こないのか？』

　しかし鈴木に疑問を抱いだかせながらも、灰色の生物は静かに瓦が礫れきの中を去ってゆく。

「わたし達を助けてくれたんですよぉ！」

　深澄は顔を紅あからめて興こう奮ふんしていた。しかし足元に血肉と喰い尽くされたメルルサの軀むくろが転がっているのも事実だ。

「わからない……でも敵てき意いはなかったと思う……」

　鈴木にはなぜか凶きよう悪あくな姿に不釣つり合いな淋さびしそうな眼、懐なつかしささえ感じる澄すんだ蒼あおい瞳ひとみがあるのを見たら、そう思わずにいられなかった。




拾漆　天尾星月２日Ⅰ区刻（日本時間２月15日07：39）







　キュラキュラと瓦が礫れきを踏ふみ砕くだく音が聞こえてきたのは十分も経たった頃ころだろうか。

「無む駄だな抵てい抗こうは止やめて、おとなしく投とう降こうしなさい。故く郷にのお母さんも泣いてるぞ！」

　音の割れたスピーカーから聞き覚えのある声が聞こえた。

「……それは警察ですって。それに相手に日本語が通じるとは限りませんよ」

　スピーカーは声の女に意見する男の声も拾ってしまっている。

「いいじゃない、ほっといてよ！　一度、やってみたかったんだから！」

「ですが中田二尉い、そういうのは、ちょっと……」

「中田!?」

　鈴木は声の主ぬしが誰だれだかわかってしまった。陸上自衛官の中田京子だ。よりにもよってこんなところで京子に出で逢あうとは……。

　自衛隊と合ごう流りゆうできたのは感かん謝しや感かん激げき雨あめ霰あられ（死語）。でも京子が指し揮きを取っているとなれば、それはそれで気が重い。

　京子の乗った六〇式自走無反動砲ほうが瓦礫を乗り越こえて来る。ヘルメットを被かぶった京子の姿も見える。自走砲はオープンカフェになった面から突とつ入にゆうし、お土産みやげコーナーの棚たなに履帯キヤタピラを勇ゆう壮そうに乗り上げて停車する。

　鈴木は無む駄だだとわかってはいても無意識に顔を背そむけてみた。

「あーっ!?」

　京子の甲かん高だかい声が響ひびく。もうダメだ。鈴木は正面を向いた。

「……や、やあ」

「なんで、あんたがこんなとこにいるのよっ！」

「ちょっと仕事で……」

　鈴木は恥はずかしそうに頭を搔かく。それから奇き跡せき的に破は壊かいされなかったテーブル席を探さがすと、鈴木と深み澄すみ、京子の三人は席についた。

　それからペガサスのこと、環かん境きよう保ほ護ご団体に捕つかまったこと、逃とう亡ぼうの顚てん末まつなど、洗いざらい話した。

「ネイチャーエンジェルス……？　なによそれ？」

　鈴木の話を一通り聞き終えた京子は、いつもといえばいつものごとく横おう柄へいだ。

「だから環境保護団体ですって。過激派で有名な、新聞やニュースとかにもよく出てるでしょ。あれですよ！」

「そうなの？」

「京子さん、新聞読んでないでしょ？」

「悪いっ!?」

　すぐに開き直るのも、京子のよくないところだ。

「えっ、いや、悪くはないですけど。とにかく危険な団体なんです！」

　それでも鈴木は根気よくこれまでの経けい緯いを事細こまかに京子に力説した。

「まあ、いいわ。とにかくペガサスを捕つかまえてたら、そのネイチャーなんとかに拉ら致ちされて、ついでにそこのウエイトレスもナンパしたと、こう言いたいのね」

　いつもながら京子に話すのは疲つかれる。どうしても話の重要な部分の認にん識しきが欠けつ落らくしたり、枝し葉よう末まつ節せつが極きよく端たんに誇こ張ちようされるからだ。

「だからあ、彼女はウエイトレスじゃなくてですね。僕の会社の同どう僚りようでして、一いつ緒しよに仕事をしてたんですってば！」

「仲良くペガサス探し？　あたしも、そんな夢のあるお仕事をしてみたいものね！　で、そのペガサスとやらはどこよ？」

　京子はあくまでも棘とげのある言い方をする。鈴木は深澄が抱だきかかえている羽ブタのイセンを恐おそる恐る指差した。京子はちらっとだけ見て、ふんと鼻を鳴らした。京子は信用していない。

「ホントですってば、信じて下さいよ。今度の新商品〈ぺがさすサブレ〉のイメージキャラクターとしてですね……」

「もお、いいわ。鈴木とその娘この仲がいいってのは、よ～っくわかりましたからっ！」

　さっきから鈴木の腕うでにしがみついている深澄を爪つま先さきから舐なめるように見上げながら京子が睨にらみつける。

「あ～、その眼めは信じてない。だから誤解だって何度も……一いち乗じよう院いんさんも、いい加減、誤解されるから離はなれてよ～」

「だってぇ、そこの女の人が恐こわい顔で睨むから恐くてぇ」

「恐い顔ですみませんねっ！」

「そんな、全然、恐くないですよ。京子さんは、ちょっと凛り々りしいところがあるから、それで……とにかく全部誤解なんですって！」

「無理に苦しい言い訳わけなんてしなくてもいいわ。金きん髪ぱつエルフだの、美人ウエイトレスだのに次々とおもてになって、鈴木も大変ね」

　京子は益ます々ます、毒々しく鈴木にイヤミを言う。

「勘かん弁べんして下さいよ～。今はそんなこと言ってる場合じゃないでしょっ！」

「そんなことわかってるわよ！　要は、そのネイチャーなんとかっていうカツラだか増ぞう毛もうみたいな名前のテロリストをぶっ潰つぶせばいいんでしょっ！」

「ネイチャーエンジェルスです。それに一応、テロリストじゃなくてＮＧＯなんですけど」

「テロリストもＮＧＯも似たようなものよ。だいたいＮＧＯなんて最近じゃおだてられてるけど、ろくなもんじゃないわ。だいたい今日きよう日び、猫ねこも杓しやく子しもＮＧＯだのＮＰＯだの名乗ってるけど、誉ほめられるような活動をしてるのはほんの一ひと握にぎりなんだから」

「まあ、いい団体もあれば、よくない団体もあるでしょうね」

「カンボジアのときなんて営えい利りに走って腐ふ敗はいしきった団体ばっかり。自じ称しようボランティアなんていって、しっかりサラリーマン並なみの手当をもらってるくせに、仕事もしないで国連職員に推すい薦せんしてもらおうとゴマスリ三ざん昧まい。だいたい現地の職人なら一日一本はまともな井い戸どが掘ほれるのに、井戸掘り専門のＮＧＯなんて一週間に一本しか井戸を掘らないで、しかも水が出る確率はよくて三割。結局、月に一、二本しか水の出る井戸を掘れないのよ。万ばん事じがその調子。人を莫ば迦かにするにもほどがあるわっ！」

「そんなこと僕にいわれても……」

「ま、いいわよ。で、そのＮＧＯは、なんでこんな大がかりな事件を起こしたのよ。愉ゆ快かい犯はんじゃ済すまないわよ。こんなに死人が出てるんだから」

「そういえば……ココアだかコアラがどうのとか……」

「コアじゃない？」

　身を乗り出す京子の声が大きくなる。その表情には、さっきまでのいい加減さが消えていた。

「あっ、はい、コアです。確かにそう言ってました。コアは自衛隊も狙ねらってるに違ちがいないって……」

　鈴木は昨晩の話を思い出しながら話す。

「そう。敵の狙いがコアってことは、単にあんたの話にあったクジラやマグロとかいう問題だけじゃ済みそうもないわね」

「その……コアっていうのは、いったい？」

　素そ朴ぼくな疑問だった。三み鬼きも教えてくれなかったことでもある。

「国家機密よ。ここの連中だって私以外は誰だれも知らないのよ。いくら小学校の同級生だからって、あんたみたいな民間人が知ることじゃないの」

「そんな凄すごい物なんですか？」

「そりゃあ、当然でしょ。ゲートを開くための中ちゆう枢すう部品なんだから。それに理論上、コアさえあれば空間転移が可能なんていう代しろ物ものよ。使い方によっては、『漂ひよう流りゆう教室』みたいに敵国の都市ごと異次元に飛ばす戦略兵器にもなりうる代物なんだから！」

「そんなに物ぶつ騒そうなものなんですかっ!?」

「あっ…………」

　京子は瞬しゆん間かん的に凍こおりつく。ようやく口が滑すべったのに気付いた。

「僕は聞いてませんよ。なんにも。コアのことなんて全然。ゲートの部品だなんて知らないです！」

　鈴木は慌あわてて言い訳にならない言い訳をする。

「いいわよ、別に。知っちゃったんなら。でも、どうなっても知らないからね。最悪、仲良しのウエイトレスさんともども生命いのちを狙われるなんてこともあるかもね」

　京子は鈴木を脅おどしつけた。

「そんなあ、そりゃないですよ～」

「聞いたのは、鈴木の責任よ。それまでせいぜい二人でラブラブの時間を楽しんでね。あたしはこれからやることがあるから」

「僕達を連れてってくれないんですか？」

「二人きりがいいんじゃないかと思って気を遣つかったつもりなんだけど」

「だから、僕達はそういう関係じゃないんですって」

「そうだったわね。まあ、ついてきたければ、ご勝手にどうぞ！」

　京子は嫌いやみっぽく言って立ち上がると、大おお股またの歩調で自走砲ほうを待たい機きさせてる場所へと行ってしまった。

「なんだか怒おこりっぽい人なんですねぇ、中田さんてぇ。やっぱり恐こわい」

　深澄は更さらにぴたりと鈴木にしがみつく。

「いつもは、そんなこともないんだけどね……」

　鈴木はすっかり弱ってしまった。京子を怒おこらせてしまったのだ。嫉しつ妬としてくれているというのは少しうれしい気もするが、このあとが大問題だ。しかも深澄は当事者としての自覚が皆かい無むなのだから困こまる。

　ようやく九きゆう死しに一いつ生しようを得たのに、鈴木はこの先が思いやられた。




拾捌　天尾星月２日Ⅱ区刻（日本時間２月15日10：18）







　昨さく日じつ来らい、時とき折おり聞こえる銃じゆう声せいや砲ほう声せいは、崩くずれかけた建物を震ふるわせるだけでなく、蛍けい太たの精神をも揺ゆさぶっていた。

　野村先せん輩ぱい達の死や戦せん闘とうが起きている非日常的な世界は、蛍太の精神的な疲ひ労ろうもさることながら体力さえも奪うばい去っていた。

　どうやら微び熱ねつがあるらしい。体調はだるいし、軽い頭痛もする。しかも夜は闇やみに潜ひそむ何者かの絶え間ざる恐きよう怖ふ、夜闇を劈つんざく爆ばく発はつに寝ね付つけずにいた。しかし、とうとう夜明け前には泥どろのように深い眠ねむりに落ちていた。

　蛍太が目め醒ざめたのは遅おそい朝だった。倉庫のコンテナ内は鍵かぎもかかり、ひとまずは安全だ。だけど少なからず充じゆう満まんしつつある腐ふ敗はい臭しゆうには悩なやまされている。多かれ少なかれゲート港全体に汚よごれた死の臭においは漂ただよい始めている。どこも似たようなものだから我が慢まんするしかない。

　事故当時、ゲート港にいた約三千人もの屍し体たいから発生するメタンガスが、そろそろ腐くさった腹を内側から破って発散を始める頃ころだろう。

　蛍太は自然と先まず真っ先にラースターの姿を探し求めている。信しん頼らいと不信、好意と憎ぞう悪お、対立する複雑な蛍太の感情がラースターには向けられていた。不ふ思し議ぎで微び妙みような関係だった。

　ラースターはコンテナの奥おく、あの機械の横に佇たたずんでいた。

「徹てつ夜やだったの？」

　蛍太は闇に佇むラースターのシルエットに声をかける。

「蛍太、起きていたのか？」

「ううん。いま起きたとこ。それで、その機械は使えそう？」

「完全ではないが使えることがわかった」

　ラースターが歩いて来る。ラースターの貌かおが徐じよ々じよに色を帯びる。

「その格かつ好こうは!?」

　蛍太はラースターのスーツではない格好に思わず眼めを伏ふせた。

「ここに置いてあった服だ。あの服では動きづらいからな」

　ラースターの格好はライダースーツようなタイプで黒と赤のツートンカラーを基調したボディーラインがくっきりと浮うき出るデザインだった。アクセントとして胸の中央には何匹びきもの蟻ありが組合わさったプラチナシルバーの紋章エンブレムが一ひと際きわ輝かがやいている。しかもよく見れば素材は半透とう明めいで、黒子ほくろさえ透すけて見える。いや、黒子よりも、蛍太の眼を奪うばったのは、クラナッハの描えがくような未み成せい熟じゆくな胸の膨ふくらみやヘアの若い茂しげみだった。

「そうなんだ……」

　蛍太は赤せき面めんしながらラースターから必死に視線を逸そらそうとする。対照的にラースターには恥はじる様よう子すはまるでない。

「蛍太の分もあるが、どうする？」

「遠えん慮りよしとくよ」

　蛍太は酷ひどく汚れていても制服を着ていたかった。それが自分と日常をつなぐ唯ゆい一いつの物のように感じたからだ。それに恥ずかしくて、とてもあんな服は着られない。

「それで、これからどうするつもりだい？　外は銃じゆう声せいもしてる。誰かが中山先輩みたいになってしまった人達と闘たたかってると思うんだ。もしかしたら救助かもしれない」

「本当にそう思っているのか？　敵かもしれないとは考えないのか？」

　ラースターは冷たく言い返した。

「そうだね。日本の救助隊なら銃は使わないはず。だったら銃を使ってるのは救助じゃない……」

「そう考えるのが妥だ当とうだな」

「もしかしたら救助隊の人も来たけど、その銃を持ってる連中に既すでに殺されてしまったかもしれない」

「可能性は充じゆう分ぶんあるな。なら、銃を持ってる輩やからは誰だと思う？」

「考えられることの一つは、僕ぼく等らと同じように生き残った人。それと、同じ生き残ったにしても中山先輩のように発狂してしまった人。だけど、どちらにしろ銃を持っているのは不自然だ。ゲート港に銃があったとは思えないし、あったとしても、こんなに破は壊かいされてしまったんだから、見つけるのは至し難なんの業わざだ」

「だとすれば考えられるのは？」

　ラースターが先を促うながす。

「第三者、つまりゲート港が飛ばされた後に銃を持ってここに来た人間。銃を持ってくる以上、それなりの覚かく悟ごと目的があってのことだ。だとすると今回の爆ばく発はつは事故じゃなく故こ意いの爆破って可能性も濃こい。もしそうなら銃を撃うっている連中は、まず間ま違ちがいなく爆破犯の一味ってことになる」

　蛍太は自分の思うところを言った。悲観的ではあるが、それが本心だった。

「それなら、これから、どうしたい？」

「僕は新世界のどこかにあるここを抜ぬけ出して、自分の世界に、日本に帰りたい」

「なぜ新世界だとわかった？」

「昨日きのう、二つの月を見たんだ。僕にだって地球じゃないことくらいすぐにわかるよ」

「判断力はあるんだな。それなら日本に帰れるかもしれないな」

「君はいつもそうなんだな。怖こわくないのかい？」

「何を怖おそれるというのだ？」

「この状じよう況きようを。今起きていることの全すべてを……何もかもみんな失ったみたいな今を……」

「蛍太は怖こわいのか？」

「怖いね。怖くて怖くて逃にげ出せるものなら、とっくに逃げ出してるさ。ラースターは本当に怖くないんだね」

「失うものがなければ人は強くなれる。それが全く意味のない強さでもね」

　ラースターはもの悲しさを感じさせる遠い目をするように話した。

「強さに変わりはないよ。僕にもそんな強さがあれば君を守れるのに。男だっていうのに僕の方が守られている始し末まつさ」

「男だと守らないといけないのか？」

「そのために男は身体からだが大きくて、力が強いんだと思う」

「メスを守る必要も奪うばい合う必要もない下等生物の多くは、オスの個体の方が小さいということか」

「難しいことはわからない。でも、そうしなくちゃならないって僕は思うだけだよ」

「でも、その必要はない。ここからは私とおまえは別行動だからな」

「どうして？　僕は確かにラースターの足手まといになっているかもしれない。それでも、僕は僕なりに君の役に立とうとしているんだ」

「蛍太、おまえは日本へ帰りたいんだろ。ならば私とは目的が違ちがうのだ。目的が違えば行動も異なるのは当然ではないか？」

「それなら、先まずラースターのやるべきことを僕が手伝う。次に僕が日本へ、元の世界へ帰るために協力してくれよ。これなら対等な関係だ。それなら問題はないだろ？」

「そうね。おまえはいつも優やさしすぎる──」

　そう呟つぶやいてラースターは蛍太を抱だき寄せるように両手を首に回してそっと搔かき抱いだく。

　蛍太は心臓をバクバク鳴らしつつも、為なすがままになって硬こう直ちよくしている。初めての経験に緊きん張ちようしまくっていた。

　しかしラースターは自分から静かに眼を閉じて、そっと蛍太と口唇くちびるを交まじわす。蛍太は眼を見開いたままだ。

　永遠に近い数秒間だった。やがてお互たがいの口唇の感かん触しよくが離はなれてゆく。

　そして青い火花と弾はじけるような放電音──針を刺さすような激痛が連続して蛍太の首筋に走る。数秒後には虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれていた。

　非ス殺タ傷ン兵ガ器ン──ラースターの義ぎ手しゆに仕込まれていたのだ。

　抵てい抗こうしようにも既すでに身体からだが言うことを利きかない。

「僕を裏切ったのかい……」

　そう言いかけたときに、手て刀がたなの一いち撃げきを首筋に受け、蛍太の意識はぷつりと途と絶だえた。

「──優しすぎるのよ。だから……」

　ラースターは力なくもたれかかる蛍太を見つめながら囁ささやいた。




　そういう瞬しゆん間かんに向かって、私は呼びかけたい

「時よ止まれ、おまえはかくも美しい」


Johann Wolfgang von Goethe[image: ＼]Faust
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　陸上自衛隊は日本政府の威い信しんに懸かけてネイチャーエンジェルスよりも先にコアを回収しなければならない。陸自部隊は、六〇式自走無反動砲ほうを先頭に隊員十名、それに鈴木と深み澄すみの二人は、一いつ見けんすると重化学コンビナート施し設せつのようなＢターミナルを進んでゆく。テーマパークやアウトレットモールのような外観のＡターミナルとは異なる趣おもむきだ。

　六〇式自走無反動砲は、昔々の昭和三〇年に開発された旧式もいいところの車しや輛りようだ。本来の目的は、敵戦車を待ち伏ぶせして一〇六ミリ無反動砲で攻こう撃げきすることだった。しかし無反動砲は発射時の排はい煙えんが多くて、すぐ敵に居い所どころがばれてしまったりと、戦術上の不ふ都つ合ごうが多く、制式採用された直後から運用面で問題視されていた。京子が簡かん単たんに持ち出せたのも、半なかば配備という名目で新世界に廃はい棄き物ぶつ同然に放置されていたからに他ほかならない。

　ところが全ぜん幅ぷく二・二三メートルと装そう甲こう車しやよりも小型軽量という特とく徴ちようは、ゲート内の狭せまい通路を通るには都合がよく、大きな道を避よけて通れた。そのおかげかどうか、未いまだにネイチャーエンジェルスとの接せつ触しよくはない。

　ところが中央制せい御ぎよ室しつのある建物内に入ると、今まで以上の無数の屍し体たいが累るい々るいと転ころがっていた。それだけではない。その軀むくろの殆ほとんどは、明らかに損そん壊かい、つまり喰くい荒あらされている。

「この建物はゲートの中ちゆう枢すう部、中央制御棟とうよ。一いつ般ぱん人じんは立入禁止区域なのに、なんでこんなに死体があるのよ？　まるで、わざわざここに運んでるみたいじゃない」

　歩きながら京子は屍し体たいの群むれの様よう子すを観察した。遺体の多くに内臓を引きずり出して啜すすったような痕こん跡せきが明めい瞭りように残されていることが見て取れる。

「でも誰だれが何のために？　ネイチャーエンジェルスには理由もないし……」

　鈴木は首を傾かしげる。

「ここまで徹てつ底てい的だと一人や二人の仕し業わざじゃないわよ。なんか心当たりないの？」

「もしかしたら、あの灰色の巨きよ大だい生物のせいじゃ……」

「巨大生物？　そんなんじゃないわね。もっと小型、せいぜい大型犬くらいの動物の仕業──ちょっと、あれは何？　もしかして生存者じゃない？」

　喋しやべっていた京子が見つけたのは、通路の突つき当たり五〇メートルほど先に見えた人ひと影かげだった。ちょうど中央制御室への入り口のところに、背を向けてしゃがみ込んでいる。

　鈴木には不吉な予感がした。その姿から察するにどうも高校生くらいの男子に見えるのだ。だとすれば……。

「おーい、そこの青少年。自衛隊が救出に来たぞーっ！」

　鈴木が忠告する前に、既すでに京子が大声で呼びかけていた。

「無視よ。やーね、最近のガキはホントに生なま意い気きよ！」

　ヤンキー座ずわりで後ろを向いたまま振ふり向きもしない少年に、京子は腹を立てつつも走り出していた。

「もしかしたら、あの少年は、普ふ通つうじゃないかもしれなくて……」

　鈴木が言い終える前に京子は少年のところに着いていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　返事くらいしなさいよ！」

　少年の肩かた越ごしに京子が呼びかける。しかし少年は背を丸めたまま手元で何かに熱中している。

「何？　せっかく助けに来てあげたってのに」

　京子は手にしていた八九式小銃を肩に掛かけ直してから、少年の肩に手をかけ、回り込むように少年を覗のぞき込もうとした。

　少年の首が振り向く。まだ子供らしい童顔の少年。しかし少年の顔を見た京子の呼吸が止まり、瞳どう孔こうが限界まで開いてゆく。

　あどけない少年の顔は赤黒く凝ぎよう固こして腐くさった血に塗まみれていた。そして暗がりになった少年の足元には、理科室の人体模型のような桃もも色いろの筋きん肉にく繊せん維いを露ろ出しゆつした物体が──

「わわっ！」

　びくっと身体からだを痙けい攣れんさせた京子は後ろに飛び退のくと、慌あわてて八九式小銃を震ふるえる手で構えようとするが、スリングが腰こしのホルスターに引っかかってしまった。

　それを見て取ったのか、少年が蛙かえるのように跳とんで京子に襲おそいかかる。

　間かん一いつ髪ぱつで躱かわす京子だったが、転んでしまった。四つん這ばいの少年が京子を見み据すえる。虚うつろな眼めだ。

「……こ、来ないでっ！」

　京子は顔をひきつらせて後ずさる。小しよう銃じゆうはホルスターに引っかかったまま、京子と一いつ緒しよにずるずると引きずられた。

　焦しよう燥そう感かんを顕あらわにした京子は銃をガチャガチャさせながら、たぐり寄せようとする。

　それを嘲あざ笑わらうかのような少年の口から、息の荒あらい呼こ吸きゆうと一緒に人肉の腐ふ臭しゆうが吐はき出された。既すでに狙ねらいを澄すませてタイミングを窺うかがっている。

　少年の赤黒い犬けん歯しが襲いかかる。京子の肩口に鈍にぶい激痛が迸ほとばしった。少年は渾こん身しんの力で戦せん闘とう服ふくごと肉を喰くい千ち切ぎったのだ。しかし悲ひ鳴めいすら出ない。少年はトドメを刺さそうと、京子の眼前で歯を剝むき出した。

　刹せつ那な、京子は少年の黒い口の中に咄とつ嗟さに抜ぬいたコンバットナイフの刃ブレードを突つき立てる。紙かみ一ひと重えの差だった。

　どぼどぼと少年の口の中から涎よだれ混まじりの鮮せん血けつがナイフ伝いに溢あふれ、京子の顔に落ちる。

　殆ほとんどの隊員達が急いでかけつけ、口々に京子に声をかけた。しかし京子は黙だまったまま、脳のう髄ずいを貫つらぬかれて即そく死し状態の少年の重い身体からだを払はらいのける。それから手で顔の血を拭ぬぐうと、暫しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だった。

「京子さん、大だい丈じよう夫ぶ……ですか？」

　鈴木が声をかけると、ようやく京子は我われに返った。

「なんなのよっ、あのガキは！　うぇっ、キモチワルッ！　スプラッタ映画の主人公じゃないのよ。こんなのがウジャウジャいるからイカレた兇きよう悪あく少年犯罪が増ふえてるのよ！」

「でも……殺人罪になりませんかね？　この男の子は日本の高校生みたいですよ」

　傍かたわらに転がる少年は学生服を着ていた。ゲー太郎くんバッジの他ほかに名札には、〈吉本要かなめ〉とある。額ひたいの中央に昔の千せん昌まさ夫おみたいな黒子ほくろがあった。安らかな死に顔は兇きよう暴ぼうというよりも人ひと懐なつこそうな印象を受ける。

「なに言ってんのよっ！　最初にしかけてきたのは向こうよ。立りつ派ぱな正当防衛よ！」

「相手は未成年の少年ですし……マズくないですかね？」

「兇悪犯罪を起こした少年こそ再犯率が八割以上なのは現実なの。甘あまやかして更こう生せいさせるぐらいなら死んでくれた方が被ひ害がい者しやは減るのよ。それより、あんたこそなんで、あたしを助けなかったのよ！　もう少しで死ぬところじゃないっ！」

　とうとう京子の大激げき怒どの怒ど声せいが始まった。八つ当たりを受けたのは一番近くにいたというだけの二は十た歳ちになったばかりの岩田一士だ。

「それは……万が一、発はつ砲ぽうして二尉いに弾たまが当たったりしたら大変ですし、それに発砲許可については書類にサインとハンコをもらわないと勝手にはできませんから」

　口ごもりながらも、岩田は訥とつ々とつと弁解する。

「何が書類よ。そんな紙切れの手続き一つに拘こだわって、もしあのまま、あたしが死んだらどうしてくれるのよ！」

「死ななかったんだからぁ、いいじゃないですかぁ」

　この深み澄すみの一ひと言ことが、更さらに京子を煽あおる結果となった。

「そういう問題じゃないの。部外者は黙だまってて！」

「でもでもぉ、女のヒステリーはよくないですよぉ」

「あ～もう一いち乗じよう院いんさん、そんなこと言っちゃあ……」

　鈴木が頭を抱かかえてしまう。

「なんなのよっ！　あたしに文句があるっていうの！」

「そういうわけではないんですけどぉ。そんなに怒おこるなんてぇ、もしかして生理中ですかぁ？」

「……せっ、生理っ!?」

「そうなんですか、京子さん？」

　鈴木が京子の顔色を窺うかがうように訊たずねた。

「莫ば迦かっ！」

　バチン。鈴木に猛もう烈れつなビンタがとんだ。伊だ達てに自衛隊の徒と手しゆ格かく闘とう訓練を受けていない。頭の芯しんから痺しびれ、鮮あざやかな紅葉もみじが左頰ほおに浮うかび上がる。

「なんで僕がぶたれなきゃいけないんですか～」

「…………」

　京子はむっつりと黙ってしまった。そして自走砲ほうに独ひとり戻もどると、黙もく々もくと何かをし始めた。なにしろ機き嫌げんは最悪だ。下へ手たに関かかわったら、とばっちりを受けるのは目に見えている。だから誰だれもが無関心を装よそおって何も言わないでいた。

「逃にげろーっ！」

　その叫さけびは砲ほう手しゆの師もろ岡おかから突とつ然ぜん発せられた。隊員達の動きは今までにないほど敏びん捷しようだった。一いつ斉せいに蜘く蛛もの子を散らして逃げる隊員達。隊員達は充じゆう分ぶんに離はなれるとヘッドスライディングのように身を伏ふせて器用に両手で眼め、耳、鼻を押おさえて口を軽く開あける。日ひ頃ごろから訓練を欠かさないでいるだけはある。

　しかしそんな悠ゆう長ちように感心している場合ではなかった。眼や耳を押さえるのは爆ばく破はによる衝しよう撃げき波はを軽減させるためなのだ。それがわかったときには、時とき既すでに遅おそかった。

　鈴木も逃げだそうとしたときには、ポンという間ま抜ぬけな発射音が聞こえていた。仕切られた空間内、しかも至し近きん距きよ離りでの爆発と衝撃波は予想以上に激しく、鈴木の背中をおもいきり押す。前につんのめる鈴木は高速回転のでんぐりがえしをさせられて吹ふき飛ばされる。

「痛ーっ！」

　立ちこめる暗あん褐かつ色しよく煙えんの中で、鈴木は痛む頭を押さえていた。耳鳴りもする。耳を保護しなかったので衝撃波で痛めたのだ。吹き飛ばされたときにあちこちぶつけたので全身が痛い。衝撃による耳鳴りが酷ひどかった。よりにもよって人が近くにいるにも拘かかわらず一〇六ミリ無反動砲を発射するとは……。

　そして沈ちん黙もく。やがて消えてゆく白い煙けむりの先には、ぽっかりとコアへと続く道が拓ひらけていた。

「これで、中央制せい御ぎよ室しつへの入り口が開いたわね。コアはこの先よ」

　京子は他人の迷めい惑わくも顧かえりみず、対戦車榴りゆう弾だんで穿うがたれた大きな穴を見て満足げだ。

「あの先にコアが……」

　鈴木は恐きよう怖ふに限りなく近い不安に煽あおられていた。

「綺き麗れいですねぇ」

　深澄はといえば、ひとしきり感激しているだけだ。

　中央制御室内は、全体が光ひかり苔ごけのようにピンク色の燐りん光こうを放つ幻げん想そう的な空間だった。コンクリートであろうはずの床ゆかも天てん井じようも表面をゼリー状のものに覆おおわれている。このゲル状物質が発光しているので照明がなくても不自由しない。しかし、とても現代科学の粋すいを集めたメガフロートのゲート中央制御室の中とは思えない幻想的な光景だ。

「これがゲートの制御システムなの？　まるでディグリトにあった遺い跡せきみたいじゃない」

　京子は不機嫌そうに言った。確かに以前見たあの遺跡が復元されたら、こんな感じになるのかもしれない。太たい古この昔、この惑わく星せいを支配していた人ならざる者によって創造された奇き怪かいな建造物群だ。鈴木にもあのときの悪夢が蘇よみがえってくる。

「この中にコアがあるんですね？」

　鈴木は一いち抹まつの不安を感じながら京子に訊きいた。鈴木はディグリトの地下遺跡で見た〈秘ひ蹟せき〉のことを思い出す。

「そう、みたいね……」

　京子もまさかこんな所にコアがあるとは思っていなかったようだった。クッピーラムネを食べる仕し草ぐさにも少なからず戸と惑まどいを見せている。

「二尉い、行きましょう。もう時間がありません。一刻も早くコアの回収をしないと！」

　そんな京子を見て隊員の一人が急せかした。

「ああ、そうね……」

　京子は気が進まないながら前進を命令した。

　先頭の六〇式自走無反動砲ほうを露つゆ払はらいにして、ゆっくりと注意深く進んでゆく。発光ゲルに足あし跡あとが残り、そこだけ光が弱まる。列柱のような硝子ガラスケースの並ぶ中央へと向かう通路は大型車しや輛りようの通過が可能なほど異い様ように広い。

「変な場所だな……」

　抽ちゆう象しよう絵かい画がのような非現実的な光景を初めて見る隊員達は、八九式小銃の銃把グリツプを心持ち強く握にぎりながら周囲を見回している。

　処女宮パルテノン神しん殿でんのエンタシス柱のような円柱が二列に並んでいる。しかしそれは単なる柱ではなかった。円えん筒とう形の巨きよ大だいな硝子ケースであり、その全すべてが赤味を帯びた液体に満たされている。

　液体だけでない。悪あく趣しゆ味みなホルマリン標本のように、耳の形でそれとすぐにわかるエルフが浸ひたされていた。それも耳の上辺あたりから水平に頭皮ごと頭ず蓋がいが切除され、白い大脳新皮質が露ろ出しゆつしていた。

「気味悪いですよぉ……」

　深澄が素す直なおな感想を述のべる。誰しも思っていたことだった。ホラー映画みたいで、どことなく映画〈エイリアン〉のデザインを手がけたギーガの作風を彷ほう彿ふつとさせる。

　この生理的嫌けん悪お感を具現したかのような中央制せい御ぎよ室しつのガラスの柱の並ぶ回かい廊ろうは約五〇メートル先で行き止まりだ。その最さい奥おう、玉ぎよく座ざか大樹の幹みきのように一段と高くなった台だい座ざには、この場の雰ふん囲い気きに似つかわしくない黄金色の大きな林檎りんごの果実にも似た物体が安置されていた。球体として考えると直径で一メートル弱。

「渡わたされた資料によると、あのでっかい林檎がコアってことになるみたいね」

　京子は黄金色に光を反射する林檎を凝ぎよう視しした。接続されたケーブル類は一いつ切さいなく、継つぎ目や溶よう接せつ跡あとさえない。こんな物がコアかどうか、鈴木には判断が付きかねた。しかし他に、それらしき物は見あたらない。それにしても、あんな物が世界を破は滅めつさせることのできる代しろ物ものにはとても思えなかった。どう贔屓ひいき目めに見ても三流現代彫ちよう刻こく家かの造った彫刻オブジエだ。

「ホント、皮肉なものね。惑わく星せいヘスペリアに黄ヘ昏スのペ乙リ女デ達スの苑そのの林檎とはね」

「ヘスペリデス……リンゴ？」

　深澄は興きよう味み津しん々しんの瞳ひとみで小首を傾かしげる。

「ギリシア神話よ。神々の結けつ婚こん式しきに一人だけ招待されなかった争いの女め神がみエリスが腹いせに、〈もっとも美しき女神へ〉と記しるした黄金の林檎を投げ込むの。するとゼウスの妃きさきヘラ、美の女神アフロディーテ、軍神アテナの三人が、林檎は自分のものだと主張したわけよ」

「それでぇ、どうなったんですかぁ」

「そこで誰が一番かをトロイアの王子パリスに審しん判ぱんさせることにするの。三人はそれぞれパリスに賄わい賂ろを約束する。ヘラは世界の支配権、アテナは絶対の勝利、そしてアフロディーテは絶ぜつ世せいの美女をね」

「それでパリスは何を選んだんですか？」

「莫ば迦かよね。美女を選んだの。しかもアフロディーテはギリシア王の幼おさな妻づまだったヘレネをパリスに誘ゆう拐かいさせたの。かくしてヘレネを取り戻もどすためだけに十年も続くトロイア戦せん役えきが始まったわけ」

「それってぇ、トロイの木馬の話ですかぁ」

「そうよ。でも、あたし達が林檎を奪うばい合うことになるなんてね」

「それより、このエルフは……いったい……？」

　鈴木は堪たえきれない不快感を口にした。

「まるっきり人ひと柱ばしらね」

　京子は特に感かん慨がいもなく話す。

「人柱って、昔、橋なんかを建設するときに土台に埋うめた生いけ贄にえですよね。まさか、これもゲートの生贄に……？」

「お莫迦。そんなわけないじゃない。資料だと記憶メモリー媒ばい体たいってだけ書いてあったけど、まさかこんなグロテスクなものとはね。よくわからないけど、ゲートを管理するためのＨＤハードデイスクみたいなものらしいわ」

「でも、そんなことのために、こんなにたくさんのエルフを犠ぎ牲せいにしたんですか？　そんなことが許されるんですか！」

　鈴木の声は怒いかりに打ち震ふるえていた。

「酷ひどいですよぉ」

　深澄も抗こう議ぎした。しかしミニのウエイトレス姿では、やはり真しん剣けんさが伝わらない。

「あたしがやったわけじゃないわよ。政府が調ちよう達たつしたんでしょ！　それにエルフは医薬品扱あつかいだから防衛庁じゃなくて厚生省の管かん轄かつなの。文句なら厚生省の役人に言ってよね！」

「だから今、エルフは謂いわれなき迫はく害がいで人口が減少しているんですよ。これじゃあ人ホ種ロ絶コ滅ー計ス画トだ！」

「最近は不ふ妊にん治ち療りよう薬やくの排はい卵らん誘ゆう発はつ剤ざいを使って四つ子、五つ子で子供を産うませてるし、成長促そく進しんホルモンなんかで割と安く養よう殖しよくしてるから、そんなことはないんじゃない」

「豚ぶたや鶏にわとりじゃないんですよっ！」

「そんなこといったって、エルフ生体部品は現代医い療りように必要不可欠なんだから仕方ないのよ。それに豚は食べるために育ててもいいけど、エルフは駄だ目めっていうのもおかしくない？　同じ生命に変わりはないのよ。人も含ふくめて全すべての動物は他の生命を奪うばって生きるしかないのよ」

「それは詭き弁べんですよ！」

「詭弁でもなんでもいいけど、あと三時間ちょっとで爆ばく破はが始まるのよ。ぐずぐずしてる時間はないわ！　さっさとあの林檎りんごを回収するわよ！」

「爆破？」

「そうよ。ゲート技術を第三国、特にアメリカさんに渡わたさないためにね。ゲート港はゲートが異常な手段で停止してから七二時間後に全すべてを爆破するようにプログラムされてるの。あたし達は爆破前に要救助者の救出の他ほかに、可能ならばコアを回収、無理なら確実にコアが破は壊かいされたかどうかを確かく認にんするために派は遣けんされたの」

「それじゃあ、このまま、ここに残っていたら……」

「木こっ端ぱ微み塵じんね」

「ハハハハ……」

　鈴木はあまりのことに虚むなしく乾かわいた笑いを発するしかできなかった。

　と、そのときだった。

「そこまでだ、憲法九条違い反はんの特別職国家公務員諸君っ！　ＣＯＲＥは我われ々われ、正義のＮＧＯ、Nature Angelsが預あずかる。おとなしくＣＯＲＥを渡してもらおうか」

　明めい朗ろう快活な声が天てん井じようの高い制せい御ぎよ室しつに反はん響きようする。そして予想通り、おもむろに前方の硝子ガラスケースの陰かげから姿を現したのは三み鬼きだ。ピンク色の光がその姿を異い様ように照らし出す。右手にはピンク色に輝かがやくコルト・パイソンが見える。

「はい、そうですかなんて、こんな物ぶつ騒そうな代しろ物ものを簡単にテロリストに渡すマヌケがどこにいるのよ、お莫ば迦かっ！」

　京子が負けじと三鬼に吼ほえた。

「バカとはなんだ。人にバカって言う方がバカなんだって、ＹＯＵはmamaに教わらなかったのか？　だいたい我々はテロリストではなくＮＧＯだ！」

「だって莫迦なんだからしょうがないじゃない」

　いかにも低次元な言い争いだ。

「最初の計画通りに人ひと質じちと交こう換かんというわけにもいかなくなった。おとなしくＣＯＲＥを渡せば、手出しはしない。おとなしく降参しろ！」

「こっちには戦せん闘とう車しや輛りようがあるのよ。勝てると思ってるの？」

　京子はＰＫＯ仕し様ようの六〇式自走無反動砲ほうの勇ゆう姿しを見せつけた。

「そんな半世紀も前の骨こつ董とう品ひんがか？　笑しよう止し」

「そっちこそ。自衛隊が環かん境きようオタクのテロリストなんかに負ける道理がないわ！　それにまともな環境保護団体だったら、なんでコアなんて欲ほしがるのよ！」

「ＣＯＲＥは、あくまでも地球と新世界の環境保護に使わせてもらうだけさ。しかし、そっちがそんな態度だと、残念だがこっちも実力行使しかないようだな」

　三鬼が指を鳴らすと、今まで姿を隠かくしていた傭よう兵へい達が次々に姿を現した。燦さん然ぜんと輝かがやく甲かつ冑ちゆう姿のジーベルを始めとしてノレス、シスマ、アルファロッズ、ココルの五人だ。異様な出いで立ちの傭兵達の姿に、今まで緊きん迫ぱく感かんの欠けていた自衛官達も臨戦態勢で銃じゆうを構え、ここにきて一いつ触しよく即そく発はつだ。

「そんなローテクなヘータイなんか雇やとったりして。もしかして寄付金不足なのかしら？」

「黙だまれっ！」

　いきなり三鬼が銃をぶっ放す。しかし銃じゆう弾だんは逸それて、硝子ガラスに放射状の亀き裂れつを生じさせ、水圧に負けた硝子が鈍にぶい音を立てて割れる。中の生理食塩水と一いつ緒しよに萎しおれた野菜のようなエルフがだらりと力なく流れ出る。死んではいないはずだが生体反応は見られない。そして今まで見えなかった背中に〈厚生労働省認可２４６Ａ〉と大きく刺青いれずみがされていた。
















「やれっ！」

　三鬼が号令を下すなり、五人が一いつ斉せいに散さん開かいした。敵は明らかに一か所に固まって銃じゆう撃げきを受けることを避さけている。近代兵器への対応ができているのだ。

「怯ひるむなっ！　撃うてーっ！」

　浮うき足立つ部下に京子も負けじと命令を下した。その瞬しゆん間かんからけたたましい銃声が支配する世界となる。薄うす暗ぐらい空間の中に飛び交かう火か線せん。勇ましく小銃を構える自衛官。薬やつ莢きようが床ゆかに落ちる金属音さえ煩うるさい。並んでいた硝子ケースは面おも白しろいように次々と破は壊かいされて、エルフの血が滲にじむ生理食塩水が床に満ちてゆく。

「どうしたっ！　しっかり腰こしを据すえて撃てっ！」

　割れた硝子柱の台座を掩えん蔽ぺい物ぶつにしながら射撃を続ける横山一曹そうが部下を叱しつ咤たした。その自信に満ちた顔に焦あせりの色が浮かび始めている。

「動きが早すぎて狙ねらいが……とても人間業わざじゃないです」

「文もん句くを言うな。死にたくなかったら、死ぬ気で撃てっ！」

　鼓こ舞ぶする横山の声も心なしか震ふるえていた。誰だれの心にも恐きよう怖ふが鎌かま首くびをもたげている。

「レフリームの力って、この程度なの？」

　ココルは舞まいを舞まうような体たい捌さばきで余よ裕ゆうで銃弾を避けながら嘲ちよう笑しようする。

「なら、こっちから行くわよ！」

　ココルが指の間に挟はさんだ四本の投矢ダーツを下手投げで投げる。華きや奢しやな腕うでながら全身を鞭むちのように撓しならせて投げた投矢ダーツは音もなく、岩田と谷の喉のど元もとに深く突つき刺ささった。

「うぐふっ！」

　二人は喉に何か詰つまらせたかのような呻うめきを漏もらした。

「岩田と谷が殺やられたっ！」

「女子供だからって容よう赦しやするな！　撃ち殺せっ！」

　目の前で倒たおれる部下を抱かかえ、横山が叫さけびながら仁に王おう立だちになると、雄お叫たけびを上げながら八九式小銃を撃ちまくった。

「きゃはははっ。そんなんじゃ当たらないよーだっ！」

　ココルは難なく銃弾を擦すり抜ぬけてしまう。その姿はまるで小妖よう精せいの戯たわむれだ。尋じん常じようの動きではない。

「さて、こっちもココルばかりにやらせておくわけにもいかないな。ノレス、アルファロッズ、俺おれの援えん護ごをしろ」

　そう言って飛び交かう銃弾にも臆おくすることなく前面に出たのは、白金に輝かがやく壮そう麗れいな甲かつ冑ちゆうに身を固めたジーベルだった。ジーベルは呪じゆ文もんの詠えい唱しように入る。その間、ジーベルへの攻こう撃げきはノレスとアルファロッズが牽けん制せい攻撃を仕し掛かけることによって逸そらされた。

　呪文によってジーベルの魔ま導どうが具現してゆく。ジーベルの背はい後ごから大気が凝ぎよう縮しゆくしてゆくように何かの姿を形成してゆく。それは屈くつ折せつ率りつの異ことなる半透とう明めいの存在で、その姿は正まさに弓矢を手にしたアルテミス女神だった。そして右手の弓を突き出すと大気の気を集中させた矢を番つがえる。矢は電気を帯びているのか時とき折おり、放電現象を起こしていた。

「轟ごう雷らい閃せん矢しっ！」

　ジーベルの気合いの一声で、アルテミスの幻げん像ぞうが矢を放つ。矢は弦つるを離はなれた瞬間から散弾銃シヨツトガンのように雷矢のシャワーとなる。

「うわわわあっ！」

　襲おそい来る無数の魔導の矢を前に鈴木は思わず叫さけんでいた。もうダメだ。

　しかし矢はどれも見当違ちがいの方向へと飛んでいってしまう。矢が壁かべや硝子ガラスケースの残ざん骸がいに当たると、アーク溶よう接せつのように激しく火花を散らして周囲を黒く焦こがした。

「ぎゃっ！」

　助かったと思った瞬間、岸部一士が墨すみのように黒焦こげになって感電死する。硝子ケースからこぼれた水によって濡ぬれた床ゆかの上に立っていたのだ。

「これってメフィスト級じゃない。直撃してたら全ぜん滅めつよ……」

　京子は炭化した死体を見ながら背筋の凍こおる思いがした。

「ちっ、外はずしたか！」

　消えゆく半透明の女神を見つめながらジーベルが舌打ちする。

「隊長～、だからあんな幻まぼろしの具現魔導なんかに半分以上も力を割さかないで、攻撃魔導に集中すればいいって、いつも言ってるのに！」

　ココルがジーベルに向かって文句を言う。

「それだと美しくないだろ！　魔導は美しくなければ意味がない」

　ジーベルには反省する様よう子すはない。

「全まつたく隊長は、いつまでも子供なんだから」

　ココルは言うことを聞かない子供を見るような視線を浴びせた。

　だが、異常が起きたのは次の瞬間だった。部屋全体が鳴動している。ロックバンドのコンサート会場にでもいるような低い重低音が横おう隔かく膜まくをぶるぶると震ふるわせる。

「なにっ!?」

　京子はまるで空間が胎たい動どうするような錯さつ覚かくに襲われた。壁へき面めんのピンクの蛍けい光こう物質が波立つように輝かがやいている。

「今の魔ま導どうの電撃で、死んでいたシステムが起動したのか！」

　三鬼も空間全体が明めい滅めつしつつも明るくなってゆく様さまを見ていた。まるで空間が歪ゆがんでいるようだ。割れずに残っていた硝子ケースの中のエルフの口からわずかながら気き泡ほうが漏もれる。三鬼や傭よう兵へい達もたじろいだ。

　しかし自衛隊に与あたえた影えい響きようは更さらに大きかった。銃じゆうが全く効きかないだけでなく、強力な魔導を見せつけられた隊員達に動どう揺ようが広がっている。なによりも死者が出ている。

「この隙すきに敵の前方に一発かまして目にもの見せてやりなさい！」

　京子は自走砲ほうに駆かけ寄ると砲手の師もろ岡おかに向かって命令した。

「そんなの当たりませんって！　これは対戦車用なんですよ。ここはひとまず退たい却きやくしましょう！」

　師岡は完全に怖おじ気けづいている。

「ふざけたこと言わないでよ！　実質国防費世界第二位の自衛隊が、あんなのに負けるはずがないでしょ！　うだうだ言ってないで撃うつのよっ！」

　京子は手にした拳けん銃じゆうの銃把グリツプの底で、師岡の頭をヘルメット越ごしに思いっきり殴なぐった。

「わ、わかりましたよ……」

　砲ほう手しゆは照準もいい加減に二門の六一式一〇六ミリ無反動砲を発射する。砲ほう弾だんはコアの真上に直ちよく撃げきする。爆ばく音おんが轟とどろき、閉へい鎖さされた空間内での爆発は部屋を滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいした。

「お莫ば迦かっ、コアが壊こわれたらどうするのよ！」

　京子は、また砲手を拳銃で小こ突ヅいた。

「でも、二尉いが撃てって……」

「着弾点を考えなさいよっ、着弾点を！」

「言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやだよ……」

　師岡は京子に聞こえないように小声でぼやいた。

「なにか言ったっ？」

　京子が怪け訝げんそうに睨にらみつけた。煙けむりの合あい間まから覗のぞく顔は煤すすけている。

「いえ、なんでもないです……」

「しっかり聞こえてるわよ。──林二曹、バックで出して！　ここは視界が悪くて危険よ。移動よ！」

　無反動砲の欠点である排はい煙えんが煙幕のように立ちこめる中、京子は自走砲を後退させた。履帯キヤタピラが軋きしみ、発光ゲルの上に散乱する硝子ガラス片へんやエルフの軀むくろを踏ふみつける。エルフの内臓が潰つぶれたり、骨が砕くだける感かん触しよくまでも伝わってくる。

「後退よ、後退っ！　射撃をしつつ制せい御ぎよ室しつ入り口まで戻もどるぞ」

　京子は自走砲の車長用ハッチから上半身を乗り出して、所構わず銃じゆう架かに据すえ付けられたＭ２重機き関かん銃じゆうを唸うならせる。本来の目的とは異なる近きん距きよ離り戦での運用経験からＰＫＯ仕し様ようの自走砲には銃架が追加されていた。

「横山、負傷者には構うな！」

　喉のどにナイフを突つき立てられつつも、瀕ひん死しの岩田を引きずって運ぼうとした横山を京子は一いつ喝かつした。京子の次に階級が高く、しかも責任感が強いベテランの横山一曹が一番若い岩田を見捨てておけなかった気持ちもわかる。しかし戦せん闘とう中ちように負傷者を助けようとして戦力が低下し、結果、隊が全ぜん滅めつした例は数限りない。だから戦闘終しゆう了りよう後ごに負傷者を回収するのが常識。仲間を助けることよりも、敵を殺すことが最優先される。それが戦争なのだ。

　頭上、数センチの高さで飛んでくる跳ちよう弾だんに鈴木は、為なす術すべもなく頭を抱かかえてうずくまっていた。鈴木は絶えず自走砲ほうが楯たてになるように這はい回っていたのだ。いちごゼリーのような発光物質に顔を埋うめていると、その感触は死者の肌はだのようにさえ思えた。銃じゆう弾だん一発で自分も、この冷たいゼリーと同じ感触になるのだと思うと、死というものが、このゼリーの中にあるような気さえする。

　戦せん況きようは最悪だった。好転する気け配はいもない。遮しや蔽へい物ぶつが多い地形での戦闘、そして日ひ頃ごろの実弾訓練の乏とぼしさから隊員の練度は低いようだ。

「被ひ害がいはどのくらい？」

　深刻な顔をした京子は側そばに来た横山に確かく認にんした。

「三名……いえ、岩田一士を入れて四名が戦死。それに、ほぼ全員が負傷しています」

　横山が悔くやしそうに言う。

「こう敵に肉にく薄はくされては同士撃うちの危険があって、思うように射しや撃げきができません」

「そうね。あたしは自走砲で食い止めるから、その隙すきにあなたが残りの者を指揮して」

「ですが、それでは二尉が危険に……」

「そう簡単に死ぬわけないでしょ。いいから早くっ！」

「……諒りよう解かいっ！　自分が先導して撤てつ退たいを開始します」

　横山は不ふ承しよう不ぶ承しよう、納なつ得とくしながら京子からの命令を遂すい行こうすべく離はなれていった。

「鈴木も聞いてたでしょ。撤退するから、一いつ緒しよに逃にげなさい」

　京子は自走砲の脇わきで伏ふせている鈴木に言った。しかし視線は敵から逸そらさない。

「はっ、はい……じゃあ僕は一いち乗じよう院いんさんと一緒に……？」

　鈴木はきょろきょろと見回してみる。しかし深み澄すみの姿はどこにも見えない。イセンもだ。

「いいから、早くしなさいよ」

　京子が急せかす。

「でも、一乗院さんが……」

「ああ、もおっ、手て間まばっかりかけるんだから。一人のために部隊全体を危険に曝さらすことはできないのよ。あの娘このことは、あたしがどうにかするから、鈴木は行って！」

「そんな……京子さんと一乗院さんを置き去りにするなんてできませんよ」

「あの娘はあたしがどうにかするから」

「僕も残って戦います。やらせて下さい」

　鈴木の目は真しん剣けんだった。

「わかったわよ。じゃあ後ろに乗って」

　京子は仕方なく鈴木を自走砲の後ろに乗せた。
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「せんぱぁ～い、待ってください～ぃ」

　逃にげ遅おくれたのは物もの陰かげに隠かくれていた深み澄すみだった。耳を塞ふさぎ、眼めをぎゅっと閉じて小さくなっていたので、自衛隊の後退を知るのが遅おくれてしまったのだ。

　煙けむりに霞かすむ自走砲ほうが後退してゆくのを見て、深澄は自走砲に追いつこうと走り出そうとした、その瞬しゆん間かん、何者かに手首を強く摑つかまれてしまう。深澄が振ふり向くと、三み鬼きだった。

「ＹＯＵには残ってもらうよ。まだ利用価値があるからな」

　三鬼は深澄に口を三日月のように撓たわめて微笑ほほえんだ。自走砲は遥はるか先、もう制せい御ぎよ室しつの入り口付近にまで後退していた。

「遠えん慮りよしたいんですけどぉ、無理なんですよねぇ」

　深澄の声は尻しり窄すぼみになってしまって、三鬼には届かない。

　三鬼は精せい悍かんな顔を引き締しめて傭よう兵へい達の姿を求めていたのだ。そしてシスマとココルの姿を認めた。

「シスマ、ココル、ここはいいっ。奴やつ等らを逃がすな、息の根を止めろ！」

　ジーベルが大声で命令すると、二人は自衛隊の追つい撃げき戦せんに向かった。

　自衛隊にはすぐに追いつくことができた。自走砲は履帯キヤタピラをキュラキュラと鳴らしながら依い然ぜんとしてバックのまま全速で走っている。履帯によって無む惨ざんに割られ、潰つぶされてゆくリノリウムの床ゆかは耕こう耘うん機きに耕たがやされた後の畑のようだった。

　そして自走砲に乗っている京子と鈴木も、この二人の追っ手の姿を認めた。

「京子さん、一いち乗じよう院いんさんはどうするんですか？」

　三鬼に捕つかまった深澄の姿がどんどんと小さくなってゆくのを鈴木は見ているしかなかった。

「今、あたし達まで、捕まるわけにはいかないのよ」

「それはわかってますけど……待ってて下さいね、一乗院さん」

　鈴木は自分の無力さを痛感しながらも、必ず深澄を救い出すことを決意していた。

「いつまでも感傷に浸ひたってんじゃないの。鈴木っ、これ代わって！」

　京子が自走砲ほうに摑つかまっている鈴木に重機き関かん銃じゆうを手て渡わたす。

「えっ、でも……」

「引き金を引いてりゃ勝手に弾たまが出るから！」

　京子は投げやりに言って車長席を鈴木に譲ゆずった。そして京子自身は師もろ岡おかに指示しながら六八式一〇六ミリＲＲ粘ねん着ちやく榴りゆう弾だんを無反動砲に装そう塡てんさせる。

　仕方なく、鈴木も言われた通りにすると、たちまち毎分六〇〇発の速度で連続して発射される。無論、一二・七ミリ弾の凄すさまじい反動に銃身が重いきっり跳はね上がったりして、あちこちに曳えい光こう弾だんの軌き跡せきが流れる。スターマイン花火のようだった。しかしそれが逆に効果的だった。撃うってる本人すら予想できない弾道を予測して避よけることなど、いくら超ちよう人じん的な技わざを持った傭よう兵へい達にも無理だった。

「どうするシスマ？　このままだと近付けないよ！」

「無理は禁物だ。レフリームとはいえ、いずれ隙すきが生じる。それまで待てばいい」

　シスマは柱の陰かげから通路の角へと常に物陰を移動しながら好機を狙ねらっている。ココルもシスマの言葉に従って、すぐに攻こう撃げきをしようとは試みない。ココルもシスマも元々は剣けん闘とう士しや傭兵ではない。暗殺者の出だ。待つことには馴なれていた。

　銃声がぴたりと止やんだ。考えなしに撃ちまくっていた鈴木が調子に乗って全弾を撃ち尽くしてしまったのだ。

「今だっ！」

　シスマとココルは二手に分かれて襲おそいかかる。

「させるかっ！」

　京子だった。連装の砲口から閃せん光こうが煌きらめく。続いて黒い排はい煙えんが溢あふれる。

　後方四〇メートルの地面に命中。大穴が穿うがたれ、表層の砕くだかれたコンクリートの白い粉ふん塵じんが溢れ出して、道路はたちまち白と黒の二色の濛もう々もうたる煙けむりに埋うめ尽くされる。

　視界ゼロ。その瞬しゆん間かん、鈴木は鞭むち打うち症しようになりそうなほど激しいショックを受けた。方向感覚を失った自走砲が、横に建っていた建物の壁へき面めんに接せつ触しよくしたのだ。やはり後ろ向きでの走行には無理があった。派は手でなオレンジ色の火花が散り、車体がスピンする。

　鈴木も京子も鋼鉄製の車体に全身を強く打った。鈴木は装そう甲こう板ばんに突つっ伏ぷして呻うめいている。

「逃にげるのも、ここまでよ」

　ココルは停止した自走砲に飛び乗ると、鈴木の髪かみを摑つかんで頭を持ち上げる。首筋にはいつでも喉のどを搔かっ斬きれるように短たん剣けんが突きつけられた。

　京子は打ち所が悪かったのか額ひたいから一筋の血を流して失しつ神しんしている。

　鈴木は汗あせまみれの顔で必死に抵てい抗こうしようとしたが、動くに動けない。

「死ねっ！」

　ココルは短剣で首を搔かこうとした、正にそのときだった。いきなりココルは右手に衝しよう撃げきを感じたのだ。

　次の瞬間、ココルは自分の眼めを疑った。

「えっ!?」

　短剣がない──それだけではない。右手首から先がないのだ。五本の指も掌てのひらも……。

「手が……!?」

　痛いとかそんな感覚はまるでない。しかし白い橈とう骨こつが見えている手首からは噴ふき出す鮮せん血けつが流れている。まるで悪夢のように……。

「ココルっ！」

　茫ぼう然ぜんと失った手首を見つめるココルを抱だきかかえるようにして、シスマが自走砲ほうの陰かげに飛び込んだ。直後に自走砲の装甲板に機き銃じゆう弾だんが一列になって走る。

　シスマは銃弾の発射された先を確かく認にんしようと眼を凝こらす。充じゆう満まんする粉っぽい白はく煙えんの中にぼんやりと浮うかんだのは、異い形ぎようの巨きよ大だいな影かげだった。

　逃げるにしてもココルは酷ひどい負傷を負っている。シスマは影の脅きよう威いを感じつつも、まず手首から根こそぎ吹ふき飛ばされたココルの右手を衣服を裂さいて止し血けつした。それでも布は瞬しゆん時じに真まっ赤かに染まる。

「どうする……」

　シスマが自問する。ココルは失血性のショック状態。このままでは生命の危険にも関かかわる。

　影の正体は煙けむりのヴェールを脱ぬごうとしていた。

『本当に生き物なのか……それとも……』

　赤い眼のようなものが四つ、五つと、不ぶ気き味みに爛らん々らんと光る。人と似た姿ながら、四本の脚あしと四本の腕うでを持ち、竜りゆうのごとき鋭するどい牙きばのような大顎あごのある頭。悪意に満ちたおぞましい形なりだ。

　シスマは固かた唾ずを吞のんで様よう子すを窺うかがっていた。ココルのことを考えれば、このままじっとして、やり過ごすしか方法はなさそうだと思った。

「あれはっ!?」

　誰だれかが素すっ頓とん狂きような声を張り上げる。鈴木だった。無数の眼が一いつ斉せいにその声の主ぬしを求めて左右に蠢うごめく。その視線がシスマとも合ってしまった。

『気付かれたっ！』

　シスマは心の中で舌打ちする。これでやり過ごそうなんて甘あまい考えは脆もろくも消え去った。

「ならば先せん手て必ひつ勝しようっ！」

　シスマは、ココルを残して跳とぶ。

「──でかいっ！」

　巨きよ大だい生物は人の背せ丈たけの倍は優ゆうにある。それでも天てん井じようの低さから身を屈かがめた姿勢だ。

　しかし怖おじ気けづくわけにはいかない。

『大きければ、それだけ動きも鈍にぶくなるはずだ』

　シスマは灰色の巨大生物の死角に回り込もうと左に跳ぶ。確かに動きは鈍にぶかった。無数の眼だけは的確にシスマを捕ほ捉そくするも、動き自体は緩かん慢まんだ。

『これならいけるっ！』

　シスマは短めの直刀を抜ぬき放つ。白はく刃じんが煌きらめく。甲こう殻かくを持つ生物の弱点は関節にあると判断しての選せん択たくだ。

　狙ねらいは肩かた関節だ。シスマは壁かべを蹴けって三角跳びにバケモノの上に躍おどり出る。

　刹せつ那な、再び機き銃じゆう弾だんが流れる。同時に巨大生物の大きな腕から薬やつ筴きようが放物線を描えがいて放出される瞬しゆん間かんが見えた。

『不ふ可か視しの矢だとっ!?　こいつはレフリームの武器が使える。生物じゃないのか……』

　弾道は僅わずかにシスマを逸それるものの、シスマは空中でバランスを失ってしまった。

　それでも着地と同時に地面を蹴って、シスマは敵の背後に迫せまる。しかし直後、今度は小さな腕によって弾はじき飛ばされ、自走砲ほう脇わきに激しく打ち据すえられてしまった。

「シスマっ！」

　這はうようにシスマに駆かけ寄ったのはココルだった。ココルの白かった衣は大半が朱あけの斑まだらに染まっている。

「大だい丈じよう夫ぶだ……ウッ」

　シスマが眉まゆを険けわしく寄せて吐と血けつする。

「で、でも……」

　心配そうにココルが傷だらけのシスマの顔をじっと見つめる。

「しくじったな。今ので肋あばらを何本かやられたらしい」

「ここはひとまず逃にげようよ」

「難むずかしいだろうな。あいつはレフリームの武器も使う。正直、今の俺おれとおまえじゃ逃げ切れない」

「じゃあ、どうするの？　このままメルルサみたいに奴やつに喰くわれろっていうの？」

「そうか……メルルサの奴はあいつにやられたのか……メルルサほどの男がそんな簡単にやられるとは信じられなかったが……納なつ得とくしたよ」

　シスマの息遣づかいは段々と荒あらくなっていた。

「あたしがやるよ。手の一つや二つなくても、あんなバケモノごとき仕し留とめてみせるよ！」

　ココルは傍かたわらに転がっていた自分の短たん剣けんの柄つかから千ち切ぎれた自分の人差し指と中指を外はずして、左手で握にぎりしめた。

「やめておけ……逃げるんだ。この場は俺おれが時間を稼かせぐ……その隙すきに……」

　シスマは全身打だ撲ぼくの身体からだに鞭むち打って立ち上がった。

「シスマこそ無理だよ。こんな身体じゃ……」

「そうだな……もう長いことはなさそうだ。それなら……一人でも助かる見込みのある奴を助けてやりたいじゃないか……」

「そんな、まだ大だい丈じよう夫ぶだよ。二人で逃げようよ」
















「物心ついた頃ころから今までずっと人を殺あやめ続けてきた人生だ。身体中、それこそ、こんな傷だらけの醜みにくい顔になるまでな。金で恨うらみもない者を殺し、観客の娯ご楽らくのために闘とう技ぎ場じようで殺し合うだけの生活だ……最さい期ごくらいは人助けをして罪滅ほろぼしをさせろよ……」

　シスマは立つのもやっとで、ゆらゆらと肩が揺ゆれている。

「シスマ……」

「生きろよ。俺の生命に代えて守るんだからな……それから、まだ若いんだ……できたらこんな稼か業ぎようは捨てろ。こんなことをいつまでも続けてれば俺やメルルサみたいに、ろくな死に方ができないぜ。その器量なら大丈夫、いい男が見つかる。堅かた気ぎの男だ。そしたら結けつ婚こんしろ。そして子供を産うんで……婆ばあさんになったら子供や孫に囲まれて惜おしまれつつ天に召めされるんだ。俺みたいに道みち端ばたに屍しかばねを曝さらすような死に方はするな……わかったか」

「本当にこれでお別れなんだね」

「俺との約束は守れよ」

「……うん」

　ココルはぼそりと言って頷うなずいた。

「幸せになれ……じゃあな」

　その言葉を最後にシスマは鎌刀ハルペーを両手で握にぎりしめて、真っ向から剣けんを振ふり翳かざす。

「うわあああああああっ!!」

　腹の底から振り絞しぼるような叫さけび声を上げながら死地に斬きり込んでゆく。

　しかしシスマは抵てい抗こうする間まもなく巨きよ大だいな腕うでに捕つかまれてしまう。そのまま頭と足を持って捻ひねるようにして、造ぞう作さもなく胴どう体たいを引き裂さく。納なつ豆とうの糸のように小腸がだらりと引くのも構わず、巨大生物は何重にも咬かみ合った顎あごを展開させて、貪むさぼり喰くらい付き血を啜すすり始める。

　想像を絶する苦痛だったろうに殺されるまで、シスマは悲ひ鳴めいひとつ立てることもなかった。

　ココルは見ていた。シスマの人扱あつかいされぬ惨ひどい死に様ざまを。これで二人の仲間がココルの目の前で喰い殺されたことになる。ココルは悲しみとは無関係に走って逃げ出していた。全すべての感情は恐きよう怖ふの前には敵かなうはずもなかったのだ。

　巨大生物は逃げるココルに一連射を浴びせるも、ココルは通路の横道へと逃げることができた。

　そして巨大生物は黙だまったままの鈴木に視線を移す。昆こん虫ちゆうの大顎のような複雑な機構の頭部は、シスマを喰らったときの血がまだ生なま々なましく滴したたっている。

　鈴木は生なま唾つばをごくりと吞のみ込んだ。この巨大生物と遭そう遇ぐうしたのは二度目。今度こそ見み逃のがしてもらえるとは到とう底てい思えない。鈴木の膝ひざはがくがくと震ふるえていた。

　ところが予想に反し、巨大生物は鈴木にはまるで無関心に、そのまま立ち去ってしまったのだった。呆あつ気けにとられる鈴木を残して……。

「あれはいったい何なんだよ……」

　鈴木はぽつりと呟つぶやいた。




廿壹　天尾星月２日Ⅱ区刻（日本時間２月15日10：49）







　蛍けい太たは薄うす暗ぐらい通路を歩いていた。闇やみは静かだ。

　気を失ってから意識を回復するまで、どのくらいの時間が流れたのかわからない。腕うで時計はいつしか壊こわれていた。しかし日輪は核かく融ゆう合ごうによって毎秒四〇〇万トンもの水素を自みずから灼やきながら天空を駆かけ昇のぼっている。

　眼めを醒さましたときにはコンテナの中にラースターはいなかった。ラースターに裏切られた。信しん頼らいしていたのに……。もう誰だれも信用できない。そう、誰もいない。

　その事実が突つきつけられたとき、蛍太は孤こ独どくという名状しがたい不安に駆られて飛び出していた。しかし行くあてなどない。日本に、東京の自分の家に帰りたくても戻もどれるはずもない。蛍太は広大なゲート港を彷徨さまようしかなかった。

　いつしか蛍太の心には何か芽め生ばえ始めていたものがあった。

『川村先せん輩ぱい──野村先輩が死んでしまった今、川村先輩はどうしているのだろう』

　絶望的な孤独の淋さびしさがそうさせたのか、蛍太が自然と追い求めていたのは、初はつ恋こいの人だった。心理学でいう恒常性ホメオタシスが働いて、彼女を想おもうことで発狂寸前に傾かたむきかけた精神の均きん衡こうをどうにか保たもっているのかもしれない。

　彼女だけでも助けたい。それが無理なら一目だけでも、もう一度逢あいたい。彼女にとっては部活の後輩の一人でしかないだろう。それでも今の蛍太には、それだけが疲ひ弊へいしきった精神と肉体を前へと向かわせる唯ゆい一いつ無む二にの理由だった。

　そうして蛍太が足を踏ふみ込んだのはカジノだった。豪ごう華かなインテリアなだけに崩くずれたときの有あり様さまは惨みじめなものだ。散乱するスロットマシーンの金属筺きよう体たいが広い場内を迷めい路ろのように組み替かえ、バーカウンターの棚たなに並んでいた酒さか壜びんは全すべて割れていて、マグライトの光を鋭するどく反射する。割れた壜にわずかに残った原色のリキュールが鮮あざやかな色を添そえる。

　そんな光景を狭せまい視野の中に見ても、蛍太の心は何も感じなくなっていた。既すでに蛍太は見み馴なれてしまっているのだ。心が麻ま痺ひしている。

　蛍太は樫材オークのルーレット台の端はしに手を置きながら歩いてゆく。ニスの塗ぬられた滑なめらかな感かん触りよくが伝わる。視界が限られているだけに、指の腹からの感触、靴くつを通して伝わる足の裏の感触、そんな些さ細さいな情報がやけに大脳を刺し激げきしていた。

　指にかさつく感触、ニスとは異なる摩ま擦さつ抵てい抗こうがした。無意識のうちにマグライトを振ふる。

　黒い染しみだ。ルーレットのテーブルの中央部から何かがこぼれたかのように広がっている。

『血けつ痕こんか……』

　蛍太は動じない。さも当然のように口の中で呟つぶやく。ルーレット盤ばんが見える。赤ルージユと黒ノワールが交こう互ごに並んだ桝ます目めの一つに歪ゆがんだ球ボールを見た。

『人間の眼め玉だま!?』

　蛍太は他の場所よりも腐ふ敗はい臭しゆうが濃のう密みつということに気付いた。甘あま酸ずっぱい腐敗臭にさえ馴れてしまって、気付くのが遅おくれたらしい。

　蛍太は改めてマグライトの光で足元を中心に周囲を照らしてみた。

「うぅっ……」

　蛍太は思わず胃の中の物をぶちまけていた。半透とう明めいの黄色い胃液だけが糸を引く。そういえば、ずっと何も口にしていなかった。最も早はや、吐はく物すら自分にはないのだ。

　ポーカー台の上には臓ぞう物もつを曝さらけ出したまま台に突つっ伏ぷすようにして誰だれかが死んでいた。蠅はえが餌えさと産さん卵らん場所を求めて屍し体たいに群むらがっている。

　その蠅の晩ばん餐さん風景は蛍太の失われつつあった自分を呼び戻もどしてくれた。屍体の服──血に汚よごれた制服は蛍太と同じであり、その死し斑はんの浮うかんだ横顔は──

「……石野」

　同級生の石野誠まことだ。紛まぎれもない奴やつの顔だ。真ま面じ目めそうな顔してるのに趣しゆ味みがＡＶ鑑かん賞しようで、いつもくだらない冗じよう談だんばかり言っている奴だったが本当にいい奴だった。それも昔の話。今はお化ばけ屋や敷しきの蠟ろう人形みたいに転ころがっている。蛍太は生まれて初めて、まじまじと死体を見た。鬼き哭こく啾しゆう々しゆうたる有あり様さまだ。

　蛍太はおそるおそる石野に近寄った。腸はらわたが露ろ出しゆつしているだけに腐敗が進んでいる。あまりの臭しゆう気きに蛍太もすぐ近くまで行くことには躊ちゆう躇ちよした。

　見た目にも正視しがたいおぞましい死に様ざまだ。黒い血の海に浮かぶ腸の中では消化途と中ちゆうの食物が発はつ酵こうしている。白い腸はメタンガスが充じゆう満まんし、ソーセージみたいに膨ふくれ上がっていた。蛍太の中で嘔おう吐と感と共に恐きよう怖ふが再び蘇よみがえってくる。

　もう一人、身体からだをくの字に折って床ゆかに転がっているのを見つけた。さっきはルーレット台の陰かげになっていて見えなかったようだ。今も台のために上半身は見えない。しかしスカートから、すぐに女子生徒だと判別できた。生死はわからない。

　蛍太の心臓が急激に激しく高鳴った。呼こ吸きゆうさえも息苦しくなり荒あらくなる。

『川村先せん輩ぱい……？』

　恐怖に近い不安がしがみついてくる。蛍太は、倒たおれているのが川村先輩かどうかを確かめたいという衝しよう動げきがある一方、もし川村先輩だったらどうしようと思うと躊躇ためらいがあって、足がすくんでしまった。

　いつまでも迷っているわけにはいかない。蛍太は勇気を振ふり絞しぼって第一歩を絨じゆう毯たんの上に踏ふみ込ませる。じゅくっと絨毯に染み込んでいた血液が滲にじみ出た。

　ルーレット台と女生徒との位置が刻々と変わり、腰こしから胸むな元もと、肩かたと見えてくる。身長や体格が川村先輩と酷こく似じしている。半なかばめくれ上がったスカートから覗のぞく細く白い脚あし、形のいいお尻しりに少し小さめの乳にゆう房ぼうの膨ふくらみ。自分の記き憶おくの中の川村先輩と一いつ致ちするほどに絶望感が募つのる。

　首筋から頭部が見える位置へと移動する最後の一歩を動いた直後、蛍太は硬こう直ちよくした。

　その顔は──頭部がない。眼のラインから上が欠けつ落らくしていたのだ。

　しかし彼女は川村先輩ではなかった。川村先輩なら右の頰ほおに黒子ほくろがあるはず。しかし頭のない少女に黒子はなかった。

　死体を見て、よかったと胸を撫なで下ろす自分がいる。この死体は少なくとも自分の知っている仲間なのに。既すでに死体に対してすっかり麻ま痺ひしてしまっている自分に嫌けん悪お感かんが湧わいてきた。

『森さんか、石井さん、それか松坂先輩か……』

　しかし川村先輩でないとわかった以上、この屍体が誰なのか確かめる気にはなれなかった。精神的な負ふ担たんが大き過ぎる。

　ふと眼を死体から逸そらした瞬しゆん間かん、逸らした先に何かが動いた。

『人ひと影かげ？　それともバケモノ!?』

　本能的な判断だった。蛍太はマグライトの先せん端たんを捻ひねってスイッチを切って屈かがむ。蛍太はバケモノだと踏んだのだ。武器は黒い警棒型のマグライトだけ。できればやり過ごしたい。しかし一つの想おもいが過よぎった。

『本当にあれは化ばけ物なのか？　やはり人間……川村先輩の可能性だって……』

　冷静になろうとするも動どう揺ようが隠かくせない。いくら息を殺しても心臓の鼓こ動どうを聞きつけられそうだ。聴ちよう覚かくを研とぎ澄すましても、屍しかばねにまとわりつく蠅はえの低く唸うなる翅は音おとが雑音ノイズとなって邪じや魔まされてしまう。

　生暖かい感かん触しよくが背筋を凍こおらせる。次の瞬間には首をきつく絞しめ上げられていた。呼吸の苦しさよりも頸けい動どう脈みやくが圧あつ迫ぱくされる。脳に血が巡めぐらず思考が鈍どん化かしてゆく。振ふり払はらおうと必死に藻も搔がくも立っていられなくなってしまった。

　何がどうなってるのかも、どうすればいいのかもわからなくなっていたにも拘かかわらず、本能的に死に対する回かい避ひ行動を取っていた。首を絞める物に無む我が夢む中ちゆうで爪つめを立て、両りよう脚あしをばたばたと無意味に動かす。

　脚で暴あばれたためにバランスが崩くずれ、ぐらっと身体からだが大きく傾かたむくと同時に、ガツンと何かが当たる音がした。堰せきを切ったように血流が脳に向かってどっと戻もどってくる。朦もう朧ろうとしていた意識が戻り始めて、ようやく自分が誰かに首を絞められていたこと、そして首を絞めていた者の後頭部が何かにぶつかったために自分の首を絞め上げる手が緩ゆるんだことを理解した。

　蛍太は首に巻き付いた手を渾こん身しんの力で振りほどく。そして立ち上がらないままフナムシのような格かつ好こうで逃にげる様さまは自分でも驚おどろくほど素す早ばやかった。

　一呼吸おいて振り返る。闇やみだけが盈みたされていた。マグライトは首を絞められたときに落としてしまっている。光の存在しない世界。聴覚は蠅によって攪かく乱らんされ、嗅きゆう覚かくは死し臭しゆうに麻ま痺ひしている。

　頼たよりは五感のうちの触しよつ覚かくだけ。手の届く範はん囲いが蛍太の世界の全すべてであり、それより一寸先は黄よ泉みの世界に等しい。そこには明らかに蛍太に殺意を持つものが潜ひそんでいる。

『どうする……どうすればいい？』

　蛍太は口にこそしなかったが、唇くちびるを動かして自じ問もん自じ答とうした。しかし明確な解答は見いだせないまま不安と焦あせりだけが増ぞう幅ふくする。

『まさか向こうには自分の居場所が見えている？　相手の思うまま、弄もてあそばれるようにして嬲なぶり殺しにされるのか……』

　最悪の状じよう況きようが脳のう裏りを掠かすめた。恐きよう怖ふが毛細血管の隅すみ々ずみまで駆かけ巡めぐる。

『死にたくない……死んでたまるか……僕は生き残るんだ……そして川村先せん輩ぱいを……』

　蛍太はおもむろに両手で床ゆかを探さぐった。凝ぎよう固こした血液でごわごわした毛足の短い絨じゆう毯たんの感かん触しよく、そして冷たい感触から熱い痛みが滲にじむ。硝子ガラスか何かで手を切ってしまったらしい。しかしそんなことに構っていられない。

　やがて丸く冷たい適度な重量感のものを手探りで探し当てた。ワインボトルのようだ。

　蛍太はボトルの口の部分を握にぎって立ち上がった。腰こしの辺あたりに堅かたい物が触ふれる。何かの台だ。

　蛍太は台の位置を左手で確かく認にんすると、台の縁ふちに向かってボトルを叩たたきつける。一回では割れなかった。二度、そして三度目に派は手でな音を立てて硝子壜びんが割れる。これでボトルの底ボトムは鋭えい利りに割れているはずだ。これなら立りつ派ぱな武器になる。

　後は明かりだ。しかしマグライトを見つけ出すのは無理だ。

『どうにかして火を起こせば……』

　しかし火種がなかった。煙草たばこでも吸ってたのならライターくらい持っていたのに、生あい憎にく、蛍太は割と真ま面じ目めな生徒だった。

『ライターがあれば……マッチでもいい。とにかくどこかにあれば……』

　蛍太には一刻の猶ゆう予よもないのだ。いつ襲おそわれるとも限らない。焦あせらざるを得ない。蛍太は、じっとしているよりも姿勢を低くしたまま絶えず居場所を変えてゆく。もしも相手が自分と同じく闇やみの中で見えないのなら、動いたことにより音などで居場所を察さつ知ちされる恐おそれもある。しかし蛍太は心理的にじっとしていられなかった。

　皮ひ膚ふから感じる気け配はいに全神経を集中させ、腰こしを屈かがめながら動いている途と中ちゆう、前方に突つき出していた硝子壜が何かに深く突き刺ささった。その感触は肉──屍し体たいだ。やはりここにはかなりの数の屍が転がっている。そのとき蛍太はあることを思いついた。

『運がよければ死体の服のポケットにライターがあるかも……』

　蛍太は手で人間の腐ふ肉にくをまさぐった。着衣の柔やわらかい手て触ざわりと冷たい皮ひ膚ふの感触。ぐっちゃっとした血ち塗まみれの内臓に手が触れる。蛍太は顔を顰しかめるが、手は止めない。傷口から流れる自分の血と蛆うじの湧わいた死体から滲む腐くさった血に濡ぬれた手で上着のポケットなどを一つ一つ確認する。ライターはなかった。

　スラックスのポケットを探そうとしたが無理だった。その死体の腰から下は欠損していたのだ。

　蛍太は墓はか泥どろ棒ぼうのように次の死体を求めて、暗闇の中を地じ蟲むしのように這はい回る。敵はまだ襲ってこない。やはり敵も見えないのだろう。

　それに屍体だけには苦労しなかった。今度のは胸の膨ふくらみから女のようだった。蛍太は構わずに遺い体たいをまさぐった。

『初めて触さわる女が死体なんて、あんまりだよな……』

　土ど葬そうの習慣が残っていた頃ころは墓場からよく若い女の屍体が盗ぬすまれて屍し姦かんされたそうだが、蛍太にはとても考えられなかった。屍体は屍体でしかありえない。

　上着のポケットの中に何か堅かたい物の感触があった。しかしライターにしては大きすぎる。だが蛍太は取り出してみた。セロファンのパリパリという音。中は紙の箱……煙草のボックスだ。

　中には紙巻き煙草が半分ほど入っていた。その中に一いつ緒しよに煙草とは違ちがう硬こう質しつな物。冷たく金属のようなザラつく部分はライターの歯輪ホイール──スリムタイプの百円ライターだ。あとはガスが入っているかどうかだ。ガス切れでは笑い話にもならない。視認できないのが悔くやまれる。しかし、これに賭かけてみるしかない。

　火種は手に入れたとしよう。だが不用意に火を灯ともして自分の位置を知らせてしまうのはまずい。どうやれば効果的にライターを利用できるかだ。

　蛍太が真っ先に思いついたのは、アルコールだった。さっきマグライトで確かく認にんしたところでは、自分の現在位置はバーカウンターに近いはず。そこにならアルコール度数の強い酒がある。ウィスキーのボトルなんかは形状的にも硝子ガラスの厚さにしても割れにくい。必ず残っている。

　蛍太は手て探さぐりで腰こしを屈かがめて慎しん重ちように進む。蛍太はしっかり椅子スツールの脚あしの金属パイプを握にぎることに成功した。カウンターを越こえれば酒さか壜びんは腐くさるほどある。

　覚かく悟ごを決めて蛍太は立ち上がり、転がるようにしてカウンターを乗り越える。直後、靴くつが硝子片を踏ふみつぶすジャリという音が響ひびいた。

　これで自分の居所が知られてしまったことになる。時間がない。蛍太は棚たなの上を手探りで探る。

　ない──どれも床ゆかに落ちてしまっている。蛍太はしかたなく、靴先で割れていない壜を探り出そうとした。しかしどれもこれも割れている。

『──んっ!?』

　何か足音が聞こえたような気がした。確かに聞こえた。気付かれている。急がないと──あった！　蛍太は落ちていたボトルを摑つかんだ。ずしりと重い重量感。中身はたっぷりと入っている。ボトルの形はブランデーのようだ。これなら火をつけることができる。蛍太はワイシャツの裾すそを歯で嚙かむと布地を少しばかり引きちぎった。栓せんを取ったボトルに、その布を押おし込んで、壜を逆さまにして布にブランデーが染しみわたるようにする。ブランデーの甘あまい香かおりが蛍太の鼻び腔こうをくすぐった。

　これで即そく席せきの火か炎えん瓶びんを手に入れることができた。火をつけてボトルを投げつければいい。幸いにバーカウンターは火をつけるときに陰かげになってくれるので、気付かれる可能性も少ない。

　蛍太はワインボトルで作った武器を置いて、ライターの歯輪ホイールに拇おやゆびをかけて滑すべらせた。火花が散り、ライターが点火される。その小さな炎ほのおはすぐに火炎瓶に燃もえ移うつり、青い炎がレミーマルタンＸＯクリスタルボトルの壜口で燃えている。

　刹せつ那な、何かが蛍太を押し倒たおした。床のガラス片が派手に割れる。完全に不意を突つかれた。忍しのび寄っていた敵が全体重をかけて襲おそいかかる。

　蛍太が手にしているのは、最も早はや、燃えるレミーマルタンだけだった。一いつ切さいのことに構わず蛍太はレミーで馬乗りになった敵の頭めがけて殴なぐりつけた。クリスタルは丈じよう夫ぶで割れなかったが、壜口から燃えるアルコールが吹ふき飛ぶ。あちこちに青白い炎が人ひと魂だまのように舞まい周囲に燃え移る。華か美びに装そう飾しよく品ひんが多かっただけに燃え移りやすい物はいくらでもあったし、アルコールの影えい響きようもあった。

　一いつ気きに火の手が上がり、蛍太さえ一いつ瞬しゆんではあるが火の海に包み込まれた。周囲は明るく光を取り戻もどす。その中で蛍太はもう一度、レミーで殴りつけようとしたところを、相手の手で振ふり払はらわれ取り落としてしまう。

　そのとき初めて蛍太は炎に照らされる相手の顔を見た。振り乱したロングストレートの髪かみの合あい間まから見えた右頰ほおの黒子ほくろは──

「──川村先せん輩ぱい」

　蛍太は驚おどろきのあまり叫さけんでいた。しかし川村先輩は蛍太の持っていたレミーを奪うばい取り、蛍太を殴りつける。鈍にぶい一いち撃げきで頭皮が裂さけ、脳のう震しん盪とうを起こした。

「やめて下さい！　僕です。後輩の佐藤蛍太です。わからないんですか？」

　しかし川村先輩の蛍太を押し付ける力に変わりはなかった。それは女の力ではない。川村先輩もやはり野村先輩と同じだ。普ふ通つうじゃない。狂ってる。理由なんてわからない。しかし殺意漲みなぎる眼光は蛍太の知る川村先輩ではない。

　蛍太は必死に抵てい抗こうした。しかし一方で彼女に危害を加えようとはできない自分がいる。きっと川村先輩でなかったら、その辺に落ちている硝子ガラス壜びんの破は片へんで突つき刺さしている。それができないのは川村先輩だったからだ。

『願い通り死ぬ前に川村先輩に逢あえた。これは、これでいいのかもしれない……』

　瞼まぶたが切れて左眼は殆ほとんど見えない。意識も虚うつろになりつつある。世界の全すべてが紫むらさき色いろの幕まくに閉ざされてゆく。

「このまま死んでも構わないか……そういえば、昨日はバレンタインデーだったね……忘れてたよ……とうとう先輩からはチョコレートをもらえなかったけど……」

　口の中いっぱいに広がる血の味を感じながら蛍太は独ひとり言ごとのように言う。

　と、川村先輩の動きがぴたりと止まった。

「……佐藤君？　佐藤君よね？」

　川村先輩は、いま目め醒ざめたとでもいうように、きょとんとした瞳ひとみで蛍太を見ている。

「そ、そうです。一年の佐藤蛍太です。思い出してくれたんですね」

　蛍太は嬉うれしさのあまり声が妙みように甲かん高だかく、上ずってしまう。

「私は何を……していたの？」

「なっ、何でもないですよ。先輩はちょっと記き憶おくが混乱していただけです」

「……そうなの？　いえ、違ちがうわっ。そうよ、わたしは爆ばく発はつ事故に巻き込まれて、そうよ…そして……」

　川村先輩が頭を抱かかえながら奇き声せいを上げる。洪こう水ずいのように押おし寄せる記憶の流れに必死に堪たえるような姿だった。

「わたしは……そう、わたしは人殺しよ……近藤さんを殺したの……」

「そんなことはないですよ。思い違いです」

　蛍太は必死に否定する。たとえ真実だとしても、その記憶は思い出してはいけないものだとわかっていたのだ。

「いいえ……殺したわ。この手で首を絞しめたのよ……近藤さんは本当によく暴あばれて困ったわ……そうそう、他ほかにも駒こま井いくんも、薫かおる子こも、太田君も……たくさん殺したの」

「もう、やめて下さいっ！　全部、忘れましょっ！」

「それでね、みんなを食べたのよ。人間を──それも同級生や後こう輩はいをよ。なんでだろ？　でも、そのときは無む性しように、無性に食べたかったの。だから、とっても美お味いしかったの…………」

　他人事のように淡たん々たんと話していたと思ったら、いきなり川村先輩は泣き出した。自分のした行こう為いを恥はじ、憎にくむような激はげしいものだった。

「もう、いいですよ。誰だれもがおかしかったんです。みんな、みんな……僕もおかしかったんだ。だから川村先輩のせいじゃないんです！」

「イヤよっ！　わたしは許ゆるされないことをしたのよ。友達を殺して食べたのよっ。絶対、許されないことよ！」

「そんなことないです。仕方なかったんですよ。誰だって許してくれます。全部、仕方なかったんだ」

「でも……わたしは、わたしを許すことなんてできない……もしも誰かが同じことをしたら、わたしはその誰かを殺したいほど憎むわ。だから、わたしはわたしを憎むわ。殺したいほど……」

「だからって、どうしようもないじゃないですか？　もう、その話は止やめましょう」

「いいえ、わたしは決着を付ける……私の大事な友達を殺して食べた人間と、これ以上一いつ緒しよにいたくないのっ！」

　川村先輩は発ほつ作さ的に散らばっていた硝子ガラス片へんを拾い上げると、喉のどを一文字に搔かき切った。泉のように血が滔とう々とうと流れ、広がってゆく。切り口は血の流れに従って、ピンクの筋肉がマペットのようにパクパクと口を動かす。

　力なくどっと倒たおれかかる血ち塗まみれの川村先輩を蛍太はしっかりと受け止めた。どんどん心臓の鼓こ動どうが弱まってゆくのがわかる。

　冷たくなってゆく川村先輩を抱だきしめていた。衰すい弱じやくしきった身体からだと、密閉された室内での燃ねん焼しようにより発生した一酸化炭素によって意識が混こん濁だくしてきた。

「どうして、こんなことに……？」

『ただ、おまえの生への執しゆう着ちやくが、その女よりも強かった。唯ただそれだけのことだよ』

　蛍太の心の底から聞こえてくるような陰いん鬱うつな声を聞いた。




廿貳　天尾星月２日Ⅱ区刻（日本時間２月15日11：03）







　ココルは走っていた。優やさしい日ひ射ざしが投げかける光の粒りゆう子しは廃はい墟きよに幾き何か学がく模も様ようの影を織おりなしている。どこかキリコの絵のように。

　ココルは手負いだった。右手首から先がない。止し血けつにも拘かかわらず血が滴したたり落ちる。身体からだ中の血が足りない。白い衣も朱あけに染め上がっていた。

　あの小妖よう精せいのようなしなやかな躍やく動どうは、もうその身には宿ってはいない。心臓も筋肉も、そして思考さえもが剝はく製せいにでもなったかのように、思うように働いてくれないのだ。時とき折おり、転びそうになるほどよろめきながら、ココルは走っていた。

　眼めが霞かすむ。しかし先に何かが光る。そう、あれは鎧よろいの反射する光──白銀の甲かつ冑ちゆう。ジーベルだ。すぐ先に隊長がいる。漠ばく然ぜんとした安心感が優やさしくココルを包むような気持ちになっていた。

「隊長……」

　ココルは荒あらい息の合あい間まに切れ切れに声を発した。ジーベルは独ひとり、この場所で待っていてくれた。それだけでココルは嬉うれしかった。そう、少なからず心を寄せるジーベルに、そこまで気を遣つかってもらえただけで、ココルの小さな胸はいっぱいになった。

「どうした、ココル？　帰りが遅おそくて心配して来てみたが。何かあったんだな？」

　ジーベルはココルを胸の中に受け止めながら優しく訊きく。ココルにはその冷たい甲冑が火ほ照てった身体からだに心地よかった。

　そして安あん堵どから来る疲ひ労ろう感がどっと押おし寄せてくる。そして涙なみだが止まることなく溢あふれてきた。

「シスマが……シスマが……」

　ココルは泣きながら、ただただ繰くり返すだけだった。

「そうか、シスマは死んだのか」

　ジーベルはココルを抱き留とめながらココルの気持ちを悟さとるように呟つぶやいた。

「何もできなかったの……ううん、シスマを見殺しにして逃にげたの……仲間を裏切ったのよ」

「いいや、違ちがうだろ。シスマのことだ。お前を助けるためにわざと自分が犠ぎ牲せいになったんだろ。違うかい？」

「だとしても、あたしは助かって……シスマは死んだの。八つ裂ざきにされて殺されるのを見ながら、あたしは逃げたのよ」

「自分を責めるんじゃない。シスマはお前を助けたんだ。せっかく助けたお前がそんなことじゃ、シスマの行こう為いが無む駄だになるだけだぞ。ココル、しっかりしろ！」

　ジーベルはココルの肩かたをしっかり抱いて励はげました。

「は……はい、隊長……」

　ようやくココルも落ち着いてきた。人の死には馴なれているはずだった。それだけではない。この手で何人もの人間を殺あやめてきたのだ。それなのに、今はなぜか心が揺ゆらいでしまう。

「よしっ、もう大だい丈じよう夫ぶだな！　しかしシスマが殺やられたとは、奴やつ等らも侮あなどれないな」

「それが……シスマを殺したのは……」

「まあ、いい。そろそろ頃ころ合あいだったしな。シスマにしてもメルルサにしても、俺おれがわざわざ殺す手間が省はぶけたわけだ」

「えっ!?　隊長、何を言ってるんですか？」

　ジーベルの背せ中なかのマントで隠かくされていた小型拳銃ポケツトピストルタングリオ・ギゼッペ・モデルＧＴ27が抜ぬかれている。しかも銃口マズルにはスプレー缶かんよりも一回り小さな黒い消音器サイレンサーが取り付けてあった。

　ココルは信じられないという顔でジーベルの手の中の物をじっと見つめる。

「隊長……」

　バスッ。銃じゆう声せいとしては静かな、しかしかなり大きな音を立てて二二口径ショート弾だんが発射される。

　ココルは自分の腹を穿うがつ銃じゆう創そうをぼんやりと見つめていた。次し第だいに灼しやく熱ねつに焦こがされるかのような痛みが出血と共に襲おそってくる。そのままココルの視界は全すべて闇やみの帳とばりに閉ざされてゆく。

「悪く思うなよ。これからが俺の本当の仕事でね」

　ココルは真っ暗な闇の世界の中で、ジーベルのぞっとするほど慇いん懃ぎんに耳元で囁ささやく声を聞いた。




廿參　天尾星月２日Ⅱ区刻（日本時間２月15日11：05）







　三み鬼きは台座に鎮ちん座ざする巨きよ大だいな黄金の林檎りんごの表面に歪ゆがんで映うつり込む自分の姿を見つめていた。

「ようやくだ。ようやく手に入れたんだ。長かった。本当に長かった……」

　三鬼は溜ため息いき混まじりに呟つぶやいた。その眼めは微かすかに潤うるんでいる。いつもの三鬼らしくなかった。

「その手に持ってるのは何ですかぁ？」

　間ま延のびした深み澄すみの質問と丸顔が割り込んでくる。深澄は三鬼が握にぎり締しめている小さな箱が気になってしかたなかったのだ。

「ＹＯＵには関係ない物だ」

　咄とつ嗟さに我われに返ったように、三鬼は少し不ふ愉ゆ快かいそうな表情をしながら応こたえた。

「ねぇ、だったらヒント出してくださいよぉ。ヒント、ヒントぉ」

「うるさい奴やつだ。少しは黙だまってろ！」

　三鬼は深澄をどやしつけると、手にしていた箱をパンツのポケットに押おし込んだ。

「もしかして彼女からのプレゼントですかぁ？　ちょっとでいいから見せて下さいよぉ、ねぇったらぁ」

　それでも深澄は後ろ手に縛しばられながらも見たままを口に出す。そういう性格なのだ。三鬼は完全に無視を決め込んでノレスに呼びかける。

「ジーベルはどこに行った？　ＣＯＲＥを入手した以上、すぐにでも引き上げなければならないときに何をしている」

　一通りの確かく認にんを終えた三鬼はコアから手を離はなす。

「はい、シスマとココルの戻もどりが遅おそいと言って様よう子すを見に行きました」

　今も周囲を監かん視ししながらノレスが応こたえる。また、いつ敵てきが現れるかわからないからだ。

「奴やつ等らごときに手こずっているのか。あと五分だ。五分待って、奴等が戻らなければ出発する。奴等なら簡かん単たんに追いつけるだろうからな」

「わかりました。しかしコアの運うん搬ぱん方法はどうしましょう？」

「外に出るまではお前とアルファロッズに任まかせる。ハッサンにも手て伝つだわせても構かまわない。それに外に出たら繫つないである馬に担かつがせればいい。しかし扱あつかいは細心の注意を払はらえよ」

「はっ、諒りよう解かいしました」

　ノレスは剣けんの柄つかを鳴らす仕し草ぐさの敬礼をする。と、そのときだった。

「隊長！」

　ノレスが声を発した。ジーベルが戻ってきたのだった。

「遅いぞ、ジーベル。すぐにここを発たつぞ」

　妙みように落ち着かない様よう子すで三鬼が言う。

「それはどうだろうな」

「なんだとっ！　貴き様さま、命令に逆らうのか！」

　ジーベルの反応は三鬼にとって意外なものだった。

「命令？　さてね。あんたに命令されるのは、もううんざりだ。おっと、アルファロッズ、貴様も動くんじゃない」

　ジーベルは動きかけた黒衣の男に向かって命令する。アルファロッズはそのまま固まった。

「そうか、最初から裏切るつもりだったんだな」

　憎にく々にくしげにジーベルを睨にらみつける三鬼は、腰こしのコルト・パイソンを抜いて突つき付ける。

「なんのつもりだ？」

「裏切り者には制せい裁さいを。これがネイチャーエンジェルスの鉄の掟おきてだ」

「そう上う手まくいくかな」

　ジーベルも隠かくし持っていた消音器サイレンサー付き拳けん銃じゆうの銃口を三鬼に向ける。

「たかが二二口径の小口径銃で大口を叩たたくとはな。そんな豆鉄砲じゃ、ろくに人は殺せないぞ。所しよ詮せんは新世界の人間だな。無知無学なんだよ」

　三鬼のパイソンが装そう塡てんする三五七マグナム弾だんは弾頭重量一〇・二グラム、初活力七二一ジュール。対するジーベルの二二ショート弾は一・九グラム、九五ジュールしかない。三鬼のパイソンなら身体からだのどこに当たろうとも、当たった部位を派は手でに吹ふき飛ばしてショック死させるに充じゆう分ぶんなパワーがある。しかしジーベルの銃では、たとえ急所でもミリ単位でも狙ねらいが外はずれれば軽傷に終わってしまうだろう。結果は目に見えていた。

「あんたは戦いのプロじゃないんだよ」

「ははは、莫ば迦かを言うな。剣ならともかく、銃の扱あつかいなら俺の方が馴なれている。それに甲かつ冑ちゆうの重さで、他の連中みたいに素す早ばやく避よけるなんて芸当も不可能だしな。プロかどうかなんて関係ないね」

「プロは武器を過信しすぎない。それがあんたの甘あまさだよ」

　ジーベルは目線を動かした。三鬼は、その視線を追う。それは自分の背後だった。

「銃を捨てて下さい」

　ノレスの声が間ま近ぢかに聞こえた。同時に三鬼の背中に突つきつけた剣に力が込められ、三鬼は背中にちょっとした痛みを感じた。

「ハッサン！」

　三鬼はハッサンを呼んだ。最も早はや、頼たよりはアラブ人のハッサンだけだ。

「もうとっくに逃にげ出してるよ。奴やつにしては賢けん明めいな判断だった。だいたい何が自然を守るだ。レフリームは本当にくだらないことに一生懸けん命めいになるんだからな。そんなことに、俺がいつまでも付き合ってられるわけないだろうが」

「ＣＯＲＥが目的か？　そうなんだな？　あれをどうしようというんだ。ＹＯＵが手に入れても仕方ないものなんだぞ」

「しかし、欲ほしがる奴は多いんだろ。金なら俺達でも使い道はいくらでもある」

「金……そんなもののためにＣＯＲＥを奪うばうというのか……そんな物のために……。ＣＯＲＥは俺の生命だ。生命よりも大たい切せつなんだよ。ＹＯＵなんかに、誰だれにだって渡わたせるかっ！」

　三鬼は横に飛びながら銃爪トリガーを引いた。同時にジーベルも銃じゆうを撃うつ。交こう錯さくする火か線せん。異なる二種類の銃声が広い空間に反はん響きようする。

　ノレスも三鬼を斬きりつけんと刃はを立てるのに手首を返す。しかしその瞬しゆん間かん、アルファロッズが自分に体当たりしてくるのを感じて、それを躱かわわそうと腰こしをひねった。そのため三鬼を見み逃のがさざるを得なかった。

　威い嚇かく射しや撃げきをしつつ三鬼は滑すべり込むと、コアの陰かげに身を隠かくした。拳銃の回転弾倉シリンダーを開放する。空薬莢カートリツジを排莢エジエクトし、素早く再装塡リロードする。その間、わずか五秒。

　右手に拳銃を握にぎりながら、三鬼は左手で胸をさすった。そして穿ほじくるように黒い塊かたまりを摘つまみ出す。子供の指の爪つめくらいの円えん盤ばん状じようの鉛なまりの粒──潰つぶれた二二口径弾だんだ。

「これだから新世界人は甘あまいんだよ。Bodyに防弾ブレツトプルーフは常識。狙ねらうならここさ」

　そう言いながら、三鬼は手にしたコルト・パイソンの銃口を自分の眉み間けんに軽く当てた。

「よくもやりやがったな！」

　対するジーベルは右の太ふと股ももを押おさえながら叫さけんだ。腿当クワイセの装甲板プレートが薔ば薇らのように深しん紅くに染そまって裂さけている。どうにか大だい腿たい骨こつと大腿動脈だけは無事だった。

　ジーベルは拳けん銃じゆうを投げ捨て、呪じゆ文もん詠えい唱しように入る。しかし怪け我がをしたことに興こう奮ふんしてしまって、意識を集中できない。その焦あせりがまた集中を阻そ害がいする。魔ま導どう士しにとって冷静さを欠いたときこそが最も無力なのだ。

「ヴィース、貴き様さまが奴やつを始し末まつしろっ！」

　ジーベルが叫さけぶ。しかしヴィースことノレスは交戦中でそれどころではない。

　三鬼が無防備なジーベルに向かって銃をぶっ放し、すぐ足元に着弾する。

　しかたなくジーベルは脚あしを引きずり、割れた円柱の台座の陰かげにひとまず隠かくれた。ジーベルは腰こしをおろして柱にもたれかかった。

　被ひ弾だんした装そう甲こう板ばんは内側に向かって鮫さめの歯のように裂さけていた。弾丸とは別に肉を抉えぐって傷口を広げている。ジーベルは留とめ具ぐを外はずして、甲かつ冑ちゆうの破損した部分のみを取り外して傍かたわらに転がした。傷口の出血はかなりのものだが、弾たまは幸いにも貫かん通つうしてくれている。ジーベルは、絹けん布ぷのマントを犬歯で引き裂いて包ほう帯たいを作り、止し血けつを行った。

「形勢逆転だな、ジーベル。裏切りの代だい償しようは高いぞ。──アルファロッズ、よくやった。ジーベルとノレスを殺やれば報ほう酬しゆうは好きなだけくれてやる。奴やつ等らを殺せ！」

　三鬼は余よ裕ゆうを見せながら、射撃の合あい間まに叫んだ。断続的に発はつ砲ぽうを繰くり返すことで、ジーベルの集中力を削そいで魔導を使わせない腹だ。

　そして、アルファロッズも無言で三鬼の意に応こたえた。黒衣の袖そでから意表を突ついて次から次に飛び出す短たん剣けんでノレスを翻ほん弄ろうする。

　ノレスの鞭剣ウイツプソードは狭せまい間ま合あいでは武器の特性を発揮できない。鋼線に繫つながれた蛇へびのようにうねる刀とう身しんは詰つまった間合いでは、遠心力が不ふ充じゆう分ぶんで剣勢が弱い。どうしても守勢に回ってしまうのだ。ノレスは視界の悪い兜サレツトを脱ぬぎ捨てる。防ぼう御ぎよを犠ぎ牲せいにしても一瞬の判断の正確さを優ゆう先せんするために。銀ぎん髪ばつが流れるようにこぼれる。額ひたいに三日月形の傷きず痕あとのある美しい貌かおは真剣そのものだ。余裕は感じられない。それでも両者の闘たたかいの趨すう勢せいは完全にアルファロッズに傾かたむいていた。

　ここでアルファロッズが一気に畳たたみ込もうと、矢や継つぎ早に連続技わざを仕し掛かけた。ノレスは避よけきれずに、甲冑の死角である脇わき下したに剣先が掠かする。傷はかなり際きわどかった。少しでも気を許せば、次は確実に急所を貫つらぬかれる。

　ひとまず体勢を整えるべく、ノレスは後ろに飛び退のいて間合いを取り、鞭剣ウイツプソードを振ふるって構え直す。

　しかし間合いを広げさせまいと向かってくると思っていたアルファロッズの行動は意外なものだった。アルファロッズは、ノレスとの距きよ離りが離はなれると、自みずからも後ろに飛び退のいたのだ。そして黒衣を翻ひるがえしたかと思うと、その黒衣は空気の流れにゆっくりと落ちた。誰だれもいなかった。黒衣だけが残った。

「どうするよ？　アルファロッズの奴やつは逃にげちまったぞ！」

　ジーベルは三鬼の隠かくれているコアに向かって連射する。

「ノレスも手負いだ。もう役には立たないだろうが！」

　お返しとばかりにマグナム弾が飛んできて、ジーベルの頭の上を掠かすめる。頭を引っ込め、もう一度、手だけを柱から出して銃爪トリガーを引く。無情にも撃げき鉄てつの落ちる音がする。弾たま切れだ。ジーベルは空からになった弾倉マガジンを取り出そうとするが思うようにならずに、苛いらついて拳けん銃じゆうを床ゆかに投げつけた。

「糞くそ野や郎ろうがっ！　まだ、親父おやじの手て勢ぜいは来ないのかよ。まあいい。三〇〇の兵が着くまで、ここを保もたせれば、俺おれの勝ちだ」

　ジーベルは自らの勝利を確信して疑わなかった。
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「囲まれてます。相当やばいですね」

　右に左に落ち着きなく首を振ふる師もろ岡おかが不安そうに言う。それもそのはず、ヘルメットの上をひっきりなしに矢が飛び交かっているのだから。

「どうにか凌しのぐしかないでしょ。もお、なんでこんなときに限って出てくるのかしらね！」

　中田京子は六〇式無反動自走砲ほうの車長席に座すわりながら頭を抱かかえていた。

「しかし、いくらこちらの装備が勝まさっていても、数が違ちがいすぎますよ」

「こっちは時間がないのよ！　残り二時間を切ったのよ。わかってる？」

　京子は官給品のオメガを見て言う。

「ですが……」

「で、敵てきの数は？」

「一五〇、いや待って下さい。二〇〇かも……多すぎてよくわかりません」

「ほんとに頼たよりないわね。それで、どこの連中よ？　紋章エンブレムは何？」

「軍旗の図ず柄がらは……なんかごちゃごちゃしてて……」

「だから、どんな紋章なのよ？」

　京子は〈ポケット版新世界紋章早見表〉を片手に急せかした。

「菱ひし形がたです。その中にいろいろな物が描えがいてあって……」

「菱楯紋ダイヤモンドクレストね。で、色と模様はどう？」

「旗自体は赤で、中の菱形は白っぽくて、中は格こう子し状に細こまかく区切られてて、いろいろな模様が描かれてます」

「区切られてるってことは、王家じゃなくて、どっかの諸しよ侯こうね。中の小さな模様は小さな領地だの婚こん姻いん関係だのを意味してるの。菱形の上を見て。そこに主従関係を顕あらわす模様があるはずよ」

「二本角つのの蛇へびです。何か黒い棒のようなものに巻き付いてます」

「棒って剣けんじゃないの？」

「そう見えなくもないですが……そうです。確かに剣です」

「だとすると、これね」

　小さな本のページを繰くる指先を止めた。

『【動物──ヘビ12】宝ほう剣けん付き有角蛇じや紋もん──①古くは蛇神メーヤの象しよう徴ちよう。②ガナザート帝てい国こくに朝ちよう貢こうする異民族に与あたえられる紋章。剣の色（金・銀・鉄）で階級（伯はく爵しやく・子爵・男爵以下）が区別される』

「ガナザート帝国の支配下にある諸侯だってさ」

　京子は説明文を一通り読みながら呟つぶやいた。

「ガナザートは友好国のはずじゃないんですか？」

「知らないわよ。少なくとも目の前にいるのは友好的じゃなさそうなんでしょ？」

「……だと思います」

　同時に矢の一筋が自走砲の装そう甲こうに当たって、カキンと音を立てる。三方からの包囲戦では、自走砲に乗れない隊員は、どうしても矢や面おもてに立ってしまう。動どう揺ようは隠かくしようもなかった。

「もう止よしましょうよ。あんな林檎りんごの置物なんかよりも生命の方が大たい切せつですよ」

「だったら、奴やつ等らにそう言って来てよ」

「そんな無理ですよ……」

「だったら奴等を中央突とつ破ぱするしかなさそうね」

「できるんですか、そんなこと？　何百人も相手に、たったこんな小さな戦車一台で」

「これだから素人しろうとは。戦術は数で決まるもんじゃないのよ。いい、ここの地形は市街地も同様、建物が建ち並んでいて道みち幅はばは限られてるわ。必然的に大部隊は建物によって分断されて、小部隊に分かれるしかないでしょ。加えて特に隊列を組むような古い戦法の軍隊では部隊同士の連れん携けいも取れない。となれば、あたし達の実質的な敵は、正面の小部隊だけ。その他の敵は、味方がやられるのを指をくわえて見てるしかないって寸法よ」

「凄すごいですね」

　それまで車長席に黙だまって座すわっていた鈴木が感心する。

「別に。紀元前の昔に『孫そん子し』にあるわよ。『孫子』を読んでいたナポレオンも、この各個撃げき破はの戦法を得意としてたしね」

「でも、その作戦が巧うまくいって切り抜ぬけられたとして、自じ爆ばく予定時間前に一いち乗じよう院いんさんを探さがしに戻らないと……」

「そうね。それにあのＮＧＯ野や郎ろうにも一ひと泡あわ喰くわせてやらないと気が済すまないからね。行くわよっ！」

　闘とう牛ぎゆうが前脚あしで地面を搔かくように、水冷四サイクル四気き筒とうのディーゼルエンジンが噴ふかされる。

　歩兵が随ずい伴はんできる限げん界かいのスピードで敵前を突つき進む。

　敵兵は狭せまいといっても幅十メートル以上ある道を縦たて長ながに埋うめ尽つくすように整列していた。前列の重装歩兵は隙すき間まなく長方形の楯たてを並べ、後方から弓兵が正確に矢を射かけている陣じん形けいだ。

　予想外の行動に正面の部隊がどっとどよめいた。しかしすかさず勢いを増して矢が降り注ぎ始める。歩兵である普ふ通つう科か隊員は自走砲ほうの陰かげに身を潜ひそめながら矢を躱かわす。戦争映画に出てくる戦車シーンさながらだ。

　前列の重装歩兵は古代マケドニアのような長槍を楯たての隙間から水平に、斜ななめにとハリネズミのように突き出した。どんな精せい鋭えいの騎き兵へいでも、この槍やり襖ぶすまを破って敵中に突とつ入にゆうするのは至し難なんの業わざだろう。しかしいくら昭和の遺い物ぶつとはいっても、相手は近代装備だった。

　二門の砲ほう口こうに閃せん光こうが迸ほとばしる。排はい煙えんと同時に敵前に砲ほう弾だんが着弾する焰ほのおが上がった。その排煙を搔かき分けるように前進する自走砲の前に開けたのは、死の世界だった。

　ガラクタのように転がるのは、肉の詰つまった甲かつ冑ちゆうの残ざん骸がいだった。煤すすけた鎧よろいは黒く変色し、血までも黒く染そめているかのようだった。

　辛かろうじて直撃を受けなかった兵士の多くも吹ふき飛ばされ、両側に並ぶ建物の壁へき面めんに打ち据すえられていた。コンクリ打ちっ放しの壁面には紅あかく手形や人型らしき鮮あざやかな模様も見て取れる。それは死の世界に残ざん酷こくな彩いろどりを添そえる舞ぶ台たい演出のようだった。

　最前列から十列までの歩兵は即そく死しか、ほぼそれに近い瀕ひん死しの状態で斃たおれている。Ｍ20改４型八九ミリロケット発射筒を肩かたに担かついで車上に立つ京子は、その光景をありありと見せつけられていた。車長席に座る鈴木も同じだ。

　しかし感傷的になっている暇ひまなどなかった。矛鑓ハルバートに括くくり付けられた軍旗が一陣の風に翻ひるがえるのと一いつ緒しよに後続の兵士も体勢を立て直して、再び楯が一列に並ぶ。

　次に両脇わきがやや突とつ出しゆつするようにして、敵が前進を開始した。かなり速い歩調ながら、屍しかばねを乗り越こえて一いつ糸し乱れずに前進する様さまは圧巻だ。

　京子は肩に担かついだバズーカーの照準を敵中央にと定め、銃爪トリガーを引く。バズーカーの後ろから勢いよくガスが噴ふき出し、Ｍ35Ａ１型対戦車榴りゆう弾だんが発射される。

　そのとき、重装歩兵に動きがあった。第二列から五列までの歩兵が自みずからの楯を上に向けて密集する。楯と楯が重なって隙間もなくなり、外側からは楯しか見えなくなる。古代ローマの亀きつ甲こう陣じんと同じだ。

　そこへロケット弾が白はく煙えんを曳ひいて、この亀かめの甲こう羅らのような塊かたまりへと飛び込んだ。

「あっ!?」

　京子は思わず声を出していた。屋根のような青銅張りの楯に対してロケット弾の入射角が充じゆう分ぶんでなかった。ロケット弾は楯の上っ面つらを滑すべるように弾はじかれ、明後日あさつての方角へと飛んで行ってしまった。遠くで爆ばく発はつ音おんと黒い煙けむりが上がる。

　亀甲陣が解とかれ、再ふたたび前進が始まる。どうやら左右の両側から側そく背はいへと回り込む作戦らしい。六〇式自走無反動砲は砲ほう塔とうを横に旋せん回かいさせることはおろか、後ろに回すこともできない。

「回り込まれたら厄やつ介かいよ。何とか正面でカタをつけるのよ」

　京子はバズーカーは諦あきらめて、Ｍ３Ａ１短機き関かん銃じゆうと拳けん銃じゆうの二に挺ちよう拳銃に持ち替かえた。鈴木はハッチの中に隠かくれていた。援えん護ごしようにも弾たま切れだ。

　楯たてを並べて前進を阻そ止ししようとするも、無情にもブルドーザーのように押おし返し、履帯キヤタピラは軽々とこの障害を人間ごと乗り越こえる。そこに銃弾を浴びせかけるのだ。敵兵は銃弾に断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる間まもなく、熱い銃弾が何発も身体からだを貫かん通つうしてゆく。兵士は紙の人型標的マンターゲツトも同然に無む抵てい抗こうのまま虚むなしく斃たおれていった。

　しかし、このままでは多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。負傷者も抱かかえている。いくら近代兵器があっても、これ以上持ちこたえるのは限界だった。戦局はどんどん自衛隊側に苦しくなる。既すでに竹内一士が鑓やりに心臓を貫つらぬかれて落らく伍ごしている。鎧よろいを身に着けていない自衛官は、銃弾と同じように鑓に対しても全くの無力なのだ。

「速すぎるっ！　スピードを落として！」

「ですが、これ以上スピードを落とすと敵に囲まれてしまいそうです」

　操そう縦じゆう手しゆの林が叫さけぶ。

「歩きの後こう続ぞくがついて来られないんだから、仕方ないでしょ！　もう少しで最さい後こう尾びを抜ぬける。我が慢まんしろっ！」

　京子も苛いら立だってきていた。接近戦に移行していたので、矢の脅きよう威いはひとまずない。しかし鑓の鋭するどい穂ほ先さきが頰ほおを撫なでるかと思うほどの距きよ離りで、敵てきのど真ん中を進んでいるのだ。前も後ろも右も左も敵しか見えない。銃じゆう弾だんを叩たたき込んで敵兵を次々に殪たおしても、一いつ向こうに敵兵は減へらない。殪す以上に湧わいてくるのではないかと思うくらいだ。これでもかと撃うち込めば撃ち込むほどに、その感覚が強くなる。

「もう駄だ目めだ。俺おれ達はここで八つ裂ざきにされるんだあーっ！」

　砲手の師岡だった。敵との距離が近くなりすぎて、彼の受け持ちである最大火力の無反動砲が使えないのも彼を追い詰つめ、次から次に押おし寄せてくる歩兵の数に恐きよう怖ふの底に叩たたき落とされたのだ。

「落ち着きなさい、師岡三曹そう！」

　しかし師岡は完全に恐きよう慌こう状態をきたしてしまい、わけのわからないことを口走り始めた。京子は仕方なく、彼の首筋に手にしていた拳けん銃じゆうの銃把グリツプで一いち撃げきを加えて黙だまらせる。

「見えました！　中央制せい御ぎよ棟とうの入り口です」

　最後の角を曲がると、敵兵の切れ間から制御棟の巨きよ大だいなドーム型の建物の入り口を見ることができた。

「制御棟に入って。隔かく壁へきを閉じれば時間を稼かせげるわ」

　それは、ほんの少し前に逃にげて来たばかりの場所だった。
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「外がやけに騒さわがしいな」

　外部の様よう子すが気になった三み鬼きが呟つぶやいた。何かが起きている。これは確かのようだ。

　しかし三鬼は動けないでいた。コアを遮しや蔽へい物ぶつとしながら怯おびえきった深み澄すみを横に置いて、じっとしていた。裏うら切ぎり者のジーベル達との戦せん闘とうは膠こう着ちやく状態になっている。少なくなった残ざん弾だんが気になる。無む駄だ弾だまを撃うつことには慎しん重ちようにならざるを得ない。

『ジーベルは強力な魔ま導どうを操あやつる男だ。それが魔導を使ってこないところを見ると、何か理由があって魔導を発動できないのだろう。しかし、いつまた魔導を使ってくるかもしれない。逃にげたハッサンやアルファロッズも当てにできない。時間が長引けば不利だ。ならば弾に余よ裕ゆうがあるうちに一気にケリをつけるべきか……』

　三鬼は決断を下した。コルト・パイソンの銀色の回転弾倉シリンダーを開放して、そこに込められた六発の３５７マグナムの雷らい管かんを見つめた。不良な弾丸はない。手首を捻ひねって再び回転弾倉をロックさせる。準備できた。三鬼は立ち上がる。

「どうした。もう、くたばったか、ジーベル？」

「それは、そっちの方だろっ！　外の音が聞こえないか。あの音は親父おやじの派は遣けんした三〇〇の精せい兵へいが近くまで来ている証しよう拠こだ。わかったら、おとなしくその林檎りんごを渡わたせ！　そうしたら生命だけは助けてやるぞ」

　柱にもたれかかったままジーベルが叫さけび返した。しかし足の傷は思った以上に体力を奪うばっていっている。早く三〇〇の兵と合ごう流りゆうしなければ。

「親の七光りかよ。しかしPapaの軍隊も、自衛隊にだいぶ苦戦しているようだな。下へ手たすると、こっちに辿たどり着く前に全ぜん滅めつするんじゃないのか？」

「強がり言ってるのも今のうちだ！　あとで吠ほえ面づらかくなよ。少しでも考える頭があったら降こう伏ふくしろっ！」

　ジーベルの言葉が返ってくる。いくら軽戦車があっても、あの十人にも満たない自衛隊では三〇〇の兵を殲せん滅めつする力がないことくらい、三鬼にもわかっている。このままではジーベルの言う通り、三鬼の完敗だ。

『ジーベルの軍隊が到とう着ちやくするまでに、どうにか方法を考えなければ……』

　と、そのとき、さっきのジーベルの言葉が引っかかった。そうだ──ジーベルはコアを渡せば、生命を助けると言っていた……。

　このまま時間さえ経たてば勝利は確実。なのに、なぜそんなことを？　助けると言う約束が噓うそだとしても妙みようだ。

『何か理由がある──そうか、奴やつは急いでいるんだ。何を急いでいる？　怪け我がだ。思った以上に銃じゆうが効きいていたんだ。ならば勝しよう機きは充じゆう分ぶんにある！』

　三鬼は拳けん銃じゆうを片手に、ほくそ笑えんだ。

「ＹＯＵの言う通りだ。ＹＯＵの勝ちだよ。降伏する」

　三鬼はコアの前に二、三歩進み出た。身を隠かくすものは何もない。完全に無防備だ。

「随ずい分ぶん諦あきらめがいいな。もしかして俺おれをハメようってんじゃないだろうな？」

「まさか。そっちこそ生命の保証は約束してくれるんだな？」

　三鬼は銃を手にしたまま両手を挙あげる。

「俺は噓つきのレフリームじゃない。我わが家か名めいの名めい誉よに懸かけて誓ちかおう」

「そうかい。それは有あり難がたい。今は信じるしかないんでね」

「わかってるじゃないか。主導権は俺にあるってことがな。さあ武器も捨ててもらおうか」

「……わかった」

　三鬼はコルト・パイソンの撃鉄ハンマーを戻もどして、ゆっくりと腰こしを屈かがめて銃を床ゆかに置くと、靴くつ先で軽く蹴けった。拳銃はくるくると回転しながら、三メートルほど滑すべってゆく。

「いいだろう。素す直なおだな。最初からそうしていればいいものを。手こずらせやがって」

　ジーベルが柱の陰かげから姿を現した。やはり片脚あしを引きずっている。

「素直は美徳だ。しかし素直過すぎる奴が世の中を生き抜ぬくのは難むずかしいってね」

　ジーベルの手には既すでに呪じゆ文もんが完成していた。青白い光球が手の中に握にぎられている。やはり生命を助けようなんて端はなから思っていなかったのだ。

『氷の散さん弾だんか……』

　三鬼は光の具合からジーベルの魔ま導どうを読みとった。威い力りよくの低い水系魔導──威力は低いが空気中の水蒸気を凝縮氷結させた無数の氷ひよう鏃ぞくを発射するので、散弾銃シヨツトガンのように広こう範はん囲いの標的を狙ねらえる。これはジーベルが自分の魔導に自信のない表れか。それに派は手でな魔導を好むジーベルにしてはおとなしすぎる。やはり体力、精神力の消しよう耗もうが激しいのだ。

「騙だましたな。初めから殺すつもりだったのか？」

　三鬼は今初めて気が付いたかのよう驚おどろいて見せた。声も少し裏返してみる。そして気付かれないように眼を動かして、銃の位置と距きよ離りを目測する。

「悪いな。これが仕事でね。運命と思って諦めてくれよ」

「運命ね……趣しゆ味みじゃないな」

　ジーベルの人差し指が動いた。予あらかじめの狙い通りに横飛びに銃を拾い上げる三鬼。ジーベルの掌てのひらからは吹雪ふぶきのように無数の氷鏃が射出される。コルト・パイソンも火を噴ふく。

　３５７マグナムはジーベルを外はずれて床に着弾した。銃爪トリガーを引く前に肩かた口ぐちが燃えるように熱くなって、照準が逸それたのだ。見ると、肩口に五センチくらいの小さな氷柱が突つき出ていた。傷の深さも五センチといったところか。完かん璧ぺきに銃爪トリガーを引くタイミングが遅おくれていた。

　受けた傷は、この肩の一か所だけだった。百本近い氷鏃が一発しか命中しなかったことになる。奇き跡せきに近い。

　だが偶ぐう然ぜんではなかった。ジーベルが狙ねらいを外したのも理わ由けがあった。

　ジーベルが悲痛な呻うめき声を上げ、カブトムシの幼虫のように身体からだを丸めて、のた打ち回っているではないか。両手は真まっ赤かになった太ふと股ももを押さえている。三鬼の銃で負傷した脚あしだ。頭の他にはそこだけが鎧よろいがなかった部位でもある。しかし銃じゆう創そうだけでなく、その脚には短たん剣けんが深々と突き刺ささっていた。

　ジーベルの傍かたわらに血染めの衣を纏まとった半はん裸らの少女が佇たたずんでいた。

『誰だれだ……!?』

　ジーベルは拳けん銃じゆうを構えたまま様よう子すを窺うかがう。

「ココルッ！」

　驚きを露あらわにした誰かがココルの名を発した。三鬼は声のした方を振ふり向く。そこにいたのはアルファロッズから受けた傷口を止し血けつするために、じっとしていたノレスだった。
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　警告アラームを促うながす黄色回かい転てん燈とうが回転し、サイレンが鳴り渡わたる。

「もっと早く閉とじないの！」

　京子は蝸牛かたつむりの歩みのごとく、ゆっくりと閉じてゆくシャッターにイライラしていた。

「駄だ目めです。これ以上は早くなりません」

　腰こし溜だめに小銃を構かまえて弾たまをばら撒まいて、敵てき兵へいを蹴け散ちらしつつ川田士長が叫さけんだ。

「なんとか食い止めるのよ」

　六人が一丸となって、隔かく壁へき内に飛び込んでくる敵に銃じゆう弾だんを浴びせる。隔壁のシャッターは確かく実じつに降りている。あと三メートル、もう少しだ。

　隔壁の隙すき間まが二メートルになり、一メートルになるまで気の遠くなるような時間を感じた。ここまでに、どれだけの弾丸＝税ぜい金きんを消費したであろうか。

　ここまでくると敵も無理に入って来るような無む謀ぼうな輩やからは減っている。シャッターを潜くぐり抜ぬけても、容易に狙ねらい撃うちにすることができた。

「おいっ、止まったぞ！　どうしたっ？」

　シャッターが完かん璧ぺきに閉まらず途と中ちゆうで停止してしまったのだ。サイレンは鳴りやまないままだ。隙間にして十五センチ程ほどが開いている。このままでは鉄棒なんかを差し入れられて梃て子この原理でやられたら、シャッターは簡単にこじ開けられてしまう。

「何かが挟はさまってるぞ！」

　横山がシャッターの下から突つき出た鎖くさり鎧よろいに覆おおわれた腕うでを指差す。原げん因いんはそれだ。しかも指先がぴくぴくと動いている。生きている。

「どうにか排はい除じよできないの？」

「やってみます！」

　しかし横山と川田の二人掛がかりで腕を引っ張ぱろうとしても押おしても、びくともしない。

「しゃあない。やるしかないな」

　横山は小銃の銃口を挟まった腕に向けた。

「本当にやるんですか？」

「他に方法があるのか？」

　川田は黙だまってしまったので、横山は銃爪トリガーを引き絞しぼった。セミオートで連射される銃弾はシャッターに挟まっていた部分の肉を削そぎ落とし、骨ほねを砕くだき、激しく血ち飛沫しぶきが飛び散る。シャッターの向こう側から絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。

　そしてシャッターは閉へい鎖さされる。ひとまず危機は回かい避ひできた。

「で、これからどうなるんだ、俺おれ達は？　もう爆ばく破はまで二時間を切ってるってのに、こんなところに閉じこめられたも同然になっちまってよ」

　師もろ岡おかが愚ぐ痴ちをこぼす。

「そんなこと言っても始まらないでしょっ！」

　疲つかれた顔の京子が怒ど鳴なった。全員の神経が逆さか立だっているのだ。

「そんなこといっても、さっきの戦せん闘とうで、みんな殆ほとんど弾たまを使い切ってます。これ以上は戦えません。無理ですって！」

　師岡は投げやりに言う。かなり自じ暴ぼう自じ棄きだ。

「そんなに嫌いやなら勝手にしろ！　家に帰って今時分は〈笑っていいとも〉でも見てろよっ！」

　経けい験けん豊ほう富ふな最年長の横山までがキレて、物もの凄すごい形ぎよう相そうで師岡を怒鳴りつける。状じよう況きようは誰だれの眼めにも明らかだ。最悪というより他ほかない。

　鈴木はピリピリと張りつめた空気の中で黙っていた。この制せい御ぎよ棟とうの奥おくにある中央制せい御ぎよ室しつには、逃げ遅れた深み澄すみがいるかも知れない。鈴木には不安の中に入り混まじる期待に思いを馳はせていた。

「ここにいても仕方ないわ。もう一度、中央制御室に行って、コアが奪うばわれてしまったかどうか確かく認にんする。コアがなくなってなかったら、中央制御室を完全に閉へい鎖さして引き上げる。脱だつ出しゆつ口こうは他の出口を探さがす。それでどう？」

「もしもコアが奪われていたらどうするんですか？」

「コアを見つけるまでね。ネイチャーエンジェルスの奴やつ等らだって、そう遠くまでは行っていないはずよ」

「そんなこと言って、もし奴等が残ってたら、どうします？」

「さっきは不意を突つかれただけよ。今度会ったら、やってやるわよ！」

「またそんなこと言って……」

　鈴木は相変わらずの京子の無む責せき任にんな発言に呆あきれきっていた。

「鈴木、何か言いたいことがあるの？」

「……い、いえ……ないです」

　鈴木は何も言えなかった。
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「ココル、生きていたのか……？」

「…………」

　ノレスの問いかけにココルは何も応こたえない。ただ甲かつ冑ちゆうを騒そう々ぞうしく鳴らして無ぶ様ざまに転ころげ回るジーベルの姿すがたを目で追っているだけだった。

「どうしてジーベルを刺さした？」

　ノレスは再ふたたび問いかける。やはりココルは応えない。

「ココル、どうした？　何か応えろっ！」

　無反応のココルに苛いら立だったノレスが声こわ高だかに叫さけぶ。しかしココルはまるで動じない。一いつ瞬しゆんだけノレスに一いち瞥べつをくれるも、すぐにジーベルへと視線を戻もどしてしまった。

　三み鬼きはココルに何か違い和わ感かんを覚えていた。しかし、それが何なのか、しばらくわからないでいた。血ち染ぞめの衣ころもかと思ったが、そうではない。

「手がぁ……」

　はっとした深み澄すみが両手で口を覆おおう。三鬼は深澄の一ひと言ことでようやくわかった。なぜ気付かなかったのか。手だ──ココルの右手首から先の手がないのだ。三鬼に違和感を生じさせたののは、右利ききのココルが逆手で短たん剣けんを刺す動作だった。

「た、助けてくれっ……ココル、頼たのむ。助けてくれ……」

　死んだ魚のような虚うつろな眼めをしたココルは、命乞ごいをするジーベルをひたすら黙だまって見つめている。

「なあ、頼む。俺が悪かった。謝あやまる。だから、なっ？　生命だけは……」

　綺き麗れいな顔を涙なみだや鼻水でベトベトに汚よごして哀あい訴そするジーベルは惨みじめなものだった。ココルの前に媚こびを売る犬のようにすがりついている。卑ひ屈くつそのものだ。

　短剣はジーベルの太ふと股ももの内側、それも的確に大だい腿たい動脈すれすれに刺されていた。もしも引き抜ぬくときに一歩でも間ま違ちがえば出血多量で生命を失いかねない。ジーベル自身が勝手に抜くわけにもいかず、そのまま間ま抜ぬけに太股に短剣が生はえたままだ。

「隊長、あたし、死んだと思ってたでしょ？」

　ココルは声を低く話した。無理に明るく振ふる舞まおうとするかのような調子は、かえってアンバランスな印象を与あたえている。

「い、いや、そんなことは…………」

　ジーベルは言葉に詰つまった。

「残念だったね。まだ死ねないみたい……」

「そうか、助かってよかったじゃないか。俺も心配してたんだぜ」

　ジーベルは助かりたい一心で、言ってることが支し離り滅めつ裂れつになっている。

「でもね。もうダメみたい……立ってるのもやっと。眼めも霞かすんで……だから隊長──」

「なんだ。どうした？　治ち癒ゆ魔ま導どうをかけてやろう。そうすれば怪け我がも癒いえる。楽になるぞ」

「ううん。死んで……」

　ココルはすがりつくジーベルを振ふり払はらうと、太股に突つき刺ささった短剣を足で蹴けり上げた。抜けた短剣が音もなく床ゆかに落ちる。大腿から噴ふん水すいのように血が噴ふき上がる。人間の中にこれほどの血があるのかと思うほどの量が銀色の甲かつ冑ちゆうの上に深しん紅くの雨となって降り注ぐ。

　ジーベルの血を全身に受けるのも気にせず、落ちた剣を拾い上げようと、ココルは腰こしを屈かがめる──剣を拾おうと伸のばした手が空くうを摑つかむ。

「──あれ、おかしいな？」

　そのまま、ふらっと貧ひん血けつにでもなったようにどさっと倒たおれた。

「ごめん、シスマ……あたし、幸せにはなれなかったみたい……」

　そして二度と動くことはなかった。

　それがジーベルとココルの最さい期ごだった。
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「はははっ、仲間割われで自じ滅めつとは、傑けつ作さくだ」

　三み鬼きは二人の死体を眺ながめながら哄こう笑しようした。そして念には念を入れて、ジーベルの頭部と、ココルの心しん臓ぞうに一発ずつ銃じゆうを撃うつ。ジーベルの頭が半分吹ふっ飛び、ココルは銃じゆう弾だんの衝しよう撃げきにがくんと身体からだを波打たせた。

　そうして改めて三鬼は座すわり込んだまま動けないでいるノレスに近づいてゆく。

「どうだ。これで、残ったのはおまえだけだな、ノレス」

　三鬼はノレスを見下げている。

「どうせ私も殺すつもりなのだろ？」

　血の気けの失うせたノレスは青あお褪ざめた顔を上に向ける。

「ＹＯＵを殺さない理由がどこにある？」

「ないな」

「裏切り者には死を。これがネイチャーエンジェルスだ。何度も言って聞かせたろ？　それで何か言い残すことはないか？　そのくらいの時間はやるぞ」

「別に」

「そうか。なら、これでお別れだ」

　三鬼はコルト・パイソンの撃鉄ハンマーをカチリと音がするまで引き上げる。銃爪トリガーにかけられた指に力が入る。

「はい、そこまでよ！　おとなしく武器を捨てて両手を挙あげてね」

　突とつ然ぜんの声にどきっとした三鬼が振ふり向く。

「なっ……!?」

「なに？　また、あたしに逢あえて、そんなにうれしい？」

　すぐ後ろに京子が制式拳けん銃じゆうを背中に突つき付けている。こんなに近くにいたのに気付かなかった。不ふ覚かくだ。

「まさか……戻もどって来たのか……」

「残念でした」

「本当に残念だ」

　三鬼はどうにか京子を振り払はらおうと、京子の隙すきを探さぐる。

「さっきはよくもやってくれたわね。でも、今は頼たよりの傭よう兵へいもいないじゃない。どうしたの？」

「いるさ」

「どこに？」

「そこに……」

　三鬼は硝子ガラスの柱に視し線せんを投げかける。つられて京子も柱を見ようとする。その一いつ瞬しゆんに隙ができた。三鬼は銃を持つ腕うでを摑つかんで捻ひねり上げようとした。

　しかし次の瞬間には文字通り眼前に隊員たちの小銃がこれ見よがしに突き付けられた。

「無む駄だな抵てい抗こうは止やめてね。無駄に死ぬだけよ」

「ＹＯＵに殺せるのか。僕は正真正しよう銘めいのAmericanだ。国こく際さい問題に発はつ展てんするぞ」

「テロリストの一人が消えるだけよ。問題になるわけないじゃない」

「僕はterroristじゃない。何度言ったらわかるんだ。僕は──」

「Ｎ・Ｇ・Ｏ！」

　三鬼と京子の声がハモる。

「あんたの言うことなんてお見通し！」

　京子の一ひと言ことで三鬼は鬼おにのような形ぎよう相そうで京子を睨にらみつけたまま、黙だまってしまった。

「せんぱぁいぃ」

　深み澄すみは満まん面めんの笑え顔がおで鈴木に飛びついた。

「よかったあ。どこか怪け我がはない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫ですぅ」

　深澄の間ま抜ぬけな声が響ひびく。鈴木も抱だきつかれて嬉うれしそうだ。その瞬間──破は裂れつ音おんと共に鋭するどい衝しよう撃げきが鈴木の頭部をかすめていった。

　恐おそる恐る音のした方を見ると、京子が拳けん銃じゆうをこちらに向けて構えている。銃口から煙けむりが一ひと筋すじ立ち昇のぼっていた。

「あら、ごめんなさい。銃が暴発しちゃって」

　凍こおり付いたような笑みを浮うかべながら京子が応こたえる。暴発といいながら、照準サイトはしっかり鈴木にポイントされていた。

「……いえ……大丈夫です……」

「二尉い、コアは無事のようです」

　そこに声をかけてきたのは横山一曹そうだった。

「そのようね。何か変わったところとかはなかった？」

　京子はあからさまに不ふ機き嫌げんだった。

「いいえ。さっきと同じデカイだけの金色の林檎りんごです。こんな物のために殺し合ってるなんて信じられませんよ」

「それで負傷者は？」

　横山は俯うつむき気味に首を床ゆかに振ふる。さっきの戦せん闘とうで重傷を負おった者は既すでに全員絶ぜつ命めいしていたのだ。

「そう……」

　京子もこのときばかりは冥くらい表情を浮かべたときだった。

「なんだ、なんだっ！」

　異い常じようを最初に感じたのは鈴木だった。

「どうしたの、鈴木？」

「音が……なんか変な音が聞こえたんです」

　鈴木の言葉に京子が耳を澄すましてみる。しかし何も聞こえない──

　次の瞬しゆん間かん、耳を聾ろうする爆ばく発はつ音おんが轟とどろき渡わたった。数秒の後に、中央制せい御ぎよ室しつに開あけられた入り口から爆風の熱い風が渦うずを巻まいて鈴木達を襲おそう。

　京子は直感的に制御棟とうの隔かく壁へきシャッターが突とつ破ぱされたことを悟さとった。ネイチャーエンジェルスに気付かれまいと自走砲ほうを入り口付近に置いてきたのが悔くやまれる。爆風に飛ばされて自走砲の部品も飛んできた。おそらくもう使いものにはならないだろう。

「あれは何だっ！」

　師もろ岡おかが目め敏ざとく煙けむりの中から何か大きな物体を見つけて叫さけぶ。

「──あいつだっ！」

　巨きよ大だいなシルエットを見るなり鈴木も大声を出していた。あの巨大生物を見るのはこれで三回目だ。間ま違ちがいない。しかしそれは今までに見たときよりも更さらに兇きよう悪あくで恐おそろしげだった。

　壁へき面めんのピンク色の発光に反はん射しやして、大量に浴びた血がぬらぬらと光っている。無数の眼光が炯けい々けいと獰どう猛もうに輝かがやき、四本ある腕には肉片や髪かみの毛が束たばになって付着していた。
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　何よりも静かだった。血と硝しよう煙えんの匂におい。それだけ。さっきまで自分達を苦しめていた兵の叫さけび声はもう聞こえない。

「そう、これが例のバケモノね……」

「ええ。二度も僕のピンチを助けてくれたんです」

　鈴木は期待を込こめて言った。

「今度も助けてくれるんだとありがたいわ。だけどロシア製の[image: Ρ][image: Π][image: Γ]アールペーゲー２なんて対戦車ロケットの花束をご持じ参さんなんて、なかなかお洒落しやれよね」

　携けい行こう用とはいえロケット兵器六本を束ねた武器を軽々と持つ巨大さに圧あつ倒とうされることなく京子はしれっとした顔で言う。しかし顔とは別に肩かたにかけたバズーカーをゆっくりと手に持ち替かえる。京子も覚かく悟ごを決めていた。

　巨大生物だとばかり思っていたのは、ロボットのような機械なのだろうか。立ちはだかる巨きよ軀くを前に、そんな疑ぎ問もんが湧わいていた。

　昆こん虫ちゆうのような外骨格は機械とは思えない。美しいまでに複ふく雑ざつなフォルムは頭から爪つま先さきまで弛ゆるまずに流水のように優ゆう美びでいて、しかも圧倒的な力強さがあった。また可動部である関節部も爬は虫ちゆう類るいの皮ひ膚ふのようなもので覆おおわれ、外骨格同士を違い和わ感かんなく自然に繫つないでいる。これが機械か生物かと問われれば、外見からは生物としか言いようがない。

　しかし生物とも言い切れない。以前に見たときにはなかった変化がある。右副ふく腕わんに持つ六連装の対戦車ロケット、左副腕には二メートル以上の巨大な剣けんを手にしている。胸きよう部ぶ、腰よう部ぶ、脚きやく部ぶにはブロックかタイルのような物が貼はり付けられている。鈴木は後で知ることになるが、リアクティブ・アーマーと呼ばれる戦車用の追加装そう甲こうだった。この中には炸さく薬やくが詰つめ込まれていて、攻こう撃げきを受けても爆ばく発はつで爆発を相そう殺さいしてしまうという原理の防ぼう御ぎよシステムだ。他にも兵器のような装備が施ほどこされている。生物のようでいて兵器のような装備をした奇き妙みような存そん在ざいだった。

「これはエリス……!?」

　自分の身長の二倍はある巨大な存在を仰あおぎ見ながら京子が呟つぶやいた。

「エリス？」

　鈴木は思わず聞き返す。

「開発コードＰ‐05、通つう称しよう〈エリス〉。自衛隊が開発中の人型兵器よ……でも違ちがいすぎるわ……」

　その途と端たん、巨きよ大だい生物に動きがあった。竜りゆうの髑髏どくろのような頭部が張り出した胸部の前に大きくスライドして迫せり出し、今まで頭部の据すえられた部位が大きく展開する。

「やっぱり、あれは機械……」

　ハッチパネルのような物は本体から離はなれるとき、ピンク色を帯びた透とう明めいの粘ねん液えきが糸を引く。粘液は仄ほのかに発光している。中央制せい御ぎよ室しつを覆おおうゲル状の発光物質と同じだ。

　巨大生物の開かれた内部から何かが現あらわれようとしていた。蛹さなぎから羽化する蝶ちようのように、粘液に包まれたものがゆっくりと、背筋を仰のけ反ぞらすように起き上がる。

　しかし、それは蝶ではなかった。一いつ糸し纏まとわぬ少女の上半身──今まさに母ぼ胎たいから出てきた赤あか子ごのように全身がぬらぬらと濡ぬれ光っている。ダークブロンドの髪かみも梳くしけずられ撫なでつけられたように身体からだにぴったりと張り付いていた。

　閉とじていた眼めがゆっくりと開く。瞼まぶたの奥おくから蒼あおと茶の異なる瞳ひとみが眼がん下かを睥へい睨げいする。

　誰だれもが銃じゆう口こうを向けるどころか、銃を持っていることさえ忘れてしまったかのように、だらりと両手を下おろして、ぽかんと口を開けていた。

「ラースター……」
















　鈴木は自分の発した名前に懐なつかしさではない、何か特別の想おもい、甘あまくも辛つらくもある想い出の断片を凝ぎよう縮しゆくするような感覚を感じた。

　最初、全ぜん裸らに見えたラースターは、その胸に浮うかんだディグリト王家の軍隊蟻ありの紋章エンブレムによってボディーラインに密着したシースルーのようなものを身に着つけていることがわかった。しかし、それでもピンクの粘液のせいもあって、何も身につけていないような錯さつ覚かくを起こさせる。

　鈴木は気き恥はずかしくて、まじまじと見つめることができなかった。

「生きてたのね……」

　京子が唸うなるように呟つぶやく。

「不満そうだな、中田三等陸りく尉い。また遭あうとは思わなかったが」

　これがラースターの第一声だった。

「それはあたしも一いつ緒しよ。珍めずらしく意見が合うわね。それと今は昇しよう進しんして二等陸尉だから。それで、Ｐ‐05エリスなんて持ち出してどういうつもり？」

「エリスではない。これはＰ‐06エリスⅡ。ゲートと同じく魔ま導どうシステムを応用してエリスにエルフ生体部品と小型魔導炉ろを搭とう載さいした人形ゴーレムだ」

「でもＰシリーズは防衛庁の依い頼らいで本羽技研が開発していた機き密みつ事じ項こうよ。何であんたなんかが？」

　京子はとても信じられないという顔をして、巨大生物──エリスⅡを眺ながめる。

「簡単なこと。交こう換かん条件だ。私は人工ゲートに関かかわる全すべての魔導技術の情報を優先的に提供したのだ。それなりの見返りは当然ではないか」

「政府が裏取引をしたっていうの……薄うす汚ぎたない政治家と官かん僚りよう共がなんてことを……」

　京子は歯は嚙がみする。目の前のエリスは、最さい先せん端たんの科学技術をベースに太たい古この文明が築いた魔導体系によって生み出されたのだ。だから陸上自衛隊が市街地戦用に配備計画を進めている本来の亜あ人型機動兵器Ｐ‐05エリスとは、まるで異ことなる生物的なフォルムをしている理由がわかった。

「それで、ここに来た理由はなんなのよ？」

　京子は怯ひるまずに突つっ込んだ。

「別に来たわけではない。最初からここにいたのだ。おまえ達が来る前からな。しかし予定が随ずい分ぶんと狂わされたよ。全すべてはおまえのせいだ、三鬼。まさかこの私を裏切ってくれるとはな」

「ふんっ。この死に損ぞこないがっ！　てっきり空間転移の渦うずに巻き込まれて死んだものと思っていたのにな」

　自衛隊に拘こう束そくされていた三鬼は、嚙みつくように言った。しかしジーベルの一いち撃げきで負傷した右肩かたが痛々しい。

「危あやうく奸かん計けいによって死ぬところだった。しかし何なに故ゆえに私を裏切った？　金ならＮＧＯが今後十年間は楽に活動できるだけの資金をくれてやったはずだ」

　ラースターは四メートル近い目線から常に威い圧あつ的に物を言った。

「どういうこと？　ネイチャーエンジェルスを陰かげで操あやつってたのは、お姫ひめ様さまだったってこと？」

　京子が二人の会話に割り込む。

「誰だれがおまえなどに従したがうか。Nature Angelsなんて関係ないね。COREは俺おれの物だ。誰にも渡わたすもんか。あれは俺だけの物だ」

「最初から、そのつもりで志願したのか。そして当初の計画になかった空間転移を起こさせたのも狙ねらいだったんだな」

「そうだ。空間転移を起こせば、来らい賓ひんとして堂々と現場に居合わせていたＹＯＵは死んじまう予定だったんだよ。そうすれば待たい機きさせてあった飛行機でCOREを持ち去ることは不可能になるしな。しかしＹＯＵの悪運までは考えてなかったよ」

「レフリームの浅はかな考えだ」

「ちょっとお、あたしの質問にも応こたえなさいよ。いったい、どうなってるのよ？　どうしてお姫様と環かん境きよう保ほ護ご団体がつるんでるのよ！」

「黙だまってろ、莫ば迦か女！　今はあの女と話してんだ」

　三鬼が凄すごみを利きかせて京子を罵ののしった。

「なによっ、あんたは今、あたし達が身み柄がらを拘束してんのよ。そんな口きいていいと思ってるわけ！」

「まあまあ、京子さん。少しは落ち着いて話を聞きましょうよ。質問はそれからってことで、ねっ」

　鈴木はその場の雰ふん囲い気きを考えて、京子を宥なだめた。

「作戦は完かん璧ぺきだったんだ──」

　再び三鬼が独どく白はくし始めた。

「──あのジーベルさえ裏切らなければ、今いま頃ごろはもうここにはいなかったろうよ。さっさとＣＯＲＥを奪うばって逃とう走そうに成功していたはずなんだ……」

「そうかな」

　疑問を投げかけたのはラースターだった。

「なんだ、何か文句でもあるのか！」

「たとえ、あの傭よう兵へい隊長に裏切られなくとも、おまえは裏切られるのは運命だったのだ」

「なんだとっ!?」

「そうだろ？」

　ラースターは遠くに向かって問いかける。

「御ぎよ意いにっ」

　どこからともなく声がしたかと思うと、忽こつ然ぜんと黒いものが姿を現した。そしてエリスⅡの足元に深々と跪ひざまずいてみせる。それは漆しつ黒こくの衣ころもを纏まとった男だった。

「アルファロッズ……ＹＯＵは奴やつの手先だったのか……」

　無む言ごんでアルファロッズが頷うなずく。それを見て三鬼はすっかり脱だつ力りよくして項うな垂だれた。

「そうか、結局は、僕は踊おどらされていたにすぎなかったんだな」

「そう思いたくば、そうなのだろ」

「ぶっ殺してやるっ！」

　三鬼がラースターを睨にらみつけて怒ど鳴なり散らす。

「できるものならやってみるがいい」

　ラースターは吐はき捨すてるように言う。

　その言葉に三鬼はいきなり激げつ昂こうして、ラースターに向かっていく。しかし取り囲んでいた自衛官に羽は交がい締じめにされ、取り押おさえられてしまう。

「覚えてろよっ！　絶対に後こう悔かいさせてやるからなっ！」

　三鬼は暴あばれることを止やめずに抵てい抗こうし続け、横山達を手こずらせる。

「憐あわれな男……」

　ラースターは心から同情に盈みちた視線を三鬼に注ぐ。今の三鬼にとって最も残ざん酷こくな仕打ちであることを知っていてのことだ。

「ふざけやがって、ふざけやがって……ふざけやがって……」

　ラースターの憐れん憫びんに三鬼は自分が貶おとしめられてゆくのを感じ、その声も次し第だいに萎しぼんでいってしまう。

「用済ずみになった男に削さく時間はない。こちらも本題に移らせてもらおうか？」

「コアを寄こせって言うつもりでしょ？」

　京子は巨きよ大だいな戦せん闘とう機械を操あやつるラースターを前にしても全く臆おくすることがない。

「まさか、私がコアを持ち帰るのを邪じや魔まするなと命令するのみだ」

　京子は口唇くちびるを嚙かみしめて悔くやしがった。

　ラースターが再びエリスⅡの胎たい内ないへ埋うもれると、自動的にハッチが閉じ、頭が元の位置までスライドした。周囲に緊きん張ちようが走る。誰もが固かた唾ずを吞のんで見守った。

　竜りゆうとも昆こん虫ちゆうともつかない爪つめのある主しゆ脚きやくが床面フロアを蹴けり上げる。割れた硝子ガラス片へんがぱっと飛び散る。続いてバランスを保つように副脚が連動する。腰こしから上の上下動を極力抑おさえた歩行方式は、人間のような二足歩行とは似ても似つかない。獲え物ものに忍しのび寄る蜘く蛛もだった。

　エリスⅡは障害になる立ち並ぶ列柱を期限切れのオリーブの壜びん詰づめのように、巨大な蠍さそりの鋏はさみのような主腕で無む造ぞう作さに薙なぎ払はらい、主脚で踏ふみしだく。コアが置かれた台座まで辿たどり着くと、誰の邪じや魔まも受けずに一ひと際きわ大きな主腕でコアを軽々と摑つかみ上げようとする。

「返せっ！　それは俺の物だ……返してくれ……お願いだ……それだけは……」

　一人、泣きながら訴うつたえていたのは三鬼だった。最も早はや、抵抗するというよりも懇こん願がんに近い。しかしエリスⅡは淡たん々たんと黄金の林檎りんごを摑み上げようとする。

　自衛隊は為なす術すべもなかった。とても銃じゆうが通用する相手には見えない。

「いいんですか、このまま、あれにコアを奪うばわれちまっても」

　横山が京子に小声で囁ささやく。

「いいわけないじゃない。だけど、あんなバケモノ相手にどうしろってのよ。もう六〇式はないのよ」

「それを考えるのが指し揮き官の仕事です」

「そう言われてもね」

「もう時間です。そろそろヘリが自分達を回収に来ますよ」

　横山に言われて、京子は腕時計を確かく認にんする。気のせいか、ヘリの風を切る爆ばく音おんが聞こえた気がした。

「あと一時間……」

　京子は深く深呼吸をした。




卅　天尾星月２日Ⅱ区刻（日本時間２月15日13：03）







　銃じゆうを自分に向けているのは一人。それも実戦馴なれしていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　ヴィースは更さらに広く周囲にも眼めを配る。六人の自衛官のうち三み鬼きを押おさえ込むのに三人。それと指揮官と副官は少し離はなれた所にいた。指揮官の女には見覚えがある。苦にがい想おもい出のあるディグリトの地下遺い跡せきでだ。それと男女二人がいるが武器は所持していないようだ。

『レフリームは特に問題ない。二、三人を殪たおして逃にげることは容易だ。しかし、ここで逃げるわけにはいかない。この身を傭よう兵へい風ふ情ぜいに貶おとしめてまでして、機会を窺うかがっていたのだ』

　周囲に気づかれないようにしながらヴィースは思案を巡めぐらせる。自衛隊に拘こう束そくされたときに両手を縛しばられたが、自衛官の縛り方は全くなっていなかった。レフリームによく見られる傾けい向こうの一つで、機械などの複雑な物は扱あつかえるのに、生活必ひつ需じゆの簡単なことができないのだ。紐ひもの縛り方もその一つだ。

　既すでにヴィースは易やす々やすとロープ抜ぬけし、胴どう甲よろいの裏側に忍しのばせていた小さなＴ型突剣プツシユダガーを掌てのひらに隠かくし持っていた。

『レフリームもラースターを警けい戒かいしている。つけ入る隙すきがあるとしたらそこだ。必ず機会は訪おとずれる』

　ヴィースは、強い精神力をもって、ひたすらチャンスが来るのをじっと待っていた。ヴィースの搭とう乗じようするエリスⅡの主しゆ腕わんが三本爪づめでコアを台座から摑つかみ上げた。勝利を収おさめたその手を誇ほこらしげに高々と掲かかげる。

　最初に動くのは自衛隊か、それともラースターか。ヴィースは全神経を集中してどんな些さ細さいなチャンスも逃のがすまいとしていたのだ。

　チャンスは意外なところから到とう来らいした。

　それは一人の少年だった。いつの間にか中央制せい御ぎよ室しつの中にいたのだ。

「ラースター！」

　少年はコアを手にしたエリスⅡに向かって叫さけんでいた。

　エリスⅡの無数の眼めが一いつ斉せいに動いて声の主ぬしを追い求める。光学カメラや赤外線ノクトビジヨンカメラはレンズを自動焦点オートフオーカスで補ほ整せいしながら少年の姿を捕ほ捉そくし、肉眼も瞳どう孔こうを大きく開いて少年の顔を見つめた。

　エリスⅡの動きが凍こおる。誰だれもが少年を黙だまって見ていた。少年だけがゆっくりと、しかし足取りも確かに、着実にラースターとの距きよ離りを詰つめてゆく。ほどなくお互たがいを隔へだてる距離は三メートル足らずになっていた。

　しばらくは時が凍り付くように何も起きなかった。誰も何も言わなかったし、身じろぎもしない。

　その時の氷を割ったのはエリスⅡだった。再び頭部が前方に迫せり出し、肩かたから背中にかけた六枚の甲こう殻かくが開花する花のように開く。昆こん虫ちゆうの内臓と同じようにドロドロとした粘ねん液えきに盈みちた胎たい内ないからラースターが現あらわれる。その姿は水みな面もに映うつる己おのれの姿に見とれていたヒュラスを泉いずみの中に引き込んで殺した泉ニのン精フのごとき美しさを湛たたえている。

「蛍けい太た……」

　顎あごの先を伝う粘液を滴したたらせる口が小さく呟つぶやく。

「やっぱり……ラースター、君だったんだね……」

「なぜ……ここに来た」

「わからない……気が付いたらここに来てた……」

　蛍太は首を横に振ふる。

「ちょっとお、誰よ、あの子？」

　少年の出現に戸と惑まどう京子が口を開いた。

「恋こい人びとどうしなんじゃないですかぁ？」

　それに深み澄すみも乗る。

「まさかあ。あの雰ふん囲い気きは違ちがうでしょ」

「でもでもでもぉ、絶対そうですってぇ」

「まあまあ、もう少し様よう子すを見ましょうよ」

　それを鈴木が諭さとし、固かた唾ずを吞のんで、二人のやりとりを見守った。

「わからない？　私に用があるのではないのか？」

　ラースターはきつく問い質ただす。

「あると思う……もう一度、君に逢あいたかったんだと思う……」

「なぜだ？」

「それが、わからない……裏切った君に逢って、僕はどうしようとしたんだろう……」

「一つだけ言えることがある」

「なに？」

「私にはもうおまえと逢う必要はないということだ」

「そう……」

　蛍けい太たはがっかりすることもなく、そのまま無表情でラースターの言葉を受け止めた。

「わかったら早くこの場を去れ。ここはおまえのいるべきところではない」

「……みたいだね」

　蛍太はそう一ひと言ことだけ言うと、そのまま引き返そうと踵きびすを返す。

　その刹せつ那な、ヴィースがとうとう動いた。全員の注目が少年に向けられたその瞬しゆん間かんを狙ねらって、小しよう銃じゆうを持っていたガタイのいい粕かす谷や一士の銃口を左の手て刀がたなで逸そらす。同時に音もなく目にも止まらぬ早さで後ろに回り込んでゆくと、背後から粕谷の脇わき腹ばらに右手の突剣プツシユダガーの刃はをすっと刺さし入れる。この間、二秒とかからなかった。

　ヴィースにとって最も適切な殺しだった。肝かん臓ぞうを貫つらぬいたのは、出血も少なくて済すみ、心臓を狙うよりも、刺してから死んで動かなくなるまでの時間が最短なのだ。断だん末まつ魔まに呻うめきながら苦し紛まぎれに銃爪トリガーを引かれて気づかれてしまうことは、ヴィースにとってどうしても避さけたかったことだった。

　頽くずおれる粕谷から八九式小銃を奪うばい取り、そのまま全力でダッシュする。アルファロッズに受けた傷は俊しゆん敏びんさも奪うばっていた。思うように自分の身体からだが言うことをきかない。

　しかしそれでも、みんなが気付いたときには、ヴィースは突剣の切っ先を蛍太の喉のど元に突つき付けていた。

「全員、銃を放ほうり投げて捨てろっ！　それから全部の武器もだ！　俯うつぶせになって手は頭の後ろ、足は大きく開け！」

　ヴィースは突剣の刃を微び動どうだにしないで命令した。

「あの女騎き士しはっ!?」

　鈴木はようやくヴィースのことを思い出した。サーバスト遠えん征せい軍ぐんの指揮官だった女だ。

「みんな武器を捨てて……言う通りにするのよ」

　それを知ってか知るまいか京子は一言命令を下すと、全員はおとなしく従った。銃を放り投げるガシャガシャという音があちこちで鳴り、隊員達は指示通りに俯せになる。鈴木、深澄、三み鬼きの三人も同様だ。

　残るはラースターとアルファロッズだ。ヴィースはエリスⅡを見上げて叫さけんだ。

「ラースターⅢ世、貴き様さまもその人形ゴーレムから出るんだ。この少年の生命を助けたくばな」

　これはヴィースにとって賭かけでもあった。ラースターには、この少年に対して何らかの感情があって、絶対に見殺しにはできないと踏ふんでのことだ。もしも躊ちゆう躇ちよもなく少年を見捨てるようなことがあれば、奪うばった銃では、とても目の前の巨人ギガスには敵かなわない。

　静せい寂じやくが時を刻む。ヴィースにとって長い長い瞬間だった。突剣プツシユダガーの柄えを持つ手にじっとりと汗あせが滲にじんでくる。脈動の度たびに脇下の傷が熱を帯びて疼うずく。全身が熱っぽく怠だるい。しかしそれに反して血の不足で体温は下がっているようだった。時間はない。

　しかし、結果はあっけなかった。エリスⅡの背中の装そう甲こうが開放され、ラースターが姿を現したのだ。同時にコアを摑つかんだ主しゆ腕わんも下に降され、待たい機き姿勢となった。粘ねん液えきに濡ぬれる上半身をヴィースの前に曝さらすラースターは、無言のまま左右の異なる色の瞳ひとみで、きっと睨にらむ。

「よし。そのまま降りてこい。変な真ま似ねはするなよ。こいつが貴様の弱みだということくらいわかっているんだからな」

　ヴィースの言葉に反はん論ろんすることもなく、ラースターはひたすら沈ちん黙もくのまま、エリスⅡを降りてくる。途と中ちゆう、アルファロッズに目め配くばせすると、アルファロッズも抵てい抗こうすることなく俯せになった。

「ラースター……」

　蛍太は不ふ思し議ぎそうな眼でラースターを見ていた。

　ラースターが床面フロアに降り立った。ラースターの身体からだからは未いまだ付着した薄うす桃もも色いろの粘液がぼたぼたと糸を曳ひいて滴したたり落ちている。全ぜん裸らにさえ見える半透とう明めいのボディースーツとも相まって、猟りよう奇き趣しゆ味み的なものを喚かん起きさせるに充じゆう分ぶんな姿だ。これにはヴィースも躊躇ためらわずにはいられなかった。一瞬、言葉が詰つまる。

「どうした。この私に用があるのだろ？　サーバストの女め狐ぎつねが」

　ラースターは少しも臆おくさなかった。

「ほお、覚えていて下さいましたか、私めのことなど？　光栄ですよ、殿でん下か」

　ヴィースも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに返す。

「前置きはいい。早く本題に入ろうではないか」

「そう、焦あせることもないでしょう。同じ国を失った身の上だ」

「一国の主あるじの私と僧そう兵へい風ふ情ぜいのおまえを一いつ緒しよにするな」

「国を失ってしまえば、国王も農民もない、只ただの人間としての個人があるだけでしょ。後ろ盾だてをなくせば何もできない王おう侯こう貴族より、どこの土地でも生きられる農民の方がよっぽどましというもの」

「ならば、おまえも土に塗まみれて、ひっそりと生きていればよかったであろう」

「できればそうしたかったよ。だが、私にはやり残したことあるのだ」

「……私を殺すことか？」

「そうだ」

「大たい義ぎはあるのか？」

「決まっているだろう。貴様が放った細菌兵器インフルエンザウイルス弾だん頭とうミサイルにより我わがサーバスト三国に疫えき病びようを流は行やらせ、あまりに多くの罪のない女子供まで殺した罪、貴様の血で贖あがなってもらう」

　ヴィースは気を引き締しめるように、蛍太の身体からだを自分の元に引きつけ直す。

「サーバストの民たみのためと？」

「そうだ。民の仇かたき、討うたせてもらう！」

「道どう化けの口こう上じようにはうんざりだ」

　ラースターはヴィースを見下げるようにせせら嗤わらった。

「なにをっ！　こいつがどうなってもいいのかっ？」

　憤いきどおったヴィースは突剣プツシユダガーを蛍太の首に食い込ませる。弾だん力りよくに耐たえられなくなった皮ひ膚ふが、うっという蛍太の短い嗚お咽えつを伴ともなって裂さける。旧ト約ー聖ラ書ーの中の預言者モーセが岩に杖つえを刺さして泉を出現させたかのように、刃はの切っ先から小さな血の珠たまが湧わき上がった。膨ふくれ上がる赤い珠は表面張力の限界を超こえると、つうっと糸のように首筋を流れる。

「おまえが私を殺したいわけは私し怨えんだ。私に受けた屈くつ辱じよくを雪そそぎたいというだけのこと。それを民のためとは死者に対する冒ぼう瀆とくだ」

　ラースターの厳しい、そして心しん中ちゆうを見み透すかした言葉にヴィースは息を吞のんだ。しかし次の瞬間には完全に開き直っていた。

「ふんっ、最初から理由など関係ないわっ！　私は貴様を殺すために、それだけのために、今の今まで賤いやしき者共の中に紛まぎれていたのだ。そして、この件に貴様が絡からんでいると知って、傭よう兵へいなどに身を窶やつして、この機会を待っていたのだ」

「ならば私が相手になってやろう。そのレフリームの少年は無関係だ。解放しろ」

「あははははは。かつてディグリトの毒蛇エキドナと畏おそれられた王女ラースターⅢ世ともあろう者が、こんな小こ僧ぞうごときに何を拘こだわる」

「おまえには関係ない」

「まあ、いいっ。我わが神セクトは我われを見放しはなさらなかったのだ。これぞ僥ぎよう倖こうよっ！」

　ヴィースは神の恩おん恵けいに感謝すべく狂きよう気きじみた歓かん喜きの声を上げると同時に八九式小銃を撃うっていた。高速小口径弾だんが次々に弾着する。しかしライフルを片手、しかも逆手で扱あつかうには無理があった。反動を抑おさえきれずに撃つ度たびに銃身が荒あら馬うまのように跳はね上がる。

　ラースターに弾たまは当たらなかった。しかしヴィースの右腕うではしっかりと蛍太を摑つかんでいて楯たてにしてるので、易やす々やすと手を出すこともできない。

　俯うつぶせになりながらも鈴木はヴィースとラースターを追った。ヴィースは一方的に銃声を奏かなでている。ラースターは防戦一方だ。このまま決着がつくのかもしれないと思った、そのとき、ラースターの動きに変化があった。

　ラースターがヴィースに向かって走り出した。距きよ離りは見る間に詰まった。ヴィースは蛍太がいるために敏びん捷しような反応ができない。

　だがラースターには武器がない。至近距離に間ま合あいを詰めたとしても、ヴィースに対たい抗こうするのは至し難なんのはず。ところがラースターは素す手での右腕をヴィースの目の前に突つき出した。右腕──彼女の右腕は、ヴィースの部下だったアスロに切断されているはずだ。右手首が不自然に折れる──

　──刹せつ那な、ヴィースに向けて一発の銃じゆう弾だんが放たれる。狙ねらいはわずかに逸それ、ヴィースの首筋を舐なめただけに終わった。

　すかさずヴィースは蛍太を押おし出すようにラースターに向けて突き出すと、自みずからは後ろに跳とびながら突剣プツシユダガーを蛍太の背中めがけて投げる。

　ラースターは蛍太を小こ柄がらな身体からだで受け止めるも、突剣までは躱かわしきる時間がない──ラースターは右腕で受け止める。腕に剣が突き立つ。しかし血は流れない。

『義ぎ手しゆだっ！』

　鈴木は、ようやくラースターの右腕のことを知った。ラースターは無表情に突剣を抜ぬき捨てる。

「やってくれたな！　義手に銃じゆうを仕込んでいたとはな。だが、本番はこれからだっ！」

　ヴィースは首筋に手を当て、出血量を確かめてから傷が浅いことを覚さとると、おもむろに鞭剣ウイツプソードを抜き放つ。

「諦あきらめろ。人ひと質じちを放ほう棄きした今、おまえにはもう勝ち目はない」

　そう言ってラースターはヴィースを促うながすように周囲に視線を走らせる。ヴィースはその視線の先を追った。自衛隊は銃を手に立ち上がっている。アルファロッズも臨りん戦せん態たい勢せいだ。

「……まだだ。やってみなければ、わかるまい」

　ヴィースは決意に盈みちた貌かおだった。アルファロッズに受けた傷が効きいている。そう長くは闘たたかえない。

　いきなり鞭剣ウイツプソードが鏑かぶら矢やに似にた独どく特とくの唸うなりを上げて空くうを斬きる。その遠心力を利用してヴィースがラースターに斬きりつける。二メートルに及およぶ刃はは窮奇かまいたちの尾おのような弧こを描えがいてラースターの首を狙ねらう。

　紙かみ一ひと重えだった。鞭剣ウイツプソードの連れん刃じんがラースターの首を搔かき斬る寸前に翳かざした右腕うでに巻き付いた。義手は剣圧に耐たえられずに切断される。油圧パイプから褐かつ色しよくのオイルが噴ふき出し、仕込まれていたリムファイアー弾だんが暴ぼう発はつ、部品パーツが粉々に吹ふっ飛ぶ。しかしヴィースの鞭剣ウイツプソードも鋼こう線せんが切れた。楔くさび型の連刃がバラバラに空中に舞まい上がる。

　宙ちゆうを飛ぶ連刃が地に墜おちる前に双そう方ほうは次の体勢に移っていた。ヴィースが八九式小銃を向ける。ラースターも破は壊かいされた義手の一部を捨て去る。腕に残ったのは義手の基部と、ヴィースを狙う単発の20番ゲージの散弾銃シヨツトガンの銃口だった。

「そこまでよ、お二人さんっ！」

　二人の動きが止まる。京子だった。左手を挙あげると、部下が一いつ斉せいに銃を腰こし溜だめに構かまえる。

「あんた達は完全に包ほう囲いされてるわ。これ以上、妙みようなことはしない方が身のためね」

　京子は得意満面に言い放つやいなや、制式拳けん銃じゆうを一発見舞った。弾だん丸がんはアルファロッズの足下に着弾して跳はねる。

「おっと、そこの黒服も往おう生じよう際ぎわの悪いことはしないでちょうだいね。こっちも時間がないのよ！」

　ラースターは黙だまって右腕を下げる。そしてヴィースも跪ひざまずくように崩くずれた。

「結構。横山、現在時じ刻こくは？」

　ラースターの素す直なおな態度に納なつ得とくすると横山を呼んだ。

「一ひと三さん四よん七なな時です」

「噓うそっ!?　どうすんのよっ。ヘリは五〇分までしか待ってくんないのよ！　撤てつ退たいよ、撤退っ！　こんなのに構ってる暇ひまなんてないわよ！　急いでっ！」

　慌あわてまくった京子の撤退命令に、隊員は大おお童わらわになっていた。

　あと三分──迎むかえのヘリが自分達を見捨てるのに、カップラーメンができる時間しか残されていない。

「逃にげろーっ！」

　真っ先に逃げ出したのは師もろ岡おかだった。しかし誰も似たり寄ったりだ。

「どうしたんですぅ、そんなに慌ててぇ？」

　深み澄すみは一人おっとりとして不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげている。

「鈴木もその娘こを連れて逃げなさい」

「どうしたんです急に？」

　鈴木も状じよう況きようを飲み込めていなかった。

「お莫ば迦かっ。ヘリがあと数分で行っちゃうのよっ！　そしたらあたし達は取り残される。そしたらこのゲート港と一いつ緒しよにドカン！　わかる？」

「わ、わかりました……でも、あと二、三分じゃどうしようも……」

「私達の居場所さえ知らせられれば、どうにか待ってくれるはずよ」

「二尉いっ、残り一分を切りましたっ！」

　横山の声が無情に響ひびく。恐きよう慌こう状態に陥おちいった自衛隊に既すでに統とう率そつ力りよくなど微み塵じんもない。

「おいっ、どうなってんだよ、ここは……でっ、で、出口が……」

　我われ先さきに逃げようとした連中も、元々自走砲ほうで切り拓ひらいた入り口がエリスⅡの侵しん入にゆうによって、構造体の一部が瓦が解かいし、人一人が通れる隙すき間まを無理に押おし通ろうとして、巨きよ大だいなコンクリートの下した敷じきとなって、あっけなく潰つぶされてしまっただけだった。
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「もおっ、おしまいだああああっ！」

　パニックに陥おちいった師岡が絶ぜつ叫きようした。迎えに来た山崎のヘリは飛び立ってしまったのだろう。

「落ち着いてっ！」

　京子は師岡の頰ほおを平手で叩たたく。叩かれた師岡は魂たましいが抜ぬけたかのように放心状態でへなへなと腰こしを抜かしてしまった。

　しかし恐きよう怖ふの感情はアポロンの放つ疫えき病びようの矢よりも疾はやく伝でん染せんする。たちまち伝染して、篠しの崎ざきまでが意味不明の言葉を絶叫し始めた。二人とも壊こわれたブリキの人形のように何をするわけでもなく無意味に動き回る。

『残り十分間……それまでにゲート港を脱だつ出しゆつするなんて無理な話だ。だけど、どうにかしないと……どうすれば助かる？』

　鈴木はありったけの頭をフルに使って考えてみた。しかしうんうんと唸うなるばかりで妙みよう案あんなんて全然浮うかばない。

「何を悩なやんでるんですかぁ？」

　独ひとり落ち着いているのは深み澄すみだった。状じよう況きようの深刻さを理解してないのだろうか。

「十分後にはコアの秘密を守るために爆ばく発はつしちゃうんだよ。一いち乗じよう院いんさんは、わかってるの？」

　鈴木は知らず知らずのうちに少し非ひ難なんするような口調になっていた。

「なんとなくならぁ」

　流石さすがの深澄も少し困った顔をしてみるが、どうも真しん剣けんさは見られない。

「それなら、どうしてそんなに冷静でいられるの？」

「でもでもぉ、慌あわてても、どうしようもないでしょぉ？」

「そりゃ、そうだけどさ。どうにかしないと、このままじゃ……」

　鈴木は気ばかり焦あせっている。しかし深澄のような人間こそ土ど壇たん場ばに強いのかもしれない。

「でも、どうして爆発しちゃうんですかぁ？」

「それは……ゲート・システムが止まると自爆装そう置ちのタイマーが作さ動どうして七二時間後に……」

「止まらなかったらよかったのにぃ」

「そんなこと言っても始まらないでしょ。そもそもネイチャーエンジェルスの爆ばく弾だんテロで爆破されたんだから！」

　京子が叱しかるというより呆あきれ半分で怒おこった。

「そんなに怒ど鳴ならないで下さいよぉ……」

　深澄は手を眼めに当てて泣き真ま似ねをしながら上うわ目め遣づかいに京子の様よう子すを見ている。

　だが深澄の止まらなかったらいいのにという何なに気げない言葉に鈴木が閃ひらめいた。

「そうだよ、システムだ、ゲート・システムだよっ！　ゲート・システムを作さ動どうさせれば自爆装置は解かい除じよされるんじゃないですか！」

「ゲート・システムを再起動リブートさせるっていうの？」

「正常に作動するかどうかは別として、一時的にコアさえ動けばどうにかなるんじゃないですか！」

「無理よ。もし作動させられても、コアが暴ぼう走そうするかも知れないのよっ！」

　京子は鈴木に反論する。しかし至し極ごく当然の意見だ。

「このまま何もしないで死ぬより、少しでも可能性があるなら賭かけてみましょうよ！」

　普ふ通つうなら自分が真っ先に反対するような意見を、鈴木はどうにかしないと、という使命感から力説していた。自分の口から出る声が自分の声に聞こえない。

「そうね、座ざして死を待つなんて殊しゆ勝しようなこと、あたしの柄がらじゃないわね」

　鈴木の必死の説得は、京子の心を次し第だいに動かしていた。

「そうですよっ！　いつもの京子さんらしくないですよっ！」

　鈴木は京子の背中を押おすように励はげました。

「コアを動かすたってどうするの？　コアは今、あのお姫ひめ様さまのロボットが持ってるのよ」

「このままだと、みんな死ぬんです。誠せい意いを持って説得すれば絶対わかってくれますよ！」

「そうね、わかったわ。やってみましょ！」

　鈴木の力説に京子は頷うなずいて見せると、ラースターの方を見た。

　このとき、爆発まで七分四〇秒を切った。

　一方でラースターは蛍けい太たの瞳ひとみをじっと見つめていた。

「どうして僕を置き去りにしたの……邪じや魔まになったからか？」

　蛍太が先に口を開いた。

「違ちがう……」

「なら、なぜ僕をっ！」

　蛍太の声が一ひと際きわ大きくなる。

「おまえを巻き込みたくはなかった……」

　ラースターの声は消え入りそうなくらい小さかった。

「だから、僕を置き去りにしたの？」

「信じてくれなくてもいい……でも、それが私の偽いつわりない気持ちだった。こうなることは、初めからわかっていた……私に残された道は血に盈みちた道でしかない……その道を蛍太に歩あゆませるわけにはいかなかった……」

「だからって僕の気持ちも聞かないで……僕がどんな道を選ぶかは僕が決めることだ。君に、ラースターに決めてもらうことじゃない！」

　蛍太の気持ちが熱くなっていた。

「ならば見るがいい！　幾いく百人もの血を啜すするだけの人形ゴーレムを。何十というエルフを解体して機械に埋うめ込んだ、この醜しゆう悪あくな存在を。絶えず人の生き血を啜り続けなければ生きてゆけぬ哀あわれな存在だ。それは私も同じなのだ」

　ラースターはエリスⅡにこびりついた血を指で絡からめ取る。

「君とこの機械とは違う！」

「同じだ。見ろ、私の眼めを。片かた方ほうの蒼あおい瞳ひとみは移植したエルフの眼だ。心臓も肝かん臓ぞうも腎じん臓ぞうも膵すい臓ぞうも……ほとんどの臓器はエルフから移植した臓器だ。私とこいつのどこが違う」

「違うっ……違う、違う、違う……。君は君だ。こんな機械なんかとは全然違う。君には心がある。哀かなしむ心が。僕のことを心配してくれた心が……だから、違う。絶対に違う！」

　蛍太は瞳を潤うるませ、泣き出しそうな震ふるえる声で否ひ定ていする。蛍太の目から涙なみだが流れる。

「私だけなら、ここで死のうとも悔くいはなかった……それだけのことをしてきたのだ。神しん罰ばつと思えば諦あきらめもついた。だけど今、心残りは蛍太のことだ。私にさえ逢あわなければ、私がコアを奪うばおうなどとしなければ、こんなことにならなかったろうに……」

「僕は後こう悔かいしてないよ。ラースターと出逢ったことも、今の状じよう況きようも後悔なんかしてないよ」

「蛍太……」

　ラースターは思い詰つめた表情をする。

「諦めないで、最後の最後まで頑がん張ばろうよ！」

　ラースターは小さく頷うなずいた。

　蛍太も同級生の死、そして初はつ恋こいの女ひとの死も、絶望と不ふ可か避ひの窮きゆう地ちに追い込まれ続けることで、知らず知らずのうちに乗り越こえていた。

　京子達が二人のところに来たのは、ちょうどそのときだった。

「今は協力して！　この場を切り抜ぬけるには他ほかに方法がないのよ！」

　いきなり本題を切り出す京子は自分の考える作戦についての説明をした。ラースターは相あい槌づちを打つことも頷くこともなく黙だまって聞いている。

「わかった。決着は全すべてが終わってからだ」

　ラースターは京子の申し出を受け入れた。

「これで助かりますよっ！」

　鈴木は精せい一いつ杯ぱいの元気を振ふり絞しぼって、みんなを励はげました。
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　長雨に濡ぬれた裏うら路ろ地じは、いつものように埃ほこり臭くさかった。昼間のネオンはどこか寝ね呆ぼけて、公共整せい備びの悪さに窪くぼんだアスファルトの大きな水みず溜たまりが、その色とりどりの光をぼんやりと映うつしている。

　そんな水溜まりに靴くつの濡れるのも構わず足を突つっ込み、ずぶ濡れに冷えきったトレンチコートを引きずるように歩いている自分がいる。どうも脚あしが思うように動かない。

　傘かさもささずに、しきりに後ろばかり気にして何度も振ふり返る。

　どうして、そんなに気になる？　追われている──漠ばく然ぜんとした強きよう迫はく感かんを感じる。

　誰だれに？　わからない……しかし脚が重いのは銃じゆうで撃うたれたからだ。

　早く逃にげなければ──どこに？　安全な場所？　それはどこにある？

　わからない。何も……それでも止まるわけにはいかないことだけはわかる。痛む足を引きずり、歩き続けるしかない。

「お兄さん、どこ行くの？　ねえ、ちょっと遊んでかない？」

　ろくに見もしないで片手を振って断ことわっていた。ただの街娼ストリートガールだ。

「逃げるんなら、この先は止やめといた方がいいわよ。警けい察さつがうろついてるよ」

　はっとして振り返る自分がいる。エルフの美しい女だ。長い耳でそれとすぐにわかる。化け粧しようはおとなしいが、派は手でな原色のミニスカートは街娼以外の何者でもない。

「どうして、追われているとわかる？」

「勘かんがいいのかしら」

　客待ちの街娼は煉れん瓦がの壁かべにもたれながら言った。警けい戒かい心しんから懐ふところの銃じゆうを探さぐろうとしたがない。どうやら落としてしまったらしい。いや、最初から持っていなかったのかもしれない。

「そんなネズミみたいに怯おびえなくてもいいのよ。警察にバレて困こまるのは、わたしも一いつ緒しよ」

「…………」

　応こたえるべき言葉が見つからない。

「部屋に来る？　部屋代はマケたげる。早く治ち療りようしないとヤバいみたいだし。だけど、わたしの身体からだは安くしないわよ……」

　最後まで聞き終えない間に意識が白く靄もやのように霞かすんでゆく…………。

　次のシーンは、二人はベッドの中にいるところだった。安いアパートの軋きしむベッドだ。女はシーツだけは、いつも清潔にしていた。

「どうしてこうなっちゃったのかしらね、わたし達」

　シーツにくるまっているだけの女は耳元で皮肉っぽく囁ささやく。美しい伸のびやかな肢し体たいを初めて見てから三か月も経たつのに、まだ見み飽あきていなかった。

「必然だったんだろ。何もかもが」

「何もかも……？　あんまり夢がないのね。活動家って、もっと夢があるのかと思ってた」

　彼女は手持ちぶさたになると、いつもベッドサイドに置いた小さな箱に入ったオルゴールのネジを巻くのが癖くせだった。それも壊こわれて音の鳴らないオルゴールを。

「別に。少なくとも僕は違ちがうらしい。活動に参加したのは大学の友達に誘さそわれたからだし、熱心ってほどでもなかった。だけど気が付いたら、警察に追われるほどの立りつ派ぱな活動家になれてたわけさ。アドルフもそうだったのかもしれないな」

「アドルフ？　誰だれそれ？」

「アドルフ・ヒトラー。昔々の絵え描かき志望のオーストリア青年さ」

　くだらないことを言っている。何を言ってるのか自分でもわからない。

「変なの」

「ほんと、変だ」

　そう言うと、裸はだかの彼女に飛びかかる。

「やだあ、やめてよっ、もおっ」

　彼女は怒おこったふりをして小箱をベッドサイドに戻もどすと、ベッドの中に沈しずんでゆく…………。

　三つ目のシーンは、いつものようにドアを開あけたところだった。彼女はいなかった。隣となりの黒人女がしきりに泣き咽むせんでいる。彼女ととても仲がよかった娼しよう婦ふ仲間のマリーだ。

「クローディアが当局に連れていかれてしまったの」

　何度も何度も同じ科白せりふを壊れかけのテープレコーダーのように繰くり返しながら、掠かすれ声で泣き叫さけんでいる。

　ろくな家具も揃そろっていない二人の部屋には、いつもの鳴らないオルゴールだけがベッドサイドで自分を待っていてくれた…………。

　それから……彼女がいなくなってから、どうしたんだっけ？

　四つ目のシーンはいつまで経たっても始まらない。思い出そうにも、どうしてもできない。彼女がいなくなった日から、想おもい出に残るようなことなんて何一つなかった。

　今日、この日までは……。混こん濁だくする意識に浮ういては消える記き憶おくの断だん片ぺんの中に三み鬼きは潜水ダイブしていた。しかし急に水面に出たような感覚に襲おそわれる。

『今までどうしてたんだ？　ここはどこだ？』

　息いき継つぎをするのと同じように疑問が湧わいてくる。瞼まぶたがうっすらと開き始め網もう膜まくに再ふたたび光が染しみ込み始めていく。

『そうか、気を失っていたらしい。ジーベルに受けた傷だ。血を失いすぎたのか……』

　三鬼はコアを探さがし求める。コアは台座に据すえられようとしている最中だった。

『コアを手に入れる方法はもう一つしか残されていない……』

　三鬼はポケットから小さな箱を取り出して開あけた。あの日のオルゴールは壊こわれたまま、今日も曲を奏かなでることはない。三鬼はオルゴールの中に入っていた切手大の黒いプラスチック片を取り出す。この小さな黒いプラスチックの片面には金色の金属で波のような模様があった。三鬼はそれを大事そうに握にぎりしめると、オルゴールはポケットに大事そうに突つっ込んだ。
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「コアを台座に収おさめたのはいいけど、これからどうするの？　もう二分を切ってる。今からで間まに合うの？」

「間に合うも間に合わないも、間に合わせるんです！」

　蛍けい太たが拳こぶしに力を入れて言った。高校生とは思えないほどの迫はく力りよくがある。

「そうですよ、京子さん！　何か方法があるはずです」

　鈴木も蛍太に同調した。

「二尉い、この台座部分に何かありますよ」

　横山が台座の隅すみに何かを見つけた。

「保守整備を手しゆ動どうでするための物じゃないかな？」

　蛍太が台座部分を調べると、ＣＤ‐ＲＯＭドライブとスマートメディアのスロットを見つけた。

「わかるの？」

　京子は蛍太に訊きいてみた。

「少しだけなら……」

「どお？　コアを起動させられるの？」

「おそらく……可能だと思います。でも……」

　蛍太は暗い表情で口ごもった。

「何よ？」

「ここに入れるＣＤもないし。キーボードやモニターがないと……」

「どこかにないの？」

「モニターとキーボードは外付けの物を使うんだと思います。ＵＳＢポートもあるし」

　蛍太はわかる範はん囲いで説明した。

「その専用の機械はここにないの？」

「必要な起動用ＣＤなんかと一いつ緒しよに、この建物のどこかにあるはずなんでしょうけど……」

「僕が取ってきます！」

　鈴木は矢も楯たてもたまらず走り出していた。

「鈴木っ、無む駄だよ。間まに合わないわっ！　あと一分よ！」

　京子が鈴木を制止する。この一ひと言ことに愕がく然ぜんとして力無く止まった。

「そんな……」

　鈴木は残された時間のなさに絶望した。

　そのとき、誰だれかがコアの周りを取り囲んで落らく胆たんする人を押おしのけた。三鬼が割り込んできたのだ。そして三鬼はオルゴールから取り出した黒いプラスチック片を台座部分のスマートメディアのスロットに差し込む。

　その途と端たん、小さなパイロットランプが緑色の点てん滅めつを始める。

「ちょっとっ、何をしたのよっ!?」

　京子が三鬼の胸むな元もとに摑つかみかかって激しく揺ゆさぶった。怪け我がで体力のなくなっている三鬼は抵てい抗こうすることも満足にできずにされるがままだ。

「お望み通り、これでコアを再起動リブーツさせてやったんだよ」

　そんな中で三鬼は咳せき込みながら苦しそうに言った。

「噓うそっ!?　本当なのっ！　横山、時間は？」

　京子の声は自然と大声になっていた。

「五秒前、四、三、二、一……一四時ジャストっ！　時間ですっ！」

　腕うで時計を確かく認にんしていた横山が叫さけぶ。それと前後して中央制せい御ぎよ室しつを覆おおう発光物質が光を増し始めた。無音だ。地じ震しんのような小こ刻きざみな振しん動どうが床ゆかを伝ってくる。何かが始まろうとしていた。

「爆ばく発はつの予よ兆ちよう……起爆スイッチが作動したのっ!?」

　京子はしきりに周囲の警けい戒かいに余念がなかった。

「うわあぁ、きれいですねぇ」

　一方、深み澄すみはいつもと変わりない。素す直なおに中央制御室のサイケデリックに鮮あざやかな光景に心を奪うばわれている。

「コアが光ってるぞっ！」

　金属とばかり思っていた黄金の林檎りんごが神こう々ごうしい金色の光を放ち始めている。内包する神しん秘ぴ的な力を解放するかのようだ。

「ゲート・システムが動いてるぞ……本当に動いてる……」

「予定時間を過ぎてるのに爆発しません！」

　自爆する気け配はいは感じられない。システムは再び起動したのだ。

「やったああああっ!!」

　お互たがいに顔を見合わせながら数秒の静せい寂じやくが一転して、一いつ斉せいにどっと歓かん喜きの声へと変わる。しかし三鬼だけは異い様ように冷静でいるのが不気味だった。

「安心するのはまだ早いんじゃないのか？」

　三鬼は喜んでいる鈴木達を尻しり目めに嗤わらった。

「どういうこと？」

　京子が三鬼に訊きき返した。

「文字通りの意味だよ。gate systemは再起動した。実際、自爆は回かい避ひされた。だが、これからどんなことが起きるのか知らないから喜んでいられるんだろうな」

「やはり暴ぼう走そうか……」

　鈴木に悲観的な想像が浮うかんできた。

「それはない。僕が保証するよ。ＣＯＲＥ自体に損そん傷しようがない限り、systemが暴走することはないよ」

「よかったあ」

　鈴木は安あん堵どの胸を撫なで下ろした。

「そうとも言い切れないだろ。今のmemoryに何が入っていたのか知っているのか？」

「あれは起動ディスクじゃ……」

　蛍太は神しん妙みような顔つきをしている。

「確かにあのmemoryはgate systemを強制的に起動させるものだ。ただしcomputer virusなんだよ。このmaga-floatを太平洋から新世界にまで跳ちよう躍やくさせたのと同じ種類のな」

「また、どこかに飛ばそうっていうの？」

「勿もち論ろん、行き先はちゃんとprogramされているよ」

「どこよっ！」

「Tokyo city」

「東京っ!?」

「成せい層そう圏けんギリギリの東京上空だ」

「メガフロートを東京に激げき突とつさせるつもり気か！」

「ああ、そうだよ。これだけの質量の物を墜つい落らくさせればどうなるかな？　激突時の衝しよう撃げき波はは半はん端ぱじゃないぞ。東京くらい、ほぼ一いつ瞬しゆんにして地上から消せるだけの威い力りよくはある。核かく兵器の比じゃない。しかも放射能はなくてecologyだろ？」

「流石さすがは環かん境きよう保ほ護ご団体ですねぇ」

　深く頷うなずきながら深澄が感心している。

「お莫ば迦かっ。そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

「もう遅おそいんだよ。さあっ、空間跳躍が始まるぞ！」

　いきなり床ゆかが直下型地じ震しんのように大きく揺ゆれ動く。

「──これは、あのときのっ！」

　蛍太にとって二度目の経験だった。これは確かに三日前に体験したときと同じ前ぜん兆ちようだ。揺れは更さらに大きくなり、あのときと同じく意識が喪そう失しつするような不ふ思し議ぎな感覚に襲おそわれ始めていた。
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「こちらパーデンネン・ワン。不明機ストレンジヤーを確かく認にんした」

「パーデンネン・ツー。視認タリホー」

「これより不明機ストレンジヤーの左右に分かれて廻まわり込む」

「諒解ラジヤー」

　茨いばら城き県の百里基地から緊急スクランブル発進していた二機のＦ‐15Ｊ要よう撃げき戦せん闘とう機きが並んでジェットエンジンを全開フルスロツトルで急上昇してゆく。轟ごう音おんを轟とどろかせつつ二条の長く白い尾おは、やがてＹの字になり、そのまま自由落下する巨きよ大だいな物体を挟はさむようにイーグル戦闘機が大空を旋せん回かいする。

「あれは……まさか……信じられない……」

　コードネーム〈パーデンネン・ワン〉こと真山三佐の声が詰つまった。そこには蒼あお空ぞらに浮うかぶ巨大な灰色の十じゆう字じ架かが、水に沈しずむときの水泡みなわのようにボロボロと大小様さま々ざまな構造材を撒まき散らしているではないか。

「どうした、パーデンネン・ワン？　応答せよアクノウレツジ。こちらブラックデビルだ。何があった？　状じよう況きようを報告せよ！」

　防空指令所にいる管制官から状況説明を求める指示が飛んできた。

「パーデンネン・ワンからブラックデビルへ……落下している不明機アンノウンは……ゲートだ！」

「何だと!?　パーデンネン・ワン、もう一度、繰くり返せっ！」

　レシーバー越ごしの管制官の声は震ふるえていた。

「こちらパーデンネン・ワン。全長四〇〇〇メートルの巨大な不明機ストレンジヤーは硫い黄おう島しま沖おきで消失したメガフロートだ！　これは事実だ。繰り返す、不明機ストレンジヤーはメガフロート、消失していた東京国際洋上ゲート港だ！」

　落下するゲート港に合わせて飛びながら、真山は叫さけんでいた。

「パーデンネン・ツーからブラックデビルへ。間ま違ちがいない。破損はかなり激しいが、完全に原型を保っている。まるで映画のインディペンデンス・デイだ」

　パーデンネン・ツーこと小宮一尉いのイーグルも大空を墜おちる巨大な恐きよう怖ふの十字架を目まの当たりにしていた。

「ブラックデビルからパーデンネン・ワンとツー。状況を報告せよ。何でもいい。わかること全すべてだっ！」

　管制官の声質が変わった。上官がたまらず直接、交信に割って入ってきたのだ。

「パーデンネン・ワンからブラックデビルへ。状況を報告する。メガフロートは十字架の形を保っている。しかし滑かつ走そう路ろ部分の被ひ害がいは深刻だ。空中分解する可能性が大きい」

「こちらパーデンネン・ツー。黒こく煙えんも確かく認にん。内部で火か災さいが起きている……それより落下地点は……どこに墜おちるかわかっているのか？」

「解かい析せきの結果、現時点では五分後に東京中心部に墜つい落らくするコース上にある。撃墜スプラツシユできないか？」

　管制官は無理とわかっていて、無む茶ちやな注文をつけてきた。それだけに事は切せつ迫ぱくしている。

「無理だ！　ＡＩＭ‐９Ｌサイドワインダーは空対空ミサイルだ。しかも緊急スクランブル発進で二発しかない。全長四キロなんて巨きよ大だいな相手にどうしろっていうんだ？　地上の方こそ、パトリオットやナイキＪの地対空ミサイルはどうなんだ？　東京には両親がいるんだぞっ！」

　交信は怒ど鳴なり合いに近い。理性よりも感情が先に出てしまうのだ。

「こっちも一いつ緒しよだ！　既すでに各基地の高射群に迎げい撃げきを手配しているが……間まに合いそうもない。発はつ砲ぽうを許可する。どうにかしてくれっ！」

　管制官は悲ひ鳴めいのような悲痛な声を上げた。

「諒解ラジヤー！　当たって砕くだけろだ。無理を承知でやってみる。パーデンネン・ツー、いいか？」

「諒解ラジヤーっ！　わかってますよ、三佐っ！」

「よしっ。狙ねらうなら十じゆう字じ架かの中央の滑走路部分から少し外はずした箇か所しよだ。構造的にも被害状況から見ても、だいぶ脆もろくなっているはずだ。赤外線誘導ミサイルフオツクス・ツーを使用して、空中分解を促そく進しんさせる。運がよければ落下コースが変わる」

「赤外線誘導ミサイルフオツクス・ツーがなくなっても、二フ〇オミツリクバスル・カスンリ砲ーだけでもやってやりますよっ！」

　真山と小宮のイーグルは左旋せん回かいから急降下の態勢に移った。
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　浮ふ遊ゆう感かんに包まれた中で、鈴木は再び意識を取り戻もどしつつあった。なんだか周囲が騒さわがしいようだ。

「先せん輩ぱいが起きましたぁ」

　ふわふわした深み澄すみの声が聞こえ、人ひと懐なつこい丸い童顔の顔が見えた。鈴木は上半身を起こすと、周囲を見回した。

「……どうなりました？」

　状じよう況きようが把は握あくできていない鈴木は、とりあえず状況を尋たずねることにした。

「最悪ね」

　京子は一ひと言ことだけ言う。それだけで鈴木は全すべてを理解できた。

「墜おちてるよ。真っ逆さまにな！」

　三み鬼きは独ひとり光り輝かがやくコアに寄り添そいながら嘲あざ笑わらう。尋じん常じようではない狂きよう態たいだ。また三鬼の傍かたわらに鎮ちん座ざする黄金の林檎りんごの中には、胎たい児じのように膝ひざを抱かかえて蹲うずくまった人ひと影かげが透とう過かして見えていた。シルエットからして女のようだ。

「あの人影は……!?」

　鈴木が誰だれとはなく訊きいた。

「エルフだ。所しよ詮せんコアといえども魔ま導どうシステムの一つ。他の部品パーツと同じだ。その構成部品の多くはエルフの肉体に依い存ぞんしている」

　冷ややかにラースターが答えた。

「でも本当に落下しているんなら無重力みたいになるんじゃないんですか？　それにしては、そんな感じはあんまりしないんですけど……」

　鈴木は更さらに素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

「この空間が異常なんですよ。ある程度は重力制せい御ぎよがされてるみたいで……」

　蛍けい太たが言う。

「この空間内では質量を司つかさどるヒッグス粒りゆう子しの調整をしているからだ」

　ラースターが説明を補ほ足そくした。

「ヒッグス粒子って何です？」

　鈴木が問い返す。

「物質は分子や原子で構成されている。その原子は陽子、中性子、電子からできている。陽子と中性子は六種類のクォーク、電子などは六種類のレプトンという素そ粒りゆう子しからできている。しかし素粒子の質量はゼロでなければならない。つまり素粒子からできている物質には重さは存在しないことになる」

「おかしいよ。物には、ちゃんと重さがあるんだから」

　鈴木には何を言っているのか、ちっともわからなかった。

「だから、それは見せかけにすぎない。重さとして感じているのは、素粒子が空間に充じゆう満まんしたヒッグス粒子にぶつかって動きが鈍にぶくなることで生じているという理論だ」

「ということは、今、この部屋の中のヒッグス粒子の濃のう度どを濃こくして重力を調整してるってわけ？　空気抵てい抗こうみたいなものってことなの？」

　京子はヒッグス粒子と質量の関係を幾いくらか理解できたようだった。

「空気抵抗とは根本的に異なるが、そう考えてもいいだろうな」

「それと気温や気圧調整もされてるわね。そうでなかったら、転移直後に全身の血が沸ふつ騰とうしてたわ。まっ、これが魔ま導どうシステムの凄すごさなんでしょうけど」

「魔法に素粒子なんて言葉が出てくるようじゃ、おちおち娘むすめに絵本も読んでやれやしない。パパ、カボチャの馬車とミノフスキー粒子の関係はどうなってるのなんて訊きかれた日にゃ、どうやって説明してやったらいいんだよ……」

　横山がぼそりと言う。

「あははははっ！　そんなことどうでもいいだろ。もうすぐみんな死ぬんだからな！　どんなに藻も搔がこうと足あ搔がこうと、誰も運命から逃のがれることなんてできないのさ。さあっ、死の間ま際ぎわまで刻々と迫せまり来る死の恐きよう怖ふに懼おそれ戦おののくがいいわっ！　これでもう誰も手出しができない。ＣＯＲＥは僕だけのものだっ！」

　三鬼が喚わめき散らすように叫さけんでいる。しかし、その顔は不思議と満ち足りたものだった。

「正気の沙さ汰たじゃないぜ！」

　三鬼を横目に横山が吐はき捨てた。

「でも、このままだと僕達も助からないけど、下にいる人達も……どうにかしなくちゃ！　東京が全ぜん滅めつしちゃうよ……」

　鈴木は自分のことよりも墜つい落らく地点に住む人のことを考えていた。このままだと首都圏けん一千万人の生命は絶望的だ。これほどまでの重大な危機に自分のことばかり考えるわけにはいかない。

「だけど、あたし達だけでも精せい一いつ杯ぱいなのよっ！　それに、あたし達が助からないようなら、下にいる人間だって、きっと助からないわよ」

「何かいい方法はないんですか？」

　そのとき、轟ごう音おんが鳴り渡わたる。爆ばく発はつ音おんだ。二回、三回と爆発は続き、爆発音は立て続けに四回起きた。何かとてつもなく大きな物がひしゃげて折れるときの軋きしみが床ゆか下から響ひびいてくる。メガフロートが崩ほう壊かいしつつあることを予測するのは容易たやすかった。

「どうにか、ここを脱だつ出しゆつできれば……」

「たとえ脱出できても、このゲート港が落っこちたら東京はおしまいだよ。下には僕の家があるんだ。母さんも父さんも妹もいるんだ……」

「でも、どうせここを脱出する方法なんてないよ」

「ないことはない……」

「えっ!?　今、なんて言ったの、ラースター？」

「ここから脱出する方法はないこともない」

　ラースターは繰くり返して言う。

「どうやって？」

　蛍太は驚おどろきに満ちた眼めでラースターを見つめた。
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「四発とも命中っ！　やりましたね！」

　長鑓ランスのような一条の白はく煙えんがメガフロートの滑かつ走そう路ろに突つき刺ささる。滑走路上には巨きよ大だいな火柱が上がり、黒煙が昇のぼる。最近では、ニュース映像でも日常的になってしまったミサイルの命中シーンだ。イーグルを大きく右にバンクさせながら、ミサイルの弾だん着ちやくを肉眼で確かく認にんした小宮が叫さけんだ。

　真山と小宮は持てる限りの四発のＡＩＭ‐９Ｌを巨大な十じゆう字じ架かのクロス部分に命中させた。ＡＩＭ‐９Ｌは本来、対航空機用のミサイルだ。弾頭の爆薬の量も少なく、威い力りよくもさほどではない。

　しかし所しよ詮せん、ゲート港も厚さ二メートルの中空の鉄の箱の集まりに過ぎない。少ない爆薬でも破は壊かいできる代しろ物ものだ。しかしレゴブロックのような構造では、そのポンツーンと呼ばれる鋼鉄製ブロックの一つや二つを破壊しても、他のポンツーンには殆ほとんど影えい響きようがない。

　たかが四発の、しかも八〇キログラム足らずのミサイルでどこまでやれるかは、いかに急所部分に撃うち込めるかにかかっていた。しかしそれはかなりの賭かけだった。

「見ろっ、ゲートが……！」

　真山が叫さけぶ。眼がん下かにはミサイル命中地点から、ゆっくりと、しかし確実に巨大な折り紙が谷折りになるように、空気抵てい抗こうに負けて、滑走路部分の一いつ端たんが折れ曲がってゆく。

「分解するぞ」

　ある程度の角度まで折れ曲がると、後は早かった。堰せきを切ったように急激に折れ曲がったと思ったら、一気に空中分解した。十字架の形は、ＩとＴの形に分ぶん裂れつした。そのまま〈Ｉ〉の方は木この葉が舞まうように安定性を失って、〈Ｔ〉部分からみるみる離はなれてゆく。しかも降下速度は本体よりも早く落下している。どうやら〈Ｔ〉部分は自由落下よりも、遅おそい速度で降下している。

　しかし真山には恐おそろしい想像が頭に浮うかんだ。先に落ちてゆく滑走路部分だけでも全長一キロを優ゆうに越こえる。これだけが落下しても地上は大だい惨さん事じだ。

「ブラックデビル。空中分解した滑走路部分の落下地点は？」

　真山は管制官に尋たずねた。

「まだよくわからない。しかしこのままいけば、房ぼう総そう半島付近……運がよければ木き更さら津づ沖おきの東京湾わんに墜つい落らくする。津つ波なみは避さけられないが、陸地への直ちよく撃げきだけは免まぬかれられそうだ」

　真山は複雑な思いだった。喜んでいいものかどうかわからない。しかし一度に墜つい落らくさせるよりも、分散させて墜おとした方が、墜落時の衝しよう撃げきのエネルギーも分散させられる。結果的に被ひ害がいを最小限に止められるはずだ。そう思わなければ、任務を遂すい行こうできないのだ。

「真山三佐、援えん軍ぐんが来ました！」

　小宮はレーダーに映る四つの機き影えいを認めた。二〇四飛行隊の僚りよう機きのＦ‐15四機だ。翼つばさには赤い日の丸が見える。機体下には八発のミサイルを満まん載さいしている。しかし自衛隊には憲法九条の関係で、他国の領土を攻こう撃げきするための兵器を持つことが許されず、最も効果的であろう対地ミサイルがない。航空機用の貧ひん弱じやくなミサイルでどこまでできるかは疑問だった。

　しかし東京を、日本を救うためには、やらなければならないのだ。




　地と海とは不幸である。

　悪あく魔まは怒いかりに燃えて、汝なんじの処ところに降臨おりて行った。

　残された時が僅わずかと知ったからである。
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「脱だつ出しゆつ用ようの小セ型ス機ナがある」

　ラースターは、そう切り出した。

「当初、コアを輸送するために用意していた機体だ」

　淡たん々たんと続けた。

「そんな物があるんですか？」

　鈴木が半信半疑に訊きいた。

「本来はゲート港の一部を爆ばく破はして混乱している隙すきに、エリスⅡを使ってコアを奪だつ取しゆした後、航空機または船せん舶ぱくを使って持ち去れるよう手て配はいしていたのだ。しかし、あの男の裏切りによって新世界に飛ばされ、使う機会がなかった。しかしよもや、こんなときに使うことになろうとはな」

「だけど、そんな物は壊こわれちゃってるんじゃ……」

「飛行場の格かく納のう庫こに待たい機きさせてある。幸運にも損傷は軽けい微びだった。そうだな？」

「少なからず損傷を受けているが飛行に損傷はない。いつでも飛び立てる」

　そう応こたえたのはアルファロッズだった。しばらく見なかったのは脱出する段取りをしていたらしい。しかも黒いフードを取ったその顔は──。

「アイゾンド……」

　鈴木の口から言葉が漏もれる。

「誰だれのことだ？　俺おれの名はアルファロッズだ」

　アルファロッズは惚とぼけるが、その顔に間ま違ちがいはなかった。

「助かるんだね!?」

　鈴木の顔色が薔ば薇ら色に紅こう潮ちようする。アイゾンドなら性格はともかく実力は確かだ。

「やったぞっ！」

「でも……東京はどうなるの？　母さんも父さんも下にいるんだ。僕達だけが脱出してもゲート港が東京に墜つい落らくするのは変わらないんだろ？」

　蛍けい太たの意見は悲観的ではあったが現実であった。

「それは……」

　鈴木は再び意気消しよう沈ちんしてしまった。

「そうだ。ＹＯＵ達は何も知らずに死んでゆく罪もない大勢の人間を見捨てて、自分達だけが助かればいいのか？　そこまでして生命が惜おしいのか、この卑ひ怯きよう者ものがっ！」

　三み鬼きは狼狽うろたえる鈴木達を激しく罵ののしる。

「元はといえば、あんたのせいじゃないのっ！」

　激げつ昂こうした京子が殴なぐりかからんばかりに突つっかかる。

「ほざけっ！　今いま更さら、何を言っても無む駄だなことだ！」

「このインチキ外人がふざけやがってぇーっ！」

　京子は三鬼に飛びかかろうとした。しかし、それを横山が羽は交がい締じめにして制止する。

「中田二尉い、落ち着いて下さい。あんなキ印の相手をしてるヒマなんてないですよ！」

「わかってるわよ！　でも、あいつを一発でも殴ってやらないと気が済すまないのよっ！」

　京子は横山を強ごう引いんに振ふり切ろうとしたが、屈くつ強きような横山の力には流石さすがに抗あらがう術すべもなかった。

「京子さん、それよりも早く！　時間がないんです。とにかく飛行機のところまで行きましょう！」

　鈴木は焦あせっていた。今もゲート港は重力加速度による物もの凄すごいスピードで降下している。地上との激げき突とつまで刻一刻と時間が迫せまっている。

「ゲート港はどうするんだ？　このまま見捨てるつもりじゃないだろうな！」

　蛍太はあくまでも自分達だけが助かることに抗こう議ぎする。

「……とにかく今は僕ぼく等らにできることをするしかないだろ！　他にいい方法が見つかったら、今度はそれを試ためせばいいだろ。時間がないんだよ。今できることを精せい一いつ杯ぱいしなくちゃっ！」

「それでいい方法が見つからなかったら？　みんなを助ける方法が見つからなかったらどうするんだ？　そのときは諦あきらめろっていうのか！」

「そのときは……」

　鈴木には返す言葉がなかった。

「このまま何もしなかったら誰だれも助からないんだぞ！　一人でも多く助かる方法を選ぶのは当たり前だろって言ってんだよ！」

　突とつ然ぜん、一連のやり取りを見ていた横山が業ごうを煮にやして、蛍太の胸むな倉ぐらを摑つかんで怒ど鳴なった。

「それは大人の詭き弁べんだ！」

　蛍太も臆おくすることなく反発する。

「詭弁だろうと何だろうとな、それが俺おれの、自衛官としての任にん務むなんだよ！　俺だって……東京には女によう房ぼうと四歳さいと三か月になったばかりの息子むすこがいるんだ。まだかわいい盛りだぞ。下に家族や愛する者がいるのはおまえだけじゃないんだ！　俺は国を守る自衛官だ。そのために俺は日々訓練を積み重ねてきた。それが国どころか自分の家族さえ助けられないんだぞ。わかるか？　この惨みじめで辛つらい俺の気持ちがガキのおまえにわかるのかっ、えっ？　だが俺はこのまま自分の家族を見捨てるようなことになっても、ここに助かる見込みのある人間がいる以上、そいつらを助ける。いや、助けてみせる。それが俺の使命だ！　だから俺は何がどうあってもおまえを絶対に助けなくちゃならねえんだよ」

　横山は一気に捲まくし立てた。しかし最後の方では横山の眼めに涙なみだが滲にじんでいるのがよくわかった。声は鼻水混まじりの鼻声だ。横山は最愛の家族を犠ぎ牲せいにしてでも蛍太達を助ける決意なのだ。蛍太に横山の複雑な気持ちがナイフで抉えぐられたかのように痛いほど伝わってきた。

「…………」

　蛍太は、もう何も言えなかった。

「さあ二尉い、すぐに出発しましょうっ！　自分が篠しの崎ざきと師もろ岡おかの面めん倒どうをみます」
















　横山が篠崎と師岡のところに駆かけ寄る。二人は池の鯉こいのように口を開けて譫うわ言ごとをぶつぶつ言っていた。

「そうねっ！　じゃあ、お願い。あたしは民間人三人を受け持つわ！」

　京子は鈴木と深み澄すみ、それと蛍太の顔を順々に見る。

「でも出口が……」

　鈴木は絶望的な顔で出口を見た。さっき林と川田が生き埋うめになったところだ。

「なによ出られないじゃない……」

　京子が崩くずれ落ちた出口を見ながらぼやく。巨きよ大だいなコンクリート塊かいがいくつも崩れ落ちていて、とてもじゃないが人力では排はい除じよしようもないほどに塞ふさがれていた。

　そのときエリスⅡのアクチュエーターが唸うなる。六連装[image: Ρ][image: Π][image: Γ]アールペーゲー２を持つ右副ふく腕わんが動いたのだ。全員がはっと息を吞のんだ瞬しゆん間かん、残り全五発の対戦車ロケット弾だんが射出される。

　五条の噴ふん射しや煙えんが絡からみ合う白はく龍りゆうのように地表すれすれに駆かける。爆ばく発はつして上がる紅ぐ蓮れんの火柱は瞬時に厖ぼう大だいな塵じん煙えんに搔かき消された。雪崩なだれを打ってコンクリート塊が落ちる音だけが響ひびいてくる。

　次の瞬間、入にゆう道どう雲ぐものごとく膨ぼう張ちようする塵煙が一転して収縮へと向かう。フィルムの逆回転を見るかのようだ。中央制せい御ぎよ室しつの外部は気圧が制御されていなかった。気圧差によって生じる突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる様さまは、巨大な電気掃そう除じ機きの中だ。

　灰色の塵煙に続いて、地じ吹雪ふぶきが舞まい上がるように、無数の硝子ガラス片へんがダイアモンドダストのように煌きらめく。そんな神秘的な光景の中でエルフの遺い骸がいが神に召めされるように吸い込まれては穿うがたれた穴の中へと消えてゆく。ココルとジーベルの屍しかばねも同様に吸い込まれていった。しかし生ける者は何かに摑つかまって、必死に空気の流れに堪たえる。

　刹せつ那な、風の唸うなりに破は裂れつ音おんが響き渡わたった。

「死ねえ、ラースターッ！」

　旋せん風ぷうの逆さか巻まく中でエルフの漂ただよう硝子の円柱に縋すがって立ち上がっていたのは瀕ひん死しのヴィースだった。その震ふるえる手には銃じゆうを構えている。陸上自衛隊制式の八九式小銃だ。再び銃じゆう弾だんが火を噴ふいた。

「危あぶないっ！」

　咄とつ嗟さに蛍太がラースターを突つき飛ばす──間かん髪はつ入れずに銃弾が蛍太の右肩かたを貫つらぬいた。

「蛍太ーっ！」

　ラースターの悲ひ鳴めいが風に搔き消される。跳ちよう弾だんがチュンと小さな音を刻む。蛍太はそのまま後ろに弾はじかれるように、ゆっくりと倒たおれてゆく。

「ガキがっ、邪じや魔まをしおって……」

　ヴィースは端たん正せいな貌かおを顰しかめる。硝子の円柱に映った貌は更さらに醜みにくく歪ゆがんでいた。

　ラースターの普ふ段だん決して見せることのない感情的な瞳ひとみがヴィースの姿を睨にらみつけた。

　刹那、無人のはずのエリスⅡの主腕に装備された機関砲ほうが唸うなる。ヴィースは捕ほ捉そくされていた。ヴィースに向かって機銃弾が放たれた。真しん鍮ちゆうの薬やつ莢きようが澱よどみなく吐はき出されてゆく。

「なぜだっ!?　なぜ勝手に人形が動ける……？」

　ヴィースは予想外のことに酷ひどく動転した。オレンジの尾おを曳ひく機銃弾を避さけようと身をよじろうとしたときだ。踏ふみ出そうとした足の爪つま先さきが縺もつれる。ヴィースはバランスを崩くずして前のめりになった。

「嗚あっ……！」

　少女のような短い悲ひ鳴めいがヴィースから漏もれる。流れる風が足に翼つばさを生はやしたかのようにヴィースの身体からだを宙ちゆうへと浮うかび上がらせる。それが機関砲の火線を紙一ひと重えで躱かわす結果となった。

『神はまだ私を見捨てていない！』

　ヴィースは幸運に感謝しつつ体勢を立て直そうとした。しかし気流に抗あらがうこともできずに引きずられる。

「莫ば迦かなっ……!!」

　ヴィースは信じられないという驚おどろいた表情をしていた。どうにか何かに摑つかまろうとするが何もない。そして何ら抵てい抗こうもできないまま、ヴィースは穿うがたれた穴へと消えていったのだった。

「蛍太っ、しっかりしろっ！」

　ヴィースが消えるのを見届けて、我われに返ったようにラースターは蛍太を抱だき寄せた。

「ラ……ラース……タ……」

　蛍太の掠かすれ声は殆ほとんど聞き取れない。ヴィースがいなくなった後もエリスⅡは射しや撃げきを止めることなく、弾たま切れになった多銃身を回転させるモーター音が虚むなしい音を立てている。

　蛍太が焦しよう点てんの定まらない虚うつろな瞳ひとみでラースターを見ていた。瞳どう孔こうは開いている。弾丸が背中から右胸を貫かん通つうし、銃じゆう創そうから溢あふれる鮮せん血けつが白いワイシャツを赤く浸しん食しよくしてゆく。

「貫通してくれたのはいいが、右の肺がやられてる。早く処置しないとマズイぞ」

　深刻な面おも持もちの横山が蛍太の傷口を診みて言う。救急医い療りようには素人しろうとの鈴木にも生命に関かかわるほど深刻な状態にあることくらいわかる。

　気圧差によって生じていた突とつ風ぷうも収おさまりつつあり、立っていられるまでになっていた。しかし急激に気圧が下がったことから、耳抜ぬきをしても激しい頭痛と耳鳴りには煩わずらわされていた。軽い吐はき気も感じる。言い知れぬ倦けん怠たい感かんが身体からだと頭の働きを鈍にぶくしていた。高高度では気圧のせいで酸素濃のう度どが不十分なため思考能力が鈍にぶって、トランプの模様スーツを仕分けするだけの単純作業さえ間ま違ちがうことが多くなるという。これを俗ぞくに〈三割頭〉と呼ぶらしいが、この状態がそうらしい。

　それと気温が急激に下がっている。おそらく零れい下かだ。

「早くっ！　この子を脱だつ出しゆつ用ようの飛行機に運ぶのよっ！」

　京子は白い息を吐きながら鈴木に指さし図ずする。あまりの寒さに両手を擦こすり合わせながらも鈴木も指示に従う。

「僕は……大だい丈じよう夫ぶ……だよ……それより……墜つい落らくを……止め……」

　咳せき込んだ次の瞬間、蛍太は大量の血を喀かつ血けつした。

「まだそんなことを。今はそんなこと言ってる場合じゃないのよっ！　自分がどういう状態かわかってるの！　肺が血液に浸おかされているのよ。左の肺までが血で溢あふれれば、自分の血で溺おぼれ死ぬんだからな」

　京子は蛍太の傷口をハンカチで圧あつ迫ぱくして止し血けつしながら蛍太をきつく叱しかりつける。

「だけど……東京が……」

　蛍太は何かを言おうとしたが、もう言葉は続かずに再び喀血した。口からどろっとした血液が溢れる。

　京子は蛍太に自分の上着をかけてやった。出血に加えて寒さは体力を消しよう耗もうさせてしまう。できるだけ暖かくしなければという京子の配はい慮りよだ。これで京子はタンクトップ一枚だ。

　そして京子は鈴木に蛍太を背負わせると、傷口からの止血がずれないよう蛍太に寄り添そう。一方、横山はパニックを起こしている師岡と篠崎が暴あばれないように拳こぶしを鳩尾みぞおちに喰くらわせて気絶させた。そして死体のようにぐったりとなった二人を土ど囊のうのように両肩かたに担かつぐ。人並み外はずれた腕わん力りよくと体力だ。

「それで飛行機はどこ？」

　京子はアルファロッズに尋たずねた。

「案内する。こっちだ」

　アルファロッズは京子達を先導して出口へと向かって小走りに歩き出す。イセンを頭の上にのせた深澄も蛍太の額ひたいの汗あせを拭ぬぐってやっている。義手がなくなった隻せき腕わんのラースターもエリスⅡの上に上がり、ハッチから胎たい内ないに乗り込もうとしたときだった。

「待てよっ！」

　呼び止めたのは三鬼だった。

「この期ごに及およんで、まだ用があるの？」

　京子が立ち止まって振ふり返ると、三鬼を睨にらみ返す。

「このままＹＯＵ達を見み逃のがすわけにはいかないんだよ。ＹＯＵ達には僕と一いつ緒しよにＨＥＬＬまで道連れになってもらう」

　三鬼は手にしたコルト・パイソンを振り翳かざし、京子の足元に一発お見み舞まいする。床ゆかのピンク色の発光物質が飛び散って四し散さんする。

「ふざけんじゃないわよっ！　いつまでもあんたなんかに振り回されてたまるもんですかっ！」

「黙だまれっ！　クローディアの仇かたきだ。ＹＯＵ達も東京にいる奴やつ等らも、みんな殺してやるっ！」

「クローディア？　女？　誰よそれ？　そんなの関係ないわよ」

　腑ふに落ちない京子が問い質ただす。

「関係ないとは言わせないぞっ！」

「だからクローディアって何よっ！」

「見えないというのかよ、このクローディアの姿がっ！」

　光り輝かがやいているコアを視線で示した。

「これが……クローディア!?」

　鈴木はコアの中のシルエットを見る。発光する透とう過か光こうに翳かげりを作っている若々しい女のシルエットだ。胎児のように蹲うずくまり、長い髪かみは全身を覆おおう血管のようにコアの中に広がっている。黄金の林檎りんごの中に封ふうじられた女は、月の模様のように神秘的な輝かがやきを放っている。

「それがおまえの真の目的だったのか……」

　ラースターがコアの内部を凝ぎよう視ししながら呟つぶやいた。

「そうだよ。ネイチャーエンジェルスも環かん境きよう保ほ護ごも、どうでもいいことさ……僕が欲ほしかったのは、最初からたった一つだった」

「それが、そのエルフだっていうのか？」

「これじゃあギリシア神話と一緒じゃないか……」

　鈴木は、もう頭がごちゃごちゃになっていた。

「そうだ。彼女だけだ。この僕を本当に愛してくれたのは……両親にさえ愛されなかった僕を愛し、信じてくれたのは彼女だけだったんだ。だから、僕はどんな手を使っても、クローディアを取り戻もどしてみせる。それだけがどん底に堕おちた僕の生きる糧かてだった……」

「その女はコアの中ちゆう枢すうとして取り込まれている。もう元には戻らないのだぞ。それは人の形をした部品にすぎない」

「最初から百も承知だ。僕の目の前から消えた彼女の行く先を追う中でいろいろなことがわかった。物のごとく生産され、消費されるエルフの実態も。そしてとうとうクローディアの居場所を突つき止めたときには、こんなにされていたんだ。しかしなぜだ！　なぜクローディアが選ばれなければならなかった？　他ほかにもエルフは大勢いたじゃないか。なにもクローディアでなくてもよかったじゃないか！」

「それが現実として存在する。だからだ」

　ラースターは、そっけなく言う。

「現実か……なら、ＹＯＵ達も地上の人間共が一いつ瞬しゆんのうちに消し飛ぶのも現実だ。僕はクローディアのいない世界で生きていたくはない」

「最初から死ぬつもりだったのか」

「今いま頃ごろ、気付いたか。一目だけでいい。一目だけでもクローディアに逢あえれば、それでよかった。もう思い残すことはない。ここでみんな死ぬがいいっ！」

「させはしない……させはしないぞ……」

　ラースターだった。意外な言葉に全員の眼めが集まる。

「ほう、ＹＯＵは地球人、レフリームを憎にくんでいたんじゃないのか？　だからＣＯＲＥを奪うばおうとしたのだろう。自みずからの手では造ることができなかったから、gate systemとして日本に技術提供させ、完成したものを奪う。その目的は新世界、そして地球の世界征せい服ふくだ。そのgrotesqueな人型兵器も、その一いつ環かんだ。違ちがうか？」

「関係ないことだ。しかし、これだけは言っておく。私は誰も憎んでなんかいない。私自身を除いてはな……」

「憎しみとはそんなものじゃない。憎しみは自分自身と周りにいる全すべての者を傷つける。そして自分に刃やいばを向けようとさせればさせるほどに、より多くの人間をより深く傷つけるだけなんだよ」

「ここは私が責任を持つ。先に行って、すぐに飛行機を出せ。これは私が撒まいた種だ。私が全ての責任を取る。メガフロートも決して東京には墜おとさせはしない」

　ラースターの異なる色の瞳ひとみは決意を漲みなぎらせていた。

「まさか死ぬつもりじゃ……」

　鈴木がラースターの貌かおを見た。

「私にはエリスⅡがある。心配は要いらない。行けっ！　間まに合わなくなるぞ！」

「だけど蛍太君が……」

「ほらっ、行くわよ！　もうこの子の呼吸もだいぶ弱ってるのよ。ここはお姫ひめ様さまに任まかせてみるしかないでしょ」

　京子と横山が走り出す。鈴木も走り出さずにはいられない。

「逃にがすかっ！」

　三鬼が叫さけんだ。しかし止まらない。三鬼は拳けん銃じゆうの照星フロントサイトを鈴木に合わせる。

「おまえの相手は私だ」

　ラースターの声が凛りんと響ひびく。振ふり向いた三鬼に向かって義ぎ手しゆの接合部に内蔵された無銃身散弾銃バレルレス・シヨツトガンが放たれた。

　三鬼は横飛びに粒りゆう弾だんから身を躱かわす。三鬼の至し近きん距きよ離りで数発の跳ちよう弾だんが跳はねた。その隙すきに鈴木達は出口から外へと逃げることができた。

「よくも奴やつ等らを逃がしてくれたな。そのバケモノにはもう弾たまがないんだろ。そいつを動かす前に、この銃で心臓を撃うち抜ぬいてやるよ」

　三鬼は、よろよろと立ち上がるとコアの前に立ちはだかった。

「願ってもないことだ。私も私の身体からだの中で脈打つエルフの心臓が憎にくい」

「ついでにその減らず口も言えなくしてやるよ」

「できるものなら、やってみろ」

　三鬼はラースターにコルト・パイソンの銃口を向ける。

「蛍太、おまえに逢あえてよかった。死ぬんじゃないぞ……」

　ラースターは感傷的に呟つぶやく。そして深く深呼吸した後、エリスⅡの胎たい内ないにひらりと飛び込んだ。ハッチを閉じることなく上半身を曝さらしたまま、エリスⅡを三鬼に向かって駆かけさせる。エリスⅡの左腕うでには剣けんが握にぎられていた。

　三鬼のコルト・パイソンが火を噴ふく。ラースターに向けられた３５７マグナムは狙ねらいを外はずれ、無情にも灰色の装そう甲こうに跳はね返されるだけだ。それでも三鬼はラースターの心臓目がけて銃爪トリガーを引く。

　恐きよう怖ふに三鬼の顔がひきつり、両の眼めがかっと見開かれる。

「クローディアァァァァー」

　女の名前を叫ぶ三鬼に向けてエリスⅡは水平に剣を薙なぎ払はらう。

　巨きよ大だいな剣は三鬼を真っ二つに斬きり裂さくと同時に、コアの外がい殻かくを破り、中のエルフをも斬り裂く。コアの内部に満たされていた羊水のような液体が飛び散り、三鬼とエルフの切断された身体が絡からみ合うように吹ふき飛ばされてゆく。そのとき、一瞬、二人の眼と眼が合ったかのようにラースターには見えた。

　そして全すべてはコアの残ざん骸がいの全てから発せられる強きよう烈れつな白い光に吞のみ込まれる。ラースターもまた光の中へと消えていった。
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　エンジン排はい気き音おんを轟とどろかせて飛行するセスナが一機。ビーチクラフト33ボナンザ──米国製の旧ふるい飛行機ではあるが、航空大学などでも使われるくらい安定した性能の機体だ。

　離り陸りく直後、バリバリと窓硝子ガラスを震ふるわせたかと思うと、ゴーッという耳を劈つんざく大音声がステレオのように響ひびく。前方の蒼そう空くうに灰色の機き影えいが三機、物もの凄すごいスピードで駆かけ抜ぬけてゆく。機体が大きく揺ゆれる。イーグル戦せん闘とう機きが確かく認にんできただけでも六機はいる。かなりの数がゲート港の周囲に池の蜻蛉とんぼのごとく群むらがっている。

「危あぶないわね、あの空自がっ！」

　副操そう縦じゆう席せきの京子が文句を言う。

「撃げき墜ついされないことを祈いのるんだな」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎるアルファロッズは皮肉っぽく言いながら戦闘機を眼めで追う。一応は識別確認を取っている。敵てきと間ま違ちがわれることはないはずだが、今は非常事態だ。どうなるかわからない。

　上空には蒼空と黒いゲート港が、眼がん下かには東京の市街地が望める。あの忌いまわしいゲート港は遥はるか遠くに見えるだけだ。

「これで助かったんですか……」

　鈴木は寒さに凍こごえそうに震ふるえながら小声で言った。

「とりあえずはな。あのメガフロートが墜つい落らくするまでの僅わずかな時間だ」

　アルファロッズは他人事のように言う。

「そうですね……そうなんですよね……」

　もう誰も何も言うことはなかった。ただ単調なリズムを刻むエンジンだけが周囲の音を支配している。

「ラースター……？」

　その支配に反はん抗こうするような蛍けい太たの声がした。額ひたいから球たまの汗あせがだらだらと流れている。かなり苦しそうだ。

「あれはっ!?」

　突とつ然ぜん、鈴木が叫さけんだ。光だった。とてつもない明るさの光だった。突然、メガフロートが太陽よりも眩まぶしく光こう芒ぼうを放った。何もかもが光の渦うずに巻き込まれてゆく。上空に舞まっていたイーグルの姿も光に吞のみ込まれてしまった。

　隣となりにいる人の顔さえ見ることはできない。白い光がカーテンとなって目の前を覆おおう。

　いつしか音も消え、墜おちてゆく感覚だけが感じられる。やがて何も感じなくなっていた。
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　鈴木が再び目め醒ざめたとき、周囲は闇やみに包まれていた。何か生暖かいものが顔をくすぐる。それが羽ブタのイセンだとわかるまで少し時間がかかった。イセンはしきりに小さな舌したで鈴木の顔を舐なめている。

「わかった。わかったから」

　鈴木は、ついくすぐったさにイセンを手で追いやる。それでもイセンはなつっこくすり寄ってくる。

　鈴木はゆっくりと立ち上がる。身体からだの上には灰はいが降ふり積もっていた。一いち陣じんの風が灰を吹ふき飛ばしてゆく。

　どんよりと曇くもった空の下、焦しよう土どと化した黒い荒こう野やに立って、鉛なまり色の重い海原うなばらを眺ながめた。

　暗色の海と陸だけが広がる無人の世界。黒い奇き妙みような禿はげ山やまに見えるものは、かつてビルだったコンクリートの残ざん骸がいなのだろう。ひしゃげた鉄てつ骨こつを剝むき出しに林りん立りつさせ、巨きよ大だいなコンクリートの岩がん塊かいが転ころがっている。全すべては黒く煤すすけていて墨すみ絵のようでいて、小学校の移動教室で行った浅間山の鬼おに押おし出しを思い出させる。

　鈴木は自分が立っている場所が、どこなのか全くわからなかった。まるで見たこともない世界だ。

　しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつになっていた。そして二度、三度、深く深呼吸すると、地平線の向こうに霞かすんで見える細長い物を見るに至って全てがわかった。

　細長い三角形の塔とう。色は赤だろうか。霞んでいるので、色まではよくわからない。

「東京タワー……？」

　鈴木はぼそりと呟つぶやいたきり言葉がなかった。まるで〈猿さるの惑わく星せい〉のラストシーンではないか。しかし、その遥はるか遠くに見える尖せん塔とうは東京タワーに間ま違ちがいない。

「……信じられない……ここは本当に東京湾わんなのか!?」

　東京タワーの見える方角と大きさから考えると、この辺あたりは、お台場周辺ということになるのだろうか。地形的には全く判断がつかない。

「あっ、あれは……!?」

　鈴木が見たのは、黒い地面に半はん没ぼつする銀色の球体──見覚えのある形。確かそれはテレビ局の建物の一部のような……。

「やっぱりゲート港は墜おちたんだ……」

　鈴木の結論はそこに至った。ここがお台場だと確信が持てたとき、絶望という得え体たいの知れぬものが両肩かたにのしかかってくる。どんよりとした重さだった。

「そうだ……飛行機は……みんなは？」

　鈴木は改めて周囲を見回す。しかし、深み澄すみも京子も誰も見当たらない。それに飛行機の残骸らしき物さえもない。

『あの白い光が光った直後に自分だけが飛行機から放ほうり出されてしまったのか？　そうだとしても放り出されてしまって助かるものなのか？　それになぜ湾岸地帯が消えてしまったのか？』

　疑問ばかりで答えが見つからない。鈴木は独ひとり、西に沈しずみつつある卵らん黄おうのような夕日を背にして途と方ほうに暮れるしかなかった。

「ブヒッ」

　鳴き声だ。イセンだった。イセンは三、四メートル向こうで一いつ生しよう懸けん命めいに鼻はな面づらで地面を掘ほり起こそうとしている。しかし小さな身体からだでは、そうそう巧うまく土を掘ることはできない。地面の上っ面の土を引っ搔かくだけだ。

「おい、どうしたんだよ？」

　鈴木は一心不乱に土を掘るイセンに近づいて行った。イセンが掘っている所を見るが、何の変へん哲てつもない地面だ。しかし鈴木には何か感じるものがあった。

「イセンっ、なにかあるんだな。この下に何かっ！」

　鈴木はイセンを払はらいのけるようにして、一心不乱に素す手でで地面を掘り起こす。そして、いくらも掘らないうちに手て応ごたえがあった。

『服だ！　色からして、マンミラのウエイトレス服……ということは深澄だ！』

　今度は、急ぎながらも、慎しん重ちように丁てい寧ねいに土を払いのけてゆく。段々とその姿すがたが見えてくる。

「頼たのむ。生きててくれ。お願いだ！」

　祈いのりながら手を動かす。とうとう深澄の顔が見えた。

「一いち乗じよう院いんさんっ！　しっかりして、一乗院さんっ！」

　鈴木は深澄の肩かたを摑つかんで揺ゆすった。しかしがくがくと首が動くだけで反応がない。

　次に鈴木は掌てのひらを深澄の顔の前に翳かざしてみた。

「息をしてない……」

　慌あわてて心臓が動いているかどうか確かめようと、深澄の胸むねに手を置こうとして、深澄の意外にも大きな胸を見て躊躇ためらってしまった。しかし今はそんなこと言ってる場合じゃないと心の中で言い訳をしながら、耳を真まっ赤かにしながらも手を押おし当てる。

　深澄の心臓は、弱々しかったが、とくとくとくと生命のリズムを刻んでいる。

「まだ、間まに合うっ！」

　鈴木は咄とつ嗟さに考える暇ひまもなく人工呼こ吸きゆうをしていた。

『もう二度と好きな人を失いたくない。もうシファーだけで充じゆう分ぶんだ！』

　それだけの想おもいで、自分の口から深澄の口へと空気を送り続ける。

『絶対に助けてみせる！』

　人工呼吸をする鈴木は、そう自分自身に言い聞かせ続ける。

「んっ、ぐほごほっ！」

　突とつ然ぜん、深澄が激しく咽むせる。

「一乗院さんっ！」

　深澄は息を吹ふき返した。

「あれぇ、どうしたんですぅ、せんぱあいぃ？」

　深澄が不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげながら、きょとんとした円つぶらな瞳ひとみで鈴木の眼めを見ている。鈴木は深澄の顔があまりにも近いのにどきどきしていた。それに人工呼吸だったとはいえ、さっきまで口づけをしていた相手だ。少しだけ身体からだをよじるだけでも口唇くちびると口唇が触ふれ合う距きよ離り。そして自然と見つめ合う二人は、やがて──

「ちょっとお、何やってんのよ、鈴木っ！」

　その背はい後ごから聞こえてきた怒いかりに震ふるえる声に、鈴木は子供に突つっつかれたアメリカザリガニ状態で、びくっと身体が反応する。そしてゆっくりと振ふり向くと、そこにいたのは──

「きょっ、きょっ……京子さん!?」

「あんたって人は、こんなときに何やってんのよっ！」

　京子の声はわなわなと震ふるえている。

「きょ、京子さんこそ、どこに行ってたんですか？」

「あたしは、横山と一いつ緒しよにあの少年を病院に搬はん送そうするのに、携けい帯たいが繫つながる所まで歩いて行って、自衛隊のヘリを呼んで来たよ！」

「それで……他ほかの人達はどこに？」

「横山ともう二人はヘリで自衛隊病院に向かったわ」

「じゃあ、他の人達も助かったんですねぇ　飛行機を操そう縦じゆうしていた傭よう兵へいさんもぉ？」

「まあね。あいつは勝手にどっかに消えたわ」

「それで、京子さんはなんでここに戻もどって……」

「あんた達が見つからないけど、少年は一刻も先を争う状態だったから先に搬送して、心配になって探さがしに戻ってきたんでしょっ！　それを戻ってきたら、この有あり様さま。どうなってんのよ！」

「それは……その……一乗院さんを助けるのに人工呼吸をですね……」

　鈴木はしどろもどろだった。

「へえ～、あんたって人は、よっぽど人工呼吸には縁えんがあるのね」

　京子の顔は笑え顔がおなのに、口唇の端はしがひきつってぴくぴくしている。

「そういうわけでは……仕方なかったんです。それに一乗院さんとは何も……本当なんですって！」

　鈴木は哀あい願がんするように誠せい心しん誠意訴うつたえた。

「別に、あたしは、あんたの彼女でも何でもないんだから文句を言う筋すじ合あいはないけど」

　京子は歯ぎしりするように苦にが々にがしく話す。完全に爆ばく発はつ寸前だ。

「すいませんっ！　もう二度とこんなことにはなりませんから。申し訳ありません」

　こうなったら平へい身しん低てい頭とうで謝あやまるしかない。鈴木は土ど下げ座ざした。

「先せん輩ぱいぃ、なんで謝ってるんですぅ」

　深澄は理解できないといった顔をしている。

「だから一乗院さんも謝って！　さあっ、早く！」

「何でなんですかぁ？」

「いいから、さあっ！」

「もお、いいわよ。莫ば迦かみたい」

　これには流石さすがに京子も呆あきれたらしく、少し笑顔が戻っていた。

「よかった！　わかってくれたんですね」

「もうどうでもいいわよ、そんなこと。今はそれどころじゃないわよ。メガフロートは墜つい落らくしなかったけど突とつ然ぜんの爆発で、湾わん岸がん地ち域いきは壊かい滅めつ状態よ」

「ゲートは墜おちなかったんですか？」

「ええ、あの光の渦うずが爆発したときみたいね。残ざん骸がいは一いつ片ぺんも残さなかった代かわりに爆発の影えい響きようでこの有様よ。まあ、墜落なんかしてたら、東京をすっぽりと覆おおうだけの直径何十キロのクレーターができてたでしょうから、少しはマシだったと思わなくちゃね」

「でも、なんで僕達は助かったんです？」

「さあね。ホント、魔ま導どう絡がらみは、わからないことだらけだから厭いや」

　京子は眉まゆ根ねを寄せる。

「それで蛍太君の様よう態たいは？」

「ヘリに同乗していた医者の話だとギリギリセーフって感じだったみたい。だけど、傷口が治なおりかけているのは不ふ思し議ぎがってたわね。信じられない回復力の早さだってさ」

「それは治ち癒ゆ魔導じゃ……？」

「あたし達も助かったくらいだから、そのくらいはありそうね。それと、あの子、うなされながらもラースター、ラースターって、あのお姫ひめ様さまの名前を何度も譫うわ言ごとのように言ってたわね」

「そうですか……ラースターさんはどうしたんでしょう？」

「さあ、あの爆発に巻き込まれたのなら、いくらなんでも……」

　その一言の後に、三人の間に冷たい沈ちん黙もくの風が吹ふき抜ぬけた。誰しも想像するのに難むずかしいことではなかった。

「そうだ。それで僕達はこれからどこに？　このまま、ここにいるわけにはいかないでしょ？」

「レインボーブリッジも落ちてるから、お台場から外には出られないわね」

「ここって、お台場なんですかぁ？」

　深澄がびっくりした顔をして訊きき返す。

「そうよ。その辺にテレビ局の残骸が転がってるのを見なかった？」

　京子は暢のん気きそうに〈うまい棒チーズ味〉をかじりながら言う。

「先輩ぃ、大変ですよぉ！」

　深澄は本人なりに慌あわてた様よう子すで鈴木の上着を引っ張った。

「一乗院さん、いったいどうしたの？」

「お台場って、うちの会社の新社屋もお台場に移転したじゃないですかぁ」

「あーっ!!」

　鈴木は絶句した。妙みように自分がお台場なんて洒落しやれた場所の地理に詳くわしいと思ったら、ついこの前まで毎朝、通勤していたからなのだ。

「タヌキ食品の本社ビルは……テレビ局の位置から考えると、確かあの辺あたりに……」

「あれってぇ、屋おく上じようについてた看板じゃないですかぁ？」

　深澄が指差す先に鈴木が見つけたのは──

『堂々新発売！　ぺがさすサブレ』と書かれた看板だった。

　そのとき、イセンが二月の寒風に小さな翼つばさをぱたぱたと羽ばたかせて身を震ふるわせると、ブヒッと小さく鳴いた。




了　２月15日23：13







　何もない白い空くう虚きよな夢から醒さめると、やはりそこにも何もない、しかし黒い闇やみがあった。しかし仄ほのかな月明かりが鬱うつ蒼そうたる樹き々ぎの合あい間まから射さし込んでいる。しかし月の姿は見えない。

「ここは、どこなの……森？」

　時とき折おり、聞こえる梟ふくろうの声に耳を澄すませる。しかし、ここがどこだかわかるはずもない。それにしても静せい寂じやくが心を和なごませてくれる。

「いったい、どうしてこんなところに……？」

　思い出せなかった。無理に思い出そうとすると頭が酷ひどく痛んだ。

　ふと手に触ふれるものがあった。それは金属光こう沢たくにも似た艶つやを持った何かだ。巨きよ大だいな物が、自分の下に横たわっている。まるで生ある物のようでいて、機械や鎧よろいのようでもある。それは酷く傷ついていた。血液なのか、赤みのある体液を流している。そして裸はだか同然の自分もこの体液に塗まみれている。そして右腕うでもない。

「これはなんなの？」

　しかし、わかるはずがない。しかしその巨人ギガスの醜しゆう悪あくな姿の頭は、幾いくつもの眼めを月光に潤うるませて、自分を見つめているようだった。

　そしてわかったのだ。自分が何者かも、名前すら思い出せないことに。

「私は誰？」

　その言葉だけが、いつまでもいつまでも星の数ほど頭の中で繰くり返されていた。







　あとがき







　覇は壊かいの宴うたげシリーズも二作目となりました。今回の『覇壊の宴２　大いなる墓ぼ標ひよう』はいかがでしたか？　前作に引き続き本作を読んでいただいた方も、今回はじめてお手にとられた方も、ありがとうございます。

　それにしても今回、作中に使われていた文字の種類が多かったと感じませんでしたか？

　戦前の旧字体の漢字表記も含ふくむ日本語の他に、英語、ロシア語（キリル文字）、古代ギリシア語、古代ヘブライ語、ローマ数字を使っています。作者の僕自身からして多すぎたかなと思っています。読者のみなさんにも馴な染じみのない文字があったかもしれません。

　このように文字の種類を多用したのはファンタジーと現実との境きよう界かいを曖あい昧まいにしたいという意図でした。架か空くうのドロナト語が日本語や他の外国語と並立して存在しているかのように表現したいと思ったからです。ちなみにデロナト語の設定は、日本語に近い六つの母音を持つ発音で、ヒエログリフ（古代エジプトの神聖絵文字）やハングル（世せ宗そうの発明、日本政府が植民地下の朝鮮に普ふ及きゆうさせた）に似た表ひよう意いも伴ともなった表音文字を表記法としている言語です。

　それにしても、なぜ僕がこんな日常生活には、まるで無む縁えんの文字について知っているのかと疑問に思う人もいるでしょう。実はこれらの文字の多くは中高生だった頃から僕にとって馴染み深いものでした。それはなぜかと言えば、今にして思うと、僕が中ちゆう間かん期き末まつ試し験けん嫌ぎらいだったからだと思います。そして特に嫌いだったのはテスト自体ではなくて試験前の一、二週間です。だから僕は本当に試験勉強はしていませんでした。英語も試験前日になっても教科書すら読まない。何をするのかというと、いつの間にかギリシア語やロシア語を勉強していたのです。

　そもそもギリシア語との最初の出会いも試験前に英和辞典で見つけたギリシア文字の一いち覧らん表ひようでした。興味をひかれた僕は英単語を調べずに、ずっとギリシア文字を調べていた思い出があります。他にも日本史の前日には必ず世界史を勉強したりと全すべてがこんな調子でした。今にして思えば一種の現げん実じつ逃とう避ひだったんでしょうね。

　しかも試験勉強の時間も極きよく端たんに少なかったです。前日になってようやく始めるのも親に勉強しているのを見せるのが最大の目的だったので、必ず自分の部屋ではなく親もいるリビングでやっていました。

　だいたい始まるのも夜の八時半過ぎでしたが、九時には家族で夕食が始まるので中断され、食後もついついテレビを見てしまいます。それから入にゆう浴よくしたりと、ようやく落ち着くのが夜の十一時頃。それから勉強を再開しても三〇分も経たつと眠ねむいので終しゆう了りよう。朝早く起きて勉強しようと目覚ましをセットしても起きられない。

　これが僕の学生時代に一いつ貫かんしていた試験勉強の標ひよう準じゆん的てきなスケジュールです。結局、正味一時間の勉強（それも試し験けん範はん囲い外がいの）で試験に突とつ入にゆうすることを、何ら反省することもなく毎回繰くり返していました。そんな調子だから当然、学校内の試験では全然ダメだったのは言うまでもありません。中学時代を通して成績が「５」だったのは技術と美び術じゆつくらい。中には「１」の教科まで……。

　そんな中学の頃に一度だけでしたが、「次の日本語を訳せ」というテストの問題で、答えがわからなくて解かい答とう欄らんにラテン語で書いたら案あんの定じよう、バツがついています。「英語に訳せ」とは書いてないからラテン語に訳したっていいじゃないかと僕は抗こう議ぎしました。もちろん英語教師が取り合うはずもありませんでしたが。

　だいたい僕が教師だったとしても、英語の問題をラテン語で答えたり、小学生のくせに法律を引用して教師に口答えするような生なま意い気きな生徒なんて嫌いになると思います。

　それから大学では第二外国語として、高校で英語の試験前に勉強していたロシア語を本当に選せん択たくしてしまいました。これでちゃんとロシア語を勉強したかというと大おお間ま違ちがい。今度はロシア語の試験前になると、エジプト考古学の吉村作治教授の講義も受けていたせいか、ヒエログリフを勉強している始末。おかげでピラミッドなどの碑ひ文ぶんを少しだけ読めたりします。

　こうしていろいろな外国語に手を出したけど、とうとう身についた外国語は一つもないのです。ヒエログリフなんか、現在では発音すらわからないから、習得しても会話する相手もいないのですし。

　こうして小説として作品の中に活いかすこともなかったら、これらの知識は一生無む駄だな知識のままだったでしょう。でも、こうして本になったわけなので、どうにか勉強した甲か斐いがあったというものです。




　教訓──どうせ勉強するなら、やっぱり英語がいいと思うよ。




　最後に本書を書くにあたって協力してくれた奈良史麿さん、八重尾昌輝さん、斉藤真有美さん、どうもありがとうございました。





日昌　晶　　
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日ひ昌よし　晶あきら
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